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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















イラスト：猫猫 猫、いろは楓、佐々木あかね、笹本ユーリ、四季童子、渋沢佳奈
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まえがき






　みなさんこんにちは、田中信二たなか・しんじです。

　既き刊かんをお読みの方、いつもありがとうございます。

　初めての方は初めまして。私わたしは本書の著ちよ者しやであり、ＴＲＰＧというゲームを題材にした冒ぼう険けん物語の語り手でもあります。

　ここでは本ほん格かく的てきに本書の内ない容ようを楽しむ前に、このゲームや物語についての基き礎そ知ち識しきを解かい説せつさせていただきます。




　本書はテーブルトークＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイで、『アリアンロッド・サガ』のリプレイとしては四番目のシリーズ『デスマーチ』の第五巻かんです。

　ＴＲＰＧとは〝テーブルトークＲＰＧ〟の略りやく称しようで、ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼よばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人のプレイヤーで行なう遊びです。プレイヤーは各自ひとりのキャラクターを担たん当とうし、ＧＭの管理のもとに冒険へと旅立ちます。コンピューターゲームのＲＰＧを、人間同士が会話しつつルールブックを参照しながら進めるようなゲーム、というとイメージできますでしょうか？

　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んでいる様子を読み物として書き起こしたものです。

　本書で使用しているのは『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』。二〇一一年七月にバージョンアップをした、ファンタジーＴＲＰＧです。

　この本で舞ぶ台たいは〝アルディオン大陸〟。〝戦乱の大陸〟という別名を持つ土地です。その戦乱もようやく決着がつきそう……という流れだったのですが。

　どーしてこーなった！　……という超ちよう展てん開かい中だったりします。

　その辺の詳くわしいことは本ほん編ぺんに書きましたので、そちらをお読みください。




　前ぜん述じゆつのとおり『アリアンロッド・サガ』は『デスマーチ』以外にもいくつものシリーズが展てん開かいされています。それらのサガシリーズについて興きよう味みのある方は富ふ士じ見み書しよ房ぼうのウェブサイトなどでご確かく認にんください。

　次じ項こうの「前ぜん巻かんのあらすじ」は『デスマーチ』四巻かんから五巻にかけて、変動したアルディオン大陸の世界情じよう勢せいを解説する記事です。また第九話冒ぼう頭とうの「早わかり『アリアンロッド・サガ』」は今回の物語と関連の深い、『アリアンロッド・サガ・リプレイ⑦』および『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ①』で起こった事じ件けんについて解説しています。その二冊さつを未読の方はネタバレにご注意ください。

　そのあたりの知識は大だい丈じよう夫ぶ、という方はそのまま本編に進んでください。











前巻のあらすじ






　帝てい紀き八一二年一一月。誕たん生じようしたばかりの新しん興こう国フェリタニアに、四人の男女が集つどった。

　フェリタニア第一の騎き士しアル・イーズデイルの妹で、騎士を目指す少女アキナ・ブルックス。〝裏うら目め軍ぐん師し〟マルセル。〝隻せき眼がんの盗とう賊ぞく〟ギィ。〝謎なぞのエクスマキナ〟ドラン。この四名はギルド〝エンジェルファイヤー〟を結成、フェリタニア軍に参加した。

　八一四年三月。〝エンジェルファイヤー〟はレイウォールに赴おもむく。目的は各地を巡じゆん幸こうするピアニィの安全確かく保ほと、異い常じよう寒波の調ちよう査さだった。それぞれの事件を調べた結果、火山を爆ばく発はつさせピアニィの滞たい在ざいする都市ごと焼やき払はらうという秘ひ密みつ結社バルムンク・ノヴァの計画が発覚。ＰＣたちは激げき闘とうの末なんとかそれを食い止めることに成功した。

　八一四年四月。エンジェルファイヤーはグラスウェルズのバーゼルという都市に赴く。理由は「行方ゆくえ不明になった子ヤギのユキちゃんを捜さがして欲ほしい」というものだった。そこはドランによく似にたガイガーというエクスマキナを神のようにあがめていた。

　ここでも張はられていたバルムンク・ノヴァの陰いん謀ぼうを打うち破やぶったＰＣたちは、その戦せん闘とうのさなかドランの体内にあった王おう威いの竜りゆう輝き石せきを取り出すことに成功。図はからずしも大陸の歴史を進める結果となったのだった。











早わかり『アリアンロッド・サガ』






●フェリタニア合がつ衆しゆう国こく体たい制せい

　フェリタニア合衆国は竜輝石戦争終結後の帝紀八一四年に建てられた国家連合体。

　かつてアルディオン大陸で盛せい強きようを誇ほこった七王国のうち、レイウォール、グラスウェルズ、メルトランド、ゴルフォード、そして復ふつ活かつして間もないアヴェルシア、ベルリールの六カ国が参加している。事実上アルディオン大陸統とう一いつを成なし遂とげた。




▼キーワード

ピアニィ：フェリタニア合衆国大だい統とう領りよう。

ステラ：ピアニィに代わり、レイウォールの女王となった。

フィリップ：グラスウェルズ王。

スリス：フェリタニアとの単たん独どくでの連合を解かい消しようしたメルトランドの女王。

ドワーディン：ゴルフォード王。ピアニィに結けつ婚こんを申もうし込こむ。

ウィルフレッド：帝紀八一三年に復活したアヴェルシア王国の王。

アンスラ：帝紀八一四年に復活したベルリール王国の女王。

























●反ピアニィ運動

　ピアニィによる急速な統一は、一方でそれぞれの国内に封ふうじ込こめられていた問題を表面化させた。大陸各地で反はん乱らんが発生し、反乱にはいたらないレベルのいさかいはその何倍も発生することとなった。

　そんな中、竜輝石戦争の際にピアニィに敵てき対たいし、戦闘の末捕ほ縛ばくされたベルフトが軟なん禁きんされていた屋や敷しきから脱だつ走そうするという事件が起こった。その後ベルフトは行方不明。同じく行方不明中のヒューバードと並ならび、合衆国体制における脅きよう威いと見なされる。




▼キーワード

ベルフト：ピアニィの兄。レイウォールの第二王子。大陸最強の猛もう将しようとして知られる。現げん在ざい合衆国最大の脅威と目されている。

ヒューバード：ピアニィの兄。レイウォールの第一王子。レイウォール宮廷で暮らしていたピアニィに濡ぬれ衣ぎぬを着せ、捕ほ縛ばくしようとした人物。ピアニィがフェリタニア王国を建国した後はしばしば敵対し、ピアニィの身柄を確保しようと画かく策さくしていた。バルムンクとも繫つながりが深い。竜輝石戦争において、連合王国軍の攻撃を受け、そのさなか首都ノルドグラムから姿すがたを消した。以後消息不明である。




●ピアニィ戴たい冠かん

　アルディオン大陸において裁さい定てい者しやの国であるエストネル王国。大陸の覇者、統一帝への戴冠はこの国で行なわれる。

　竜輝石を所持するすべての王にその戴冠を支持されたピアニィは、四し宝ほうの試こころみと呼ばれる儀ぎ式しきを経へて、正式にアルディオン大陸を統すべる統一帝の座ざに即いた。

　しかし、その後起こった事件により、大陸の趨すう勢せいはその先が一いつ切さい読めなくなっている。




▼キーワード

エストネル王国：王威の竜輝石を持つ七王国の中で、統一帝の座に即く権けん利りを持たない代わりに、裁さい定ていを取り仕切る審しん判ぱんの国。初代国王エル・ウォーデンが現在も王おう座ざに即いている。

エル・ウォーデン：エストネル王。アルディオン大陸に人間が渡わたってきた時から生きている。初代統一帝ウルフリックに仕え、彼かれの死後審しん判ぱん役やくとして大陸に起こった様々な出来事に判はん定ていを下してきた。
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◆Preplay 01◆一蓮托生のデスマーチ




　とある日の昼下がり。

　菊きく池ちたけしの呼びかけにより、三人の男女がＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室に集まった。




菊池たけし

　通つう称しようきくたけ。ご存じ『アリアンロッドＲＰＧ』のゲームデザイナーである。これまで数々の名作リプレイを上じよう梓ししてきた。『アリアンロッド・サガ』シリーズを立ち上げ、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以下『無印』）シリーズを自らの手で執しつ筆ぴつしている。




田中信二

　通称かわたな。本作『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』（以下、『デスマーチ』）シリーズの著ちよ者しやをつとめている。『無印』の制作進行役でもある。

　そしてもうひとり。




藤井：はにゃー！




藤井忍ふじい・しのぶ

　女性ライター。『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』シリーズのセレネなど、様々なリプレイのプレイヤーとしても知られる。二〇一一年八月発売の、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』（以下、『ゲッタウェイ』）シリーズの著者。

　ときおり「はにゃー」と鳴なく生き物としても知られる。




藤井：な、なんなんですか？　なんで私ここに呼ばれたんですか？

かわたな：そうですよ菊池さん、なぜ『デスマーチ』の打ち合わせに藤井さんが？

きくたけ：うむ。……ところで君たちは一いち蓮れん托たく生しようという言葉を知っているかね？

藤井：一蓮托生……「死んだあと、あの世で一緒に同じ蓮はすの花の上に座ろう」――そんな言葉だったかと。死んでも供に行動しようという意味の……。

かわたな：……つまり、菊池さんは、我々に一緒に死ねと？

きくたけ：そこまで言うつもりはないわい！　ただ、今の我々は運命共同体のようなものだということを理解して欲しい！

藤井：なるほど。つまり、『デスマーチ』の展開が『ゲッタウェイ』にも影響するので、私がこの場に呼ばれたってことでしょうか？

きくたけ：そういうこと。藤井さんは察しが早くて助かるよ。




　そうなのだ。これから『サガ』シリーズは、基き幹かん作品である『無印』、『無印』のバックアップをする『デスマーチ』、そして〝反ピアニィ〟を標ひよう榜ぼうする『ゲッタウェイ』という三つのシリーズによって展開される。

　その意味では一蓮托生というのは正しい表現なのだが……。




かわたな：菊池さんに言われると、なんだか素直にうなずけません。

きくたけ：あとでじっくり話をしような、かわたな（笑）。……それはさておき、本題に入る前に『サガ』シリーズについて、今までの展開をまとめてみよう。




　レイウォール王国を無実の罪により追われた王女ピアニィは、仲間の力を借りて、フェリタニア王国を建国した。当初は弱小の新しん興こう国こくにすぎなかったフェリタニアは、ピアニィたちの奮ふん戦せんの結果、様々な強敵との戦いに勝利を重ねていく。

　やがて最強の武人ベルフトとの決戦に勝利し、事実上の大陸最大の勢力へと成長を遂げた。

　大陸の覇は者しや〝統一帝〟の称しよう号ごうをピアニィが得るのも目前、という状況であった。




かわたな：――てな感じでしたね。

藤井：そんな状態のピアニィに反旗をひるがえすのが『ゲッタウェイ』の役目ですよね。

きくたけ：で、『無印』第七巻でピアニィの〝統一帝〟戴たい冠かんを描いたわけなんだが……。

かわたな：が？

きくたけ：そこで大事件が起きてしまったのだよ！

かわたな＆藤井：大事件!?


きくたけ：聖せいと魔まの激げき闘とうのさなか、光と闇がピアニィの中で合わさって、もうこの大陸は駄目かもしれんね、というようなすさまじい展開なのだが……。

かわたな：なに言ってるかわかんねーよ、その説明（笑）。

きくたけ：ともかく、神と魔の勢力が激げき突とつし、その最中にピアニィが倒れてしまったのだ！（わなわな震えながら）その結果、アルディオン大陸は大きな変へん貌ぼうをとげるだろう。

かわたな：とげるだろう、じゃねーよ！　菊池さんが仕込んだことでしょ!?（笑）

藤井：まあ、〝統一帝〟のピアニィ陛下が倒れたなら、それだけでも大陸中が大騒ぎですよね。

きくたけ：うん、そういうこと。

かわたな：ある意味菊池さんらしい展開といえば展開ですな。

藤井：安心の菊池さんクォリティーです。

きくたけ：ほっとけ（笑）。

かわたな：……で、肝かん心じんの『無印』はそのあとどう展開させるつもりなんですか？

藤井：そうですね。それを知らないとこの先のシナリオが作れません。

きくたけ：それは…………。

一同：…………。

きくたけ：言えぬ。

かわたな＆藤井：……は？

きくたけ：今後の展開については一切言えぬのだ！

かわたな＆藤井：なんだってぇ――――っ!?




　衝撃の告白であった。




きくたけ：いつもだったら、事件が解かい決けつするから、その後数ヶ月は平和な日々が過すぎるとかいえるんだけど……。

かわたな：そうですね。

きくたけ：今回は第七巻終了時点の１秒先になにが起こるのかも言えぬのだ！

かわたな＆藤井：ええええぇぇぇぇ――――っ!?


きくたけ：すまぬ……すまぬ！　だが。第七巻が終わったところで、ピアニィが倒れた。今後の展開は、第八巻のセッションを収録するまで、俺ですらわからんのだ！

かわたな：ぐっ。なるほど。

藤井：その状況で私たちはいったどうすれば？

きくたけ：うむ。簡単に言うと先の見えない状態でリプレイを書いてほしい。

かわたな＆藤井：なんですとぉ――っ!?

きくたけ：安心して。『ゲッタウェイ』の次巻は『無印』八巻の発売以降。つまり、『ゲッタウェイ』はその後の展開が書けるから。

藤井：そうだったんですか。よかった、安心しました（笑）。

かわたな：よくねー！　どうすんだ!?　次の『デスマーチ』は『無印』第八巻の発売前に収録ですよ！




　まさかの孤こ立りつ無む援えん状じよう態たい！




きくたけ：しかも、社長（鈴吹太郎）のＰＣが参加しているから、『無印』第八巻のネタバレになるような話はできないという、この状況。

かわたな：ぐはぁ！（ボディーブローを喰らったかのような苦悶の叫び）

藤井：大変ですねえ（しみじみ）。

かわたな：藤井さん、他人事じゃないよ？　『デスマーチ』のシナリオ次第で『ゲッタウェイ』の展開に関わってくるんだよ！

藤井：はにゃぁ！　そうでした!!

きくたけ：そんなわけで、ふたりで相談して何とかして欲しい。

藤井：あれ？　菊池さんは？

菊池：俺『デスマーチ』と『ゲッタウェイ』のプレイヤーだから、ネタバレは勘弁だよ？

かわたな＆藤井：そうでしたっ!!

きくたけ：じゃあ、ふたりともがんばってね。




　にこやかな笑みを浮かべながら会議室をあとにする菊池たけし。

　あとには、呆ぼう然ぜんとイスに座る、かわたなと藤井忍だけが残されたのであった。




かわたな：まさに言いたいことを言って去ってしまった。

藤井：はにゃあ。

かわたな：いったいこの後どうしろと……。

藤井：……じゃあ『デスマーチ』のシナリオについて相談しましょうか。

かわたな：藤井さん……前向きだなあ（嘆たん息そく）。

藤井：だって『デスマーチ』の収録が終わらないと、『ゲッタウェイ』が進められませんし。

かわたな：…………。




　まことにごもっともな動どう機きであった。




藤井：それに、菊池さんのお話の中に、けっこうヒントがあると思うんですよ。

かわたな：ヒント？

藤井：シナリオのアイディアになるようなヒントです。

かわたな：なんと！

藤井：要するに『無印』で大事件が起きると言うことは、『デスマーチ』でＰＣたち――エンジェルファイヤーのメンバーがピンチになっても、助けがこないってことですよね？

かわたな：……まさにそのとおりだ！　しかも『無印』で今後の展開が大変貌するってことは、ちょっとくらいハデなことをやらかしても誤ご差さの範はん囲いだよね。

藤井：はにゃ！　そこまでは言ってませんよ!!

かわたな：そうだよね『無印』でそんな派手な展開になってるなら、こっちもそれに匹ひつ敵てきするぐらいの大ピンチを用意しないと、盛り上がらないし……ちょっとくらいピアニィたちの帰るところがなくなってもいいよね!?（←冷静とは言い難い状態）

藤井：あのう……それはかわたなさん自身の首を絞しめていませんか？（笑）

かわたな：…………う（←ちょっぴり冷静に戻った）。

藤井：でも、発想は正しいと思います。『無印』に負けないくらい大きな展開にするというのはいいことだと思いますし、シナリオの仕掛けについての方向性も見えてきますし。

かわたな：よーし、じゃあそういう方向で煮に詰つめますか！　ちょっと楽しくなってきたぞ!!無茶振りに思えたが、菊池さんは我々に飛ひ躍やくのチャンスを与えてくれたのかもしれない！

藤井：かわたなさんて……前向きですよね。

かわたな：うわっ！　言い返された!!　でも、こっちが前向きになって『デスマーチ』をつつがなく、終わらせないと、『ゲッタウェイ』も収録できないでしょ！

藤井：はにゃ、さらに返されました！　……やめましょう、不ふ毛もうです（笑）。

かわたな：ですな。これぞまさしく、不毛なまでの一蓮托生ってヤツですね――。




　こうして賽さいは投げられ、『サガ』シリーズの新展開は三つどもえで進むことになったのだ。

　それを受けて始まる『デスマーチ』第五巻。どんな顚てん末まつを迎えるか、ご笑しよう覧らんいただきたい。







◆Preplay 02◆平和に潜ひそむ波は乱らんの予感




　さて、『デスマーチ』第九話の収録日がやってきた。

　その場に集まったプレイヤー四名の紹しよう介かいをしていこう。




酒井香奈子さかい・かなこ

　株かぶ式しき会社尾お木ぎプロ　THE NEXTに所しよ属ぞくする女じよ性せい声せい優ゆうさん。菊きく池ちたけしにとある飲み会で見いだされた。『デスマーチ』ではアキナ・ブルックスのプレイヤーを担当。

　声優としての活動は『ミラクル☆トレイン』におけるあかり役、『地じ獄ごく少女　三みつ鼎がなえ』におけるきくり役、『Memories Off ゆびきりの記き憶おく』リサ・ケイシー・フォスター役など。




菊池たけし

　通つう称しようきくたけ。すでに紹介済みなので、以下略。




鈴吹太郎すずふき・たろう

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の代表取とり締しまり役やく。『トーキョーＮ◎ＶＡ The Detonation』のゲームデザイナーでもある。『アリアンロッド・サガ』シリーズでは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』（以下、『ブレイク』）シリーズを終しゆう了りようさせた。『デスマーチ』シリーズでは盗賊ギィ、『無印』シリーズでは軍師ナヴァールのプレイヤーとして参加している。




たのあきら

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の製せい作さく部長兼けん営えい業ぎよう部長であり、かわたなの直ちよく属ぞくの上司。

『アリアンロッド・サガ』ではかわたなと分ぶん担たんして、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』（以下、『アクロス』）シリーズのプロジェクトリーダーをつとめていた。

　二〇一一年の前半に『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』を執筆（ゲーマーズ・フィールド15―４、15―５に掲けい載さい）した。




かわたな（以下、ＧＭ）：……というわけで、第九話の収録を始めまーす。

きくたけ：今回からルールがバージョンアップしますので、お楽しみに。

酒井：はーい。

きくたけ：ところで前回ってどういう終わりだったんだっけ？

たのあきら：ドランの中から王威の竜輝石を取り出しました。めでたしめでたし（笑）。

きくたけ：（ぽん、と手を打ち）……おお、そうだったそうだった。

鈴吹：ちょっと待ていっ！　忘れてたんかいっ！（笑）

きくたけ：そそそそ、そんなことはありませんよ？（笑）　いやぁ体が軽いなぁ～。

ＧＭ：はっはっは。で、その竜輝石をゴルフォードに渡わたした結果、色々と歴史が動いたりするのですが、今回の第九話はその事件より前になるので、現げん時じ点てんで知らなくてもＯＫです。

酒井：えええ！　なんですか、スゴく気になりますよ、その言い方。

きくたけ：くわしいことは、『無印』の七巻が出てからのお楽しみ、ということで。

酒井：うーん、気になります！（笑）




●今回予告とハンドアウト

ＧＭ：では、今回予告を読み上げます。その後に現在の大陸情じよう勢せいを説明していきますね。




▼今回予告

　帝紀八一四年九月。竜輝石戦争も終結

　フェリタニア合衆国の首都ノルウィッチは平和な日々を取とりもどしていた。

　そんな中、エンジェルファイヤーは悪名高い盗賊団だんがこの街を狙ねらっていることを知る。

　そうはさせじと、調査を進める一同が直面する意外な事実と狡こう猾かつな罠わな――。

　果たして、エンジェルファイヤーは街の平和を守れるのか!?




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

　第九話「愛こそすべて!?」




　すべては竜輝石の導みちびきのもとに―――。




ＧＭ：さて、この時期――帝紀八一四年秋のフェリタニアについて説明しましょう。帝紀八一三年に起きた竜輝石戦争の結果、フェリタニア合衆国は大陸最大の国家となりました。

酒井：前の巻で、既すでにそうなってましたね。だけど、大統領のピアニィさんは国内あちこちを巡めぐったりしてて、まだまだ大変そう。




[image: ]




きくたけ：ああ、レイウォールの温おん泉せん都市に行ったりしたな（笑）。

鈴吹：戦争が終わったばかりで、四巻の時期（八一四年春はる頃ごろ）だと、新しん領りよう土どのなかにはピアニィを信しん頼らいしきれていない地ち域いきがどうしても残っていたしな。

ＧＭ：ですが、それも秋ごろになると状じよう況きようが好転してきまして。

きくたけ：グラスウェルズとゴルフォードも合衆国に参加を表明したからなぁ。

ＧＭ：そうですね。それぞれの指し導どう者しやとの交こう渉しようの結果、両国の合衆国参加が決定。事実上、大陸のほとんどがピアニィの勢せい力りよく下も同然という状況ですからね。

ＧＭ：実力が認みとめられたピアニィは、近々大陸の覇は者しや、統一帝に即そく位いする予定です。

酒井：ピアニィさんやアル兄様が頑がん張ばってきたい甲か斐いがありました！

鈴吹：そういうこと。いやあ、平和になったもんだ。

きくたけ：まったくですな。

たのあきら：その後の展開を知っていてそう言いますか（笑）。

鈴吹＆きくたけ：はっはっはっは。




　詳くわしく知りたい方は次のコラムおよび、『無印』第七巻をお読みいただきたい。
















酒井：……よーするに、平和は続かないんですね♪

きくたけ：ええ、そりゃあもう！（笑）

ＧＭ：暗雲漂ただよう予感もありつつ（笑）、ハンドアウトと参ります。




▼アキナ・ブルックス（酒井香奈子）用ハンドアウト

コネクション：オリアーヌ　　　関係：友ゆう情じよう

　オリアーヌは数多いあなたの姉し妹まいのうちのひとりで、聡そう明めいな女の子だ。今回、その仲良しのオリアーヌとともに、エルゼリエの留る守すとなるブルックス商会を任まかされることになった。

　だが、オリアーヌには何か悩なやみがあるようで……。
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ＧＭ：ブルックス商会のエルゼリエは、アキナを始めとして、たくさんの養女を育てております。オリアーヌもそのうちのひとりです。
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鈴吹：五万人いるらしいからな（笑）。

酒井（以下、アキナ）：あたしとオリアーヌは年が近いでしょうか？

ＧＭ：そうですね。同年代のイメージです。

アキナ：じゃあ、オリアーヌって呼よびます。仲良しってことだから、なんでも気軽に話せる関係ですよね！（笑）

ＧＭ：そういう関係ということでＯＫです。彼かの女じよの特徴を補足しておくと、機転が利きいて真ま面じ目めな女の子です。

アキナ：で、その真面目なオリアーヌが悩なやんでるんですね。相談に乗ってあげたいです！

ＧＭ：（微び妙みような笑え顔がおで）…………はっはっは。

アキナ：ちょっと!?（笑）　なんでそこで笑うんですか！（笑）

ドラン：しかもちょっとキモいナリ（笑）。

ＧＭ：失礼なっ！（笑）　これは面おも白しろいことになり……って、いやいやくわしくは本編で。

アキナ：えぇっ!?　気を持たせすぎですよぉっ!?（笑）




▼マルセル・ベルトラン（たのあきら）用ハンドアウト

コネクション：グリンダ　　　関係：強きよう敵てき

　エンジェルファイヤーの前にたびたび姿を見せたバルムンク・ノヴァの幹かん部ぶ〝仮面マスク〟のグリンダ。彼女の足そく跡せきを調査していたあなたのもとに、ナヴァール配下の密みつ偵ていから手がかりが舞まい込こんで来た。どうやら、彼女はノルウィッチ近きん郊こうで活動しているらしい。




きくたけ：グリンダ。そんなヤツもいたなぁ（笑）。
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鈴吹：忘わすれんなよ!?（笑）

アキナ：そんなヤツって（笑）。確たしか、かなり強い人だったような。

たのあきら（以下、マルセル）：そう。ゴルフォードの錬金騎き士し団だん長ちようと単独で戦えるヤツだ。

鈴吹：そのうえ変身能のう力りよくまで持ってると来たもんだ！

マルセル：いずれにせよ、フェリタニアにとって放置できる存そん在ざいではないな。




▼ギィ（鈴吹太郎）用ハンドアウト

コネクション：ナイスガイブラザーズ　　　関係：打だ倒とう

　王おう蛇じや会の女首しゆ領りよう、オーレリー・カルマン。

　突とつ如じよあなたの前に現あらわれた彼マ女ムは言い放った――。

　身みのほど知らずの盗賊団、ナイスガイブラザーズを潰つぶせ、と。

　なんでも連中は、君のいるノルウィッチに来ているのだとか。
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きくたけ：（満面の笑みで）ナイスガイブラザーズゥ～！　ステキな名前じゃないか（笑）。

鈴吹（以下、ギィ）：もう俺おれはお腹なかいっぱいだね（笑）。この手のトンチキなネーミングセンスのキャラはさ！（笑）

ＧＭ：失礼な！　カッコいいでしょう!?（笑）

マルセル：どこがだ!?（笑）

アキナ：でもマムに睨にらまれてるぐらいだし、今回予告でも悪名高い盗賊団が出てくるって言われてるし、要注意ですよね！

ギィ：確かにな。（渋しぶい顔になって）……さらにマムが関かかわってくるんだろ？　……やっかいごとの匂においがぷんぷんするぜ。

ＧＭ：フフフ。お喜びのようですね（笑）。

ギィ：喜んでねーよ！　オレはヤバいネタ振ふられて憂ゆう鬱うつなんだっつーの!?（笑）




▼ドラン・ベレレン用ハンドアウト

コネクション：ノルウィッチ　　　関係：守しゆ護ご

　あなたはナヴァールからノルウィッチの警けい備び隊長に任にん命めいされた。

　そして配はい属ぞくされたのは、かつてのあなたの部下たちだった。

　みなその面おも影かげは変わっていたが、その爽さわやかな心根は相変わらずだ。

　旧きゆう交こうを温めるあなたたちに与あたえられた任にん務むは、とある吟ぎん遊ゆう詩人のコンサートの警備だった。




きくたけ（以下、ドラン）：（すっくと立ち上がり）おおっ、いつの間やら出世ナリ！

ギィ：でも、仕事はコンサートの警備だってよ？（笑）

ドラン：（着席）……一気に地味に思えてきたナリ。

アキナ：かつての部下さんたちは、面影変わっちゃったんですね。

ドラン：まぁ、それなりに年月が経たってるから、仕方ないナリ。と遠い目をして言う。

ギィ：どうあれ、機械の身体からだになったお前さんほど、面影は変わってないと思うぞ（笑）。

ドラン：ひ、否ひ定ていできん！（笑）

ＧＭ：はっはっは（←意味ありげな笑い）。ま、その感動の対面はオープニングにて。では、次はキャラクターの成長報ほう告こくとなります。




　なお、今回から、使用ルールが『アリアンロッドＲＰＧ』から新しん版ばんの『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』に変へん更こうされた。それにともない、各プレイヤーには事前に、その新ルールに合わせたデータの再さい構こう築ちく――リビルドを済すませておいてもらったのである。




ドラン：生まれ変わったワタシを見て欲しいナリ。

ギィ：ドランは二度目の生まれ変わりだな！（笑）

ＧＭ：では、各人、リビルドの結果を紹介してください。




●キャラクターの成長報告

ＧＭ：では、キャラクターの成長報告というか、『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』へのリビルド結果の報告をお願いします。




▼アキナ・ブルックス（15レベル）の場合

アキナ：クラスがウォーロード／サムライから、ウォーロード／モンクになりました。

マルセル：サムライではなくなったんですね。

アキナ：はい、色々相談した結果、こうなりました。その影えい響きようでスキルも変わりました。

ギィ：なるほど。《レイジ》もなくなっているみたいだな。

ドラン：サムライを経けい由ゆするのを思い切ってやめてるからナリね。

アキナ：でも、基き本ほん的てきな攻こう撃げきは《ストラグルクラッシュ》での二回攻撃というのは変わりません、あと《フルスイング》ってスキルを新しく取りました。

ギィ：これでアキナのダメージがまた跳はね上あがるな。＋20点くらい？

アキナ：《フルスイング》を使うと武ぶ器きの攻こう撃げき力りよくが２倍になります。さらにストーマーの効こう果かでダメージに＋10されます。ライオン天てん狗ぐ様のアドバイスで技わざを改良してみました（笑）。
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ドラン：ライオン天狗様かっ!?　面倒見がいいヤツ！（笑）

ギィ：そこはアキナのこだわりだな（笑）。

アキナ：もちろん！　あたしの師匠様ですから！（笑）

ＧＭ：了りよう解かい（笑）。では、そういうことで。

アキナ：それと、リビルドで《セルフヒーリング》を取りました。マイナーアクションでＣＬ×10点【ＨＰ】が回かい復ふくします。１シナリオ１回だけですけど。

ドラン：なかなかの回復力。最前線に立つアキナがタフになるのはいいことナリ！

アキナ：はい！　これでたくさん攻撃を喰くらっても大だい丈じよう夫ぶです！　アキナはこんな感じで。

ＧＭ：じゃあ、次はマルセル。




▼マルセル・ベルトラン（15レベル）の場合

マルセル：私はプリースト／フォーキャスターのままで、スキルが少々変わった。

ドラン：スキルは何を取ったナリ？

マルセル：《プロテクション》や《シーリィ》は以前どおり。新スキルの《バリア》を取った。これで、二回攻撃にも《プロテクション》をはれる。

ギィ：プリーストに隙すきがなくなるんだよなぁ、《バリア》を取ると。

マルセル：あとは《ハーフブラッド》＋《イモータリティ》で《トリビアリスト》を取った。

ドラン：どんなスキル？

マルセル：シーン１回、どんな判定でも【知力】で判定できるスキル。これで、軍師っぽい演えん出しゆつができるぞ。知力で回かい避ひをして「そこに攻撃が来るのは予よ測そくどおりだ」とか。

ギィ：でもそれ、失敗したら裏目だよな（笑）。

アキナ：ほんとだー（笑）。

ドラン：マルセルにとっては成功しても失敗してもオイシイスキルナリ（笑）。

ＧＭ：スキルでまで裏目演出を狙わなくてもいいですよ？（笑）

マルセル：ええいっ!!　裏目など狙っとらんわっ！　……まあいい（笑）。ほかには一度メイジにクラスチェンジしたので、《マジックブラスト》や《エンチャントウェポン：火》も使えるようになった。

ＧＭ：マルセルは格かく段だんに支し援えん能力が高まった印象ですね。

マルセル：リビルドを行なうと、効こう率りつ的てきなスキル構こう成せいを考えやすいからな。まあ、プリーストはギルドの防ぼう御ぎよの要かなめだから、低いよりは高い方がいい。私は以上だ。




▼ギィ（15レベル）の場合

ギィ：次はオレの番だな。オレはけっこう変わったぞ。クラスがスカウト／サムライから、スカウト／レンジャーになったからな！（笑）

アキナ：どういう理由ですか？

ギィ：キャラのコンセプトが成り立たなくなったからなー。《トゥルーブレイク》＋《アーマーブレイク》の効果が変わっちゃったし。シーフは範はん囲い攻撃が得意になったから、《トルネードブラスト》もなくていいし。

ＧＭ：なるほど。

ギィ：基き本ほん的てきにはムーブアクションとマイナーアクションで攻撃力を上げて、メジャーアクションで《ダブルショット》を使って、射しや撃げき攻撃を二回する感じかな。

ＧＭ：射撃キャラの基本にもどった感じですね。

ギィ：結果的にネタ色が極限まで薄くなってしまったのだ（笑）。レンジャーだし。

ＧＭ：そうですね。そのうえで、状況に応おうじた戦い方ができる感じですね。

ギィ：ああ。ウォーリアも経由して《カバーリング》と《カバームーブ》も取ったしな。これで、アキナのカバーできない時にフォローできる。

ドラン：ギィはやれることの幅はばが広がったナリ。

ギィ：うむ。オレは以上かな。




▼ドラン・ベレレン（15レベル）の場合

ドラン：さて、最後はワタシ。ウィザード／プリーチャーから、ソーサラー／ニンジャにクラスを変更したナリ！

アキナ：ニンジャ!?

ギィ：ずいぶんとコンセプトが変わったじぇねぇかっ！（笑）

ドラン：そう見えて、本質の部分は変わってないナリよ。

マルセル：どこがだっ!?（笑）

ドラン：ワタシのアイデンティティの自じ爆ばく機き能のうを活かそうと考えた結果ナリ（あっさり）。

一同：おい――っ!?（爆笑）

アキナ：自爆がアイデンティティ!?（笑）

ギィ：どんだけ好きなんだよ!?（笑）

ドラン：ちがうナリ！　よく考えてくれ。攻撃の属性より、クラスより、ドランにとって重要なのは自爆なんだよっ!!

ギィ：ウソつけ！　今まで一度も《ブロウアップ》使ってないだろっ!!

アキナ：そう言えば、以前「ドリルが男のロマン」って言っていたような？

マルセル：アイデンティティなら、〝ティナ様への忠誠〟じゃないのか？

ドラン：…………。

一同：…………。

ドラン：（目をそらして）だ……だから、明日からバリバリ使うナリ！（笑）

一同：ごまかしたぁ――っ!?（一同爆笑）

ドラン：はっはっは。あと、通常使う魔法は《エアリアルスラッシュ》という〈風〉属ぞく性せいの魔ま法ほうに変わったナリ。

アキナ：〈風〉って……。元は〈水〉属性の魔法でしたよね……。

ドラン：前回、体内にあった竜輝石を交換したじゃない？　それに合うように体内の部品をカスタマイズしてもらったら、なんとびっくり！　魔法攻撃の属性まで変わったナリ（笑）。

ギィ：オイ！（笑）　いいかげんすぎるだろ、そのボディ（笑）。

ＧＭ：では、まあそういう設せつ定ていで（笑）。ドランのボディをメンテしてくれそうな錬れん金きん術じゆつ士しを、次のシナリオまでに読者投とう稿こうから見み繕つくろっておきます。

ドラン：よろしく頼たのむナリ（笑）。あと《マーダースキル》を取ったので、クリティカルするとダメージが増ふえるナリ。

ギィ：今後は、オレら三人でクリティカルを狙って攻撃して、上う手まくいったら、マルセルから《シーリィ》をもらうっていう戦せん術じゆつだな。

ドラン：いままでＧＭのクリティカルに泣かされていたから、今度はこっちの番ナリ！











































●ギルドサポート

ＧＭ：さて、ギルドスキルから名前が変わったギルドサポートですが、何を取り直しましたか？

ギィ：取ったのは《蘇そ生せい》《祝福》《陣じん形けい》《目利き》《限げん界かい突とつ破ぱ》《高機動部隊》《偽ぎ装そう情じよう報ほう》《突とつ撃げき部隊》《結束》《再さい行こう動どう》。

ドラン：現在のレベルだと、全部持って行けないなあ。

マルセル：（計算中）……３レベルオーバーか。なら、《目利き》と《突撃部隊》を外すのがいいんじゃないか？

ギィ：んー、ま、そのあたりか。

アキナ：それじゃ持って行くのは《蘇生》《祝福》《陣形》《限界突破》《高機動部隊》《偽装情報》《結束》《再行動》で！

ＧＭ：分かりました。では、以上でプリプレイを終わります！




















ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆新たな使命は家業の手伝い？




　義ぎ母ぼであるエルゼリエ・ブルックスに呼よび出だされ、アキナは久ひさ々びさに実家に戻った。

　大だい繁はん盛じようのブルックス交易商会本店では、店員たちが忙いそがしく立ち働いている。

　相変わらずの実家に安あん堵どをおぼえつつ、アキナはエルゼリエの部屋に入っていった。




ＧＭ：では、オープニングフェイズに入ります。

一同：はーい。

アキナ：どんなシーンからですか？

ＧＭ：まずは、アキナのシーンからです。舞台は合衆国首都ノルウィッチ。そこにある、ブルックス商会の本店ですね。
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アキナ：久ひさしぶりに実家に戻って来ました。

ギィ：アキナってブルックス商会に住んでないの？

アキナ：普段は寮りよう住まいってイメージです。本店の部屋はそこで働いている従じゆう業ぎよう員いんさんや姉妹たちに使って欲しいです。たまにご飯を食べに顔を出してるかもですけど（笑）。

ＧＭ：じゃあ、アキナはノルウィッチにある軍の兵へい舎しやに住んでるってことで。さて、アキナは義母のエルゼリエに呼び出され、彼女の部屋に通されます。

アキナ：中はどんな感じですか？

ＧＭ：大商人の部屋らしく、異い国こく風のタペストリーや珍めずらしい骨こつ董とう品ひんが飾かざられています。で、そんな室内にはエルゼリエのほかに、あなたの姉し妹まいのオリアーヌがいます。

アキナ：あっ、久しぶり～！

ＧＭ：「ホントにね～。アキナちゃんはよく遠えん征せいに出かけたりしてたしね」

アキナ：うん。色々な街に行ったよね（笑）。

ＧＭ：「大事な商談をするため、グラスウェルズの首都ベルクシーレに行っている間、アキナとオリアーヌにしばらくの間、本店を任まかせたいのよ」とエルゼリエが言います。

アキナ：ええ――っ～!?　と、ここは驚おどろくとこですね（笑）。
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ドラン：つ、ついに実家の家業を継つぐ日が来たナリ（笑）。

アキナ：あ、あたしは、商売のことなんて……。

ＧＭ：「ああ、心配しないで。商売に関してはオリアーヌがやるから」オリアーヌは。アキナぐらいの年で、エルゼリエの仕事を一部任されるほどのできる子です（笑）。

ギィ：五万人いる娘むすめたちの中で、側そばに置くんだから、相当有ゆう能のうだと思うぞ。

アキナ：そうですね。オリアーヌは有能！　……覚えました（笑）。……で、本店のお仕事というと店番をすればいいってこと？

ＧＭ：「そう。お金の出し入れに関することはオリアーヌが担当しなさい。物ぶつ騒そうな連中が来た場合は、アキナが対たい処しよしなさい」

ドラン：アキナは用よう心じん棒ぼう扱あつかいナリね（笑）。

ＧＭ：「オリアーヌが知力担当、アキナが筋きん力りよく担当ってこと」

アキナ：力仕事なら任まかせて！　大得意！




　アキナ、どこまでも前向きな娘である。




アキナ：そういえば、ベルクシーレって三巻であたしたちが行った街ですよね。

ＧＭ：そうですね。続けてエルゼリエは説明します。「竜輝石戦争の時、エルザがグラスウェルズでの出店の承しよう諾だくをアンソン伯はくから取り付けてくれたのよね。ありがたいんだけど、そのあとこっちに丸投げだったから、急に忙しくなっちゃったってわけ」（笑）
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アキナ：エルザ姉様ったら（笑）。

ドラン：あったなぁ。『ブレイク』でそんな話が（←アンソンのプレイヤー）。

ギィ：エルザも、アヴェルシアで、ウィルフレッドの面めん倒どうも見ているみたいだから、実家のほうまで手がまわらんよな。




　アキナの姉で優ゆう秀しゆうな魔ま術じゆつ士でもあるエルザ・ブルックスは、この時期、再さい興こうしたばかりのアヴェルシア王国で手しゆ腕わんを振ふるっていた。新王のウィルフレッドはまだまだ若年。エルザはかつての冒険を通じて、深い縁えんで結ばれていたこの少年王に対する助力を惜おしまなかったのである。
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ＧＭ：ともあれ、グラスウェルズのベルクシーレやイルシールにブルックス商会の支し店てんが建つ方向で物事は進行中。年かさの姉たちがそちらの支し店てん長ちように就しゆう任にんする見み込こみってとこです。

アキナ：でも、あたし、エンジェルファイヤーの仕事もあるんですけど。

ＧＭ：「そこは大だい丈じよう夫ぶ。ナヴァールさんには話をつけてあるわ。何しろ、ウチはフェリタニア最大のスポンサーだから。多少の無理は利くはずよ！（笑）」

アキナ：そうなんですか！　……じゃあ、ブルックス商会の用心棒、引き受けます！

ＧＭ：隣で、オリアーヌも「がんばります！」と返事をします。エルゼリエは満足そうに「任せたわよ。こういう時、男衆は頼たよりにならなくてねぇ」と言います。

ドラン：アルのことナリね（笑）。

ＧＭ：「あの子は、絶ぜつ望ぼう的てきに女の扱いが下手だからねぇ。あれじゃ、ブルックス商会は仕切れないよ」

ギィ：まあ、そこは否定のしようがないな（笑）。

アキナ：ところでお母様は、いつ出かけるの？

ＧＭ：「明日の朝には出ちゃうよ」

アキナ：帰ってくるのはいつ？

ＧＭ：「交渉次し第だいかねぇ。アンソン伯とはエルザがある程てい度ど話をつけてあるから、細かいところを煮に詰つめるだけなんだけどね。スムーズに行けば、一週間くらいで帰ってくるよ」

マルセル：ベルクシーレに行ってその日につ程ていなら、転送石を使うつもりだな。

ＧＭ：そういうことです。時は金なりですからね。さて、エルゼリエは態たい度どを改めて言います。「ここを任まかせるうえで、ふたりに教えることがあるわ」

アキナ：はいっ！

ＧＭ：「うちの地下にある倉庫……そこに、うちの財ざい産さんである、証文や貴き重ちようなアイテム類が置いてあるんだけど。いざという時のため、そこを開けられる呪じゆ文もんを教えておくよ」と。倉庫は魔法で施せ錠じようされていて、キーワードを唱えると開くそうです。

アキナ：ふむふむ。

ギィ：パスワードってヤツだな。

ＧＭ：「あの宝ほう物もつ庫こは、読者ＮＰＣのアヴェルシアのダンジョン職しよく人にん、ルルイエさんが作った、ちょっとした爆発にも耐たえられる、頑がん丈じような倉庫なのよ」




ルルイエ（38歳／女／ネヴァーフ　投稿者：愛知県　マヒまよさん）

　アヴェルシアの殺意ダンジョン作成職人の家の出身。親と折り合いが悪く家出したあとは行商などで生計を立てていた。ある日イザベラにその建けん築ちくの腕うでを見み込こまれて築ちく城じよう技ぎ師しとしてスカウトされる。
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ドラン：この人ティナのダンジョン作成の職人だったとしか思えん設定だな！（笑）

ギィ：そりゃ、建けん築ちく家かとしては腕うで利ききだよな（笑）。

ＧＭ：「その技ぎ術じゆつを見込まれてノルウィッチ城じようの改かい修しゆうにも関かかわっているそうよ？　さて、キーワードを教えるから、よく覚えておきなさい」

アキナ：あの禁きん断だんの倉庫を開ける呪文を聞くなんて、ドキドキしちゃうなぁ。

ギィ：禁断の倉庫！　ま、ブルックス家ならそんなのがあってもいいな（笑）。

ドラン：（不気味な声で）その倉庫によこしまな気持ちで忍しのび込こんだ者は、怖おそろしい呪のろいを受けるとか……。




　他ひ人との家の倉庫におどろおどろしい設定をつけないでいただきたい。




ＧＭ：冗じよう談だんはさておき（笑）。エルゼリエはとても長いキーワードを教えます。「ズモルツァンド、グランディオーソ、ジョコーソ、マルカート、ラメンタービレ、アダジェット、プレスティッシモ、アッチェレランド、トランクィッロ、アンダンテ……」

アキナ：そ、そんなの憶えられないですよっ!?
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ＧＭ：プレイヤーが憶えなくてもいいんです。判定に成功すればＯＫってことで。

ギィ：じゃあ、なんでわざわざそんな長ったらしいキーワードを唱えたんだよ？

ＧＭ：そこはこだわりというものです（笑）。では、覚えられたかどうか、難なん易い度ど10の【知力】判定をしましょう。

アキナ：【知力】は２……（ダイスを振ふる）出目は７。９で失敗しちゃいました！

ＧＭ：一方。オリアーヌはスラスラと暗記してみせます。「お母様、物事をしっかり記憶するのは、商人の基本です」

アキナ：………。オリアーヌが覚えたから、大丈夫よね！

ドラン：他人任せにしたナリ！（笑）

ＧＭ：「アキナ、あんたも覚えるのっ！」と、エルゼリエから数時間かけてアキナはみっちりと教おしえ込こまされました。

アキナ：ううう～（笑）。

ＧＭ：「それから、いざという時のために、これをあなたに渡しておくわ」と、アキナに一体の人形を渡します。

アキナ：人形？

ＧＭ：伝心の人形と言いまして、携けい帯たい電話みたいなものと思ってください。困こまった時にこの人形に話しかけると、ベルクシーレにいるエルゼリエと会話できます。

ギィ：条件によって繫つながったり繫がらなかったりするのが難点だがな（笑）。

アキナ：分かりました。お母様、任せて！　気をつけて行ってきてね！

ＧＭ：「旅なんて慣なれたものだけどね。でもありがとうね。気をつけるから」とエルゼリエが返事をします。このあと、なんだかんだと、細かい引ひき継つぎなどをします。

アキナ：なるほど。

ＧＭ：そんなやりとりの後、エルゼリエが乗のり込こんだ馬車ががらがら――っと出発していくわけです。

アキナ：いってらっしゃーいっ！

マルセル：馬車でベルクシーレまで直ちよく接せつ行くのか？

ＧＭ：いえ、途中で転送石を使います。神しん殿でんに立たち寄よって、予約していたものを購こう入にゆうしてからグラスウェルズにバビューンと行きます。

ギィ：そのほうがてっとり早くて、エルゼリエらしいな（笑）。

ＧＭ：では、このシーンを終了します。







◆Opening 02◆鋼はがねのボディに不変の心




　ノルウィッチ城じよう内ないのナヴァールの執しつ務む室しつに入っていくドラン。

　フェリタニア合衆国軍師が黒くろ猫ねこをなでながら、革かわ張ばりの椅い子すにゆったりと腰こし掛かけていた。




ＧＭ：では、次はドランのシーンです。ナヴァールの執務室に呼び出されます。

ギィ：ＧＭ、ここはだな……。

ＧＭ：はっはっは。わかっております。「ようこそ、ドラン・ベレレン」と、革張りの椅子に座すわったナヴァールは膝ひざ元もとで黒猫をなでながら、入室してきたドランに挨あい拶さつをします。
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ドラン：なんか……芝しば居いがかった登場ナリ（笑）。

アキナ：映えい画がに出てくる悪役っぽい感じですね。

ＧＭ：「はっはっは。そうだろう？　ちょっと黒くろ幕まくっぽい演出にこだわってみたのだ。策さく略りやくを巡めぐらす軍師には、そういうイメージもあるではないか」

一同：自分で言うなっ!?（一同爆ばく笑しよう）




『００７』シリーズをご存じの方は犯罪組織スペクターの首領をイメージして欲しい。




ギィ：フ、『無印』第七巻でナヴァールが猫を拾ったのでな。せっかくなので『デスマーチ』で演出に利用したくて、かわたなに頼たのんだのだ。なお、正しくは、スクリーンにはナヴァールの顔は映うつらず、猫を抱だく手と膝元だけが映うつし出だされるのだ。

マルセル：映画じゃないんですから！（笑）

アキナ：相変わらずのこだわりですね（笑）。

ドラン：というかどうしてワザワザ黒くろ幕まくっぽく演出するナリ!?（笑）

ＧＭ：ま、『デスマーチ』のナヴァールはユニークな登場をする伝でん統とうになってますから（笑）。「さて。本題に入ろう。ドラン。君にノルウィッチの警備隊長を任せたい」

ドラン：わ……ワタシが隊長!?　謹つつしんでお受けするナリ！

ＧＭ：話早っ!?（笑）「では早さつ速そく、君の部下を紹介しよう」……と、どやどやとエクスマキナの一いち団だんが現あらわれます。「隊長、お久ひさしぶりであります！」

ドラン：エクスマキナの集しゆう団だん？　ワタシはこの人たちに見覚えあったっけ？

ＧＭ：ないですよ（即そく答とう）。

ドラン：…………。

一同：…………。

ドラン：だ……誰だれ？（一同爆笑）

ギィ：おい！　昔の部下じゃないのかよ!?（笑）

ドラン：というか、この人たちハンドアウトのとおり、ホントにワタシの元部下ナリ？

マルセル：確かに、元アヴェルシアの騎士だろ？　全員エクスマキナというのは不自然だ。

ＧＭ：それには事じ情じようがありまして。（イラストを見せながら）「我われ々われは、フェリタニア鋼こう鉄てつ騎士団であります！」

ドラン：ほう投稿キャラか……って、だから誰なんだ!?


マルセル：そもそもドランの仲間は、アヴェルシアの服ふく属ぞくの際さいに全ぜん滅めつしたんじゃないのか!?

ＧＭ：マルセルの言うとおりです。ですが……「あの時力ちから尽つきた我われ々われは……隊長同様、バルムンクによってエクスマキナに改かい造ぞうされ生きながらえていたのであります！」

一同：なんだってぇ――っ!?（笑）




フェリタニア鋼鉄騎士団

（様々／様々／エクスマキナ　投稿者：神奈川県　竜一＝セプターさん）

　アヴェルシアの服属の際に倒たおれた、ドランのかつての部下や仲間たち。バルムンクに改造されたため、全員エクスマキナである。様々な形けい状じようの者がいる。バルムンクのくびきからとかれた彼らは、懐なつかしきドランのもとへはせ参じてきた。中にはボディをミスリル、リンメルなどの魔ま導どう金きん属ぞくでコーティングされたカスタムボディの者もいる。
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ドラン：そ、そうだったのか!?（笑）　おおぅ～。みんな苦労したナリね……。

ギィ：（鋼鉄騎士団員になって）「た、隊長ぉ～っ!!」とドランのもとにみんな駆かけよるぞ。

ドラン：お、お前たちぃ～っ！（ぐわしっと一同を抱だき寄よせるポーズ）




　男の再会であった――。たとえその身体からだから体温は失うせていたとしても。

　かつて同じ誓ちかいを胸むねに戦った者同士、わかり合うにはさほどの時間を要しなかった。




マルセル：……やれやれ（笑）。

ドラン：はっ……感動の再会に気を取られていて、任務を聞いていなかった。落ち着いたところでナヴァールに任務を問いただすナリ。

ＧＭ：ナヴァールは猫をなでながら言います。「ラブ・アントニオというノルウィッチで評ひよう判ばんの吟遊詩人がいる。そのコンサート会場の警備が、君たちの任務だ」

マルセル：露ろ骨こつに怪あやしい名前だな、おい（笑）。
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ドラン：確かに、ラブ・アントニオだしなぁ～（笑）。しかし、名前で決めつけるのもどうだろう？（笑）　今のところは任務に正面から取り組むナリ。

ＧＭ：ナヴァールは説明を続けます。「ラブ・アントニオの人気は極きわめて高く、コンサート会場は満員御おん礼れいだ。簡かん単たんな任務ではないぞ？　私はこの任務を近い将しよう来らい行なわれる、この都市でのピアニィ陛へい下かの演えん説ぜつの際の警備の予行演えん習しゆうとして考えている」

アキナ：ピアニィさんの演説の警備の準じゆん備びを今から……。ずいぶん慎重な感じです。やっぱり、まだまだ平和になっていないのかぁ……。

ＧＭ：そうですね。ナヴァールはそのあたりもドランたちに語ります。「まだまだバルムンク・ノヴァは大陸の闇やみに潜ひそみ、よからぬことを企たくらんでいる。さらには、捕らえたはずの大陸最強の武ぶ人じん、ベルフトも野に放たれた」
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アキナ：あ、ベルフトさんってピアニィさんのお兄さんでしたよね。

ギィ：うむ。そして、ものすごく強い。

マルセル：それが、何者かの手引きにより、逃亡したのだ。

ドラン：誰ナリか!?　そんなことをしたのは!?


アキナ：……え？　誰なんですか？（←経けい緯いを知らない）

一同：…………。

ギィ：あんただろーがっ!?（一同爆笑）




　〝ベルフトの逃とう亡ぼう〟は、藤井忍ふじい・しのぶ著の『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』でくわしく描えがかれている。菊池たけしはベテランシーフ、ギデオンのプレイヤーを担当している。彼が所属するギルド〝ゲッタウェイ〟がこの逃亡劇に深く関かかわっているのだ。くわしく知りたい方は次ページのコラム、および『ゲッタウェイ』第一巻をお読みいただきたい。
















ドラン：そりゃプレイヤーは同じだが、ドランとはなんの関係もないぞ！

アキナ：なるほど（笑）。

ドラン：とにかく！　隊長として部下たちに言おう。ティナ様の愛まな娘むすめ、ピアニィ陛下のために戦えること、それは我らアヴェルシア出身の騎士の本ほん懐かいナリ！

マルセル：おお、うまく部下のモチベーションを上げるようなことを言うものだ。

ＧＭ：「隊長、やってやりましょう！」と部下たちは盛もり上あがります。いきなり部下の人心掌しよう握あくに成功したドランさん。ラブ・アントニオの警備につくことになりました。なお、フェリタニア鋼鉄騎士団はエキストラ扱いです。買い物などの雑ざつ用ようは自由に頼んでかまいません。

ドラン：了解ナリ。

ＧＭ：では、シーンを終了します。







◆Opening 03◆ナイスガイブラザーズをシメてやれ




　合衆国首都となったノルウィッチは、かつてない繁はん栄えいの時を迎むかえようとしていた。

　ひと山当てようと流れてくる連中も多く、夜の街はいつになくギラついていた。

　そんな空気に当てられたギィは、手て頃ごろな賭と場ばに入っていったのだが……。




ＧＭ：では、次はギィのオープニングとなります。マムと会うシーンですが、何か希望の演出とかありますか？

ギィ：ない（きっぱり）。むしろ、出会いたくない！（一同笑）

ドラン：またワガママを！（笑）

ギィ：不良息子は母ちゃんには会いたくないの、わかるだろ？（笑）　……それにしても、ノルウィッチも発はつ展てんしたもんだ。合衆国の首都だけに、今や大陸最大の都だろうしな。

ＧＭ：それはそうでしょうが、それが何か？

ギィ：つまり、ノルウィッチを制せいした者が、このアルディオンの暗黒街を制するってことだろ？　ノルウィッチに元からいた犯罪結社があるだろうが、グラスウェルズやレイウォールの犯罪結社も進出してきているはず。もちろん、王蛇会もそのひとつ。

ＧＭ：そうなりますね。

ギィ：そうなると、熾し烈れつな勢力争いが水面下で起こっているんだろうな、という話さ。ま、そんなことを思いつつ、オレは行きつけの酒場でギャンブルでもやってるさ（笑）。

ＧＭ：わかりました。ギィはテーブルについてブラックジャックみたいなカードゲームなんかに興きようじているということで。

ギィ：よっしゃ！　またオレの勝ちだな！

ＧＭ：そんな感じでしばらくギィの勝ちが続いたところで、ディーラーが交代になります。

ギィ：おっ、いいぜ。今日のオレはツキまくってるからな。

ＧＭ：やって来たのは、フィルボルの女ディーラー。

ギィ：……げ。




　現われたのはディーラーのスーツを着き込こんだオーレリー・カルマン。

　テーブルを挟はさんでギィの前に立ち、堂に入ったカード捌さばきを見せつける。




ＧＭ：「あたしが、相手になるよ？」と彼女は手て際ぎわよくカードを配ります。

ギィ：ここでマムかよ！　……てか、この店は王蛇会の縄なわ張ばりじゃないはず。前のオーナーはどうしたんだ？　って、ゲームもやや上の空って感じで、マムに聞く。

ＧＭ：「前のオーナーなら、今いま頃ごろ湖の底でゆっくり寝ねてるんじゃないかね？」

ドラン：こわっ!?


ＧＭ：ゲームは進み、お互たがいの手札をオープン。「おや。アタシの負けのようだねぇ？」

ギィ：あれ？　勝たせてくれるの？

ドラン：これ、絶ぜつ対たいにあとで何かさせられるフラグナリよ！（笑）

ギィ：んじゃ、さっさと勝ち分を換かん金きんしよう。んで、半分は懐ふところに入れて、もう半分はマムに渡わたすのさ。こいつで、みんなに酒を振ふる舞まってやってくれ。

ＧＭ：「アンタも道理が分かってるじゃないか」とマムは笑います。

ギィ：教えたのはアンタだろ。

ＧＭ：「だったかね……。さて、あたしがアンタの前に出てきたのには理由がある」

ギィ：はいはい、どこにでも行くし、何でもするぜ、マム。

ドラン：あっさり請うけ負おったナリ!?

ギィ：この状じよう態たいじゃ断ことわれねぇ。下手な返事すれば、オレの命がなくなるっつーの！（笑）

マルセル：人にん情じようなんかより義ぎ理りが重たい世界だからな。

ＧＭ：「アンタへの貸かしはまだ残ってるからねぇ」

ギィ：前回バーゼルの一件で、ひとつは返したが……。まだ、ふたつ残ってる……ってか。




　これまで、エンジェルファイヤーの任務をこなすうえで、マムに借りをいくつか作っていたギィであった。




ＧＭ：「そのとおり。ちゃんと覚えてるじゃないか」

ギィ：まぁな。それで、オレに何をしろって？

ＧＭ：「ナイスガイブラザーズって盗賊団がいる。フザけた名前のわりには、荒あら稼かせぎをしてる連中だ」

ギィ：それで？　俺は今シリアスモードだから、変な名前でも笑わない。

ＧＭ：「こいつらを潰つぶしてくれ」

ギィ：何な故ぜ？　どこかのヒモつきか？

ＧＭ：「調べた限かぎりじゃ、ヒモはついてないねぇ。だが、あたしに挨拶もなしにベルクシーレを荒あらしていった。自分が何をしていったのか、教えてやらないとねぇ？」

ギィ：制せい裁さいか。……で、ナイスガイブラザーズとやらは、具体的にどんなヤツらなんだ？

ＧＭ：盗賊団であること以外の詳細は不明。ただ、現在この街に潜もぐり込こんだらしい、と教えてもらえます。

ギィ：それで、そいつらを捕つかまえればいいのか？　殺して欲しいのか？

ＧＭ：「やり方は任せる。ただ、あたしの庭で二度とフザけた真ま似ねができなくなるようにしてくれればいい」

ギィ：つまり、オレがそいつらをシメればいいんだな？　そんなことなら、お安いご用さ。

ＧＭ：「こう見えて、あたしも忙しくなってきてねぇ。大事な息むす子このあんたの顔も拝おがんだことだし、明日の朝にも行かなきゃならないとこもあるくらいだ」

ギィ：そこは聞き流しておこう。ノルウィッチには、本格的に進出するのか？

マルセル：ふむ。そこは気になるな。

ＧＭ：「今後の成り行き次し第だいだねぇ」とニヤリと笑います。

ギィ：マム、ノルウィッチはまだまだ危き険けんだぜ？　あまり長なが居いはしない方がいい。

ＧＭ：「おやおや、ひとり立ちしてから、ずいぶんと情が深くなったんじゃないかい？」

ギィ：そんなんじゃねぇよ！　……と口先では言うが、実は照れているオレ（笑）。

アキナ：ギィさん。素す直なおになったほうがいいですよ？（笑）

ギィ：いや、マジでそういうのと違ちがうから！（笑）

ＧＭ：「はいはい。じゃあ、頼んだよ？」　では、マムの依い頼らいを受けたところで、このシーンを終了します。







◆Opening 04◆マルセルの朝




　マルセルは朝が弱い。起き床しようしてしばらくは、頭の中に霞かすみがかかったような状態が続く。

　そんなマルセルを下宿先の娘であるラピスがかいがいしく世話を焼く。

　それは、さながら新しん婚こんの若わか夫ふう婦ふの食事風景のような情じよう景けいであった。




ＧＭ：では、次はマルセルのシーン。場所はマルセルの下宿先の食堂。そこでマルセルは大家の娘さんのラピスにモテモテという状況です。
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マルセル：モ、モテモテ!?


アキナ：モテモテ、マルセル～♪　ひゅーひゅー♪（一同笑）

マルセル：そう茶化さないで欲しい（笑）。……そういえばラピスはノベルで登場した娘さんだったな。年とし頃ごろで、マルセルを意い識しきしているという設定の。ならば仕方ない……。




　くわしくはマルセルが主役をつとめる『アリアンロッド・サガ・ノベル・デスマーチ①　私は断じて裏目らない！』（著：市川丈夫）をご覧らんいただきたい。
















ＧＭ：そんな、嬉うれし恥はずかしの朝食風景に密偵が現あらわれ、バルムンクの情報が届とどくのです。

マルセル：しかし、何故その報告が私のところに？

ＧＭ：あなた方に因いん縁ねんの深いグリンダに関する調査をナヴァールから指し示じされていまして。彼の率ひきいる〝竜りゆうの爪つめ〟という密偵部隊を借りてそれに当たっていたという設定です。

マルセル：なるほど。まぁ、妥だ当とうな話だ。バルムンク・ノヴァに関する情報収しゆう集しゆうを軽けい視しするわけにいかんからな。

ドラン：体ていよくナヴァールに使われているとも言えるナリ（笑）。

マルセル：（やれやれと）これも仕事だ。ふむ。……とりあえず、今は新聞でも読もう。

ＧＭ：すると、あなたの隣に座ったラピスが「はい、マルセルさん、あ～ん♪　トマトも食べないと駄だ目めですよ～？」と世話を焼いてくれます（一同爆笑）。

ドラン：もはや世話を焼いているというレベルじゃないナリ！（笑）

アキナ：ラピスちゃんはラブラブ空間に持もち込こもうと必死なんですね！　でもきっと、新聞読むのに夢む中ちゆうで、マルセルさんは気づかずに食べさせてもらっちゃってたりして（笑）。

マルセル：ふむ。自慢ではないが、私はこう見えてかなり鈍どん感かんなのだ。

ギィ：自分で言うか!?（笑）

アキナ：面おも白しろ――いっ！（笑）

マルセル：頭がはっきりしていないことと、新聞に集中していることもあって、進められるままに、食事を食べさせてもらっている。当然ラピスの気持ちには気づいていない（笑）。

ドラン：そのあたりがステラとうまくいかない理由ナリよ？
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マルセル：ほうっておいてくれ！（笑）

ＧＭ：まあ、マルセルの楽しい定番イベントができたので、よかったじゃないですか！（笑）

マルセル：確かに（笑）。市川先生、ありがとうございます。

ギィ：ちぇっ、いいなぁ。次の巻では、オレもそういう楽しいシーンが欲しいぜ（笑）。

ＧＭ：とまぁ、楽しく朝食の時間を過すごしていると……マルセルの背はい後ごに人の気配が。

マルセル：おや？

ＧＭ：「常じよう在ざい戦場という言葉を知らぬか？　食事中といえど、気を抜ぬくのはいかがなものでござろうか」読者投稿キャラ、アジサイから声がかかります。




アジサイ（18歳／女／ヒューリン　投稿者：埼玉県　木場椰子さん）

　ナヴァール配下の密偵集団〝竜の爪〟の一員。優秀なニンジャで、変へん装そうを得意とする。また、毒物に対する知識も豊ほう富ふで耐たい性せいも有している。ひとたび戦いとなれば、毒の活用もいとわない凄すごみを持つ。
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マルセル：ふむ、彼女がナヴァール配下の密偵〝竜の爪〟の一員というわけか。

ＧＭ：「かわいい女子に鼻の下を伸のばすのもいいが、任務も忘わすれるな。以前言っていた調査の結果でござる」と書しよ簡かんを渡わたされます。

マルセル：は……鼻の下など伸のばしていない！　こ、これはだな、鼻の下を伸ばしているわけではなく！　そう……擬ぎ態たいだ。特とく殊しゆ部隊に所属している人間と思われないように、まるで一いつ般ぱん人じんのように振る舞っているのだ。
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アキナ：照れてる～！（笑）

マルセル：まあ、いい。書簡を受け取ろう。

ＧＭ：その様子を見たラピスが「マルセルさん！　こんな時まで仕事仕事って！　ちゃんと休息も取らなきゃ駄目です！　最近、ぼーっとしてばかりだし！」と怒おこり出します。

マルセル：そ、それは……。ナヴァールが山のように仕事を寄よ越こすから、睡すい眠みん不足で……。

ＧＭ：「たまには息いき抜ぬきをしましょうよ！」とラピスは凝った装飾の施された紙し片へんをマルセルに押おしつけます。

マルセル：何だこれは？

ＧＭ：ラブ・アントニオのコンサートチケットです。

一同：デートかよっ!?（一同爆笑）

アキナ：本当に積極的ですね～！

ＧＭ：「たまには、大人気の吟遊詩人さんの歌を聴きいて、リフレッシュしなきゃ！」

マルセル：「……いったい何を怒おこっているんだ？」と私は言ってしまうんだろうな（笑）。

ＧＭ：「マルセルさんがご自身の身体からだを大切になさらないことです！　だから、私は心配して！」半ギレ状態で、つかみかからんばかりのラピスです。

マルセル：ま、まあ落ち着きたまえ！（笑）

ドラン：ほうほう、面おも白しろげな展開ナリ。で、アジサイの反はん応のうは？

ＧＭ：拙せつ者しやは密偵ゆえ、色いろ恋こい沙ざ汰たには関かかわらぬでござるよ（笑）。と一歩引いて見物してます。

ドラン：なんだ、淡たん泊ぱくナリね。

ＧＭ：「とにかく！　一いつ緒しよに行きましょうね！」と無理矢理予約を入れられてしまいました。

マルセル：まぁ、仕方あるまい。そのコンサートには一緒に行くことを約束して、部屋に戻もどろう。書簡が読みたい。

ＧＭ：了解です。




　と、自らの私し室しつに戻ったマルセルは書簡を拡ひろげ、その内容を吟ぎん味みする。




マルセル：……で、書簡には何が書いてあるんだ？

ＧＭ：今までエンジェルファイヤーと戦ってきた、バルムンク・ノヴァの〝仮面マスク〟のグリンダが、ノルウィッチで活動しているらしいという目もく撃げき情報です。

ドラン：やっかいなヤツがやってきたナリね！

マルセル：ハンドアウトのとおりではあるが。変身能力のおかげで探さがし出だすのは困こん難なんだな。
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ギィ：むしろアジサイが有能ってことか？

ＧＭ：ですね。どうやらバルムンク・ノヴァの下したっ端ぱから情報を引き出したようです。アジサイは調査は続行するが、当面は追加の情報が得られるかどうかはわからないとのことです。

マルセル：了解した。こちらも、グリンダやバルムンク・ノヴァに関する警戒を強めよう。ラピスと約束してしまったからコンサートに行ったうえでな。

アキナ：マルセルさん、優やさしい！（笑）

ＧＭ：では、オープニングフェイズを終了します。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆少女の悩なやみ




　ブルックス商会本店での仕事を終えた、アキナとオリアーヌ。

　一日中しっかりと働いたあとの遅おそい夕食を楽しむ。

　久ひさしぶりの姉し妹まい同士の会話がはずむ中、オリアーヌは真しん剣けんな顔である告白を始めた……。




ＧＭ：では、ミドルフェイズに入ります。まずは、アキナのシーンから。

アキナ：はい。

ＧＭ：場所はブルックス商会本店。一日がんばって働いて、「ふぅ、疲つかれたぁ」と、遅い晩ばんご飯はんをオリアーヌととっているシーンです。

アキナ：がんばって働いたぞぉ～！（笑）

ドラン：店頭に出たり、在ざい庫こ管理したり、帳ちよう簿ぼをつけたりナリね（笑）。

アキナ：やっぱりお店は忙しいんだなって実感しました！（笑）

ＧＭ：そして今、あなたとオリアーヌの目の前にはパンにスープ、よい香かおりのするお茶などがならんでいます。

アキナ：お茶がおいしい～♪

ＧＭ：オリアーヌは「今日は疲れたね。お母様は、いつもはこんなに働いていたんだね。知ってはいたけど、手伝いだけの時と自分でやってみるのとでは大おお違ちがい」と言います。

アキナ：うんうん。あたしも手が空いている時は、手伝いに来ようかなぁ、なんて思ったり。

ＧＭ：では、ひと心ごこ地ちついたところで、オリアーヌが切り出します。「わたし、アキナちゃんに聞いて欲ほしいことがあるの」

アキナ：え？　何？　と、戸と惑まどった表ひよう情じようをしつつ。来ましたね、悩みを打ち明けられるシーンが！（←なぜか楽しそう）

ＧＭ：ええ、存ぞん分ぶんに相談しますよ？（←笑え顔がお）「あたし、好きな人がいるの……」

ドラン：恋こいのお悩み相談キター！

アキナ：やっぱり恋の悩みなんですね。……ん？

ＧＭ：………（にやにやしている）。

アキナ：はっ!?　これは……。（真剣な表情になって）オリアーヌ。それって……も、もしかして、あたしの知っている人だったりする？

ＧＭ：おお、やはり恋バナへの食いつきはいいですね！（笑）　「アキナちゃんはカンがいいなぁ！　そう。アル兄様なの」

アキナ：内心で、ガーンっ！ となります！　そうかぁ。ＧＭが思わせぶりだったのはそういうことだったんですね！（一同爆ばく笑しよう）
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ドラン：で、力になってあげるナリか？（笑）

アキナ：………。う、うーん。……ほかならぬアル兄様のことだし……。まずは詳くわしい内ない容ようを聞いてから！（笑）

ドラン：ですよねぇ～！（笑）

ＧＭ：では、そういうことで。「実は、この間、勇気を出して告白したの」

アキナ：な、何ですと～!?（オロオロしだす）　ここはアキナ的にはびっくりしますよ!?　ええ、もう！（笑）

ＧＭ：「でも、駄だ目めだったの。全然相手にされてない……というか、話が嚙かみ合あわなかった。告白として受け止めてもらえなくて。恋れん愛あい対象にしてもらえないんだな～って思ったの」

アキナ：オリアーヌ……。

ギィ：アルらしいな、それ（笑）。

ドラン：アルはそうでなくちゃ（笑）。で、エルザやエルゼリエから説教される――という流れが目に浮うかぶナリ（笑）。




　フェリタニア第一の騎き士しも、恋愛は苦手分野なのである。




ＧＭ：「今は、辛つらいけど……そのうちふっきれると思う。ごめんね、誰だれかに話しておきたくて！」オリアーヌは真ま面じ目めで利発な少女ですが、情じよう熱ねつ的てきな部分も持ち合わせてもいます。

ドラン：んで、思おもい込こんだら一直線。意を決してアルに告白したわけナリね。

アキナ：あたしと似にている？

ＧＭ：そうかもしれません。血の繫つながりこそありませんが、同じ家で育ったわけですし。

アキナ：うーん……（急にぎこちない話し方になり）そ……そうなん……だ……。アル兄様……は、あたしたちを、恋愛対象として、見て、くれない、んだ……。

ドラン：アキナが、ショックが大きすぎて喋しやべり方かたがおかしくなっているナリ。

ＧＭ：「……アキナちゃんは、好きな人、いる？」

アキナ：ええっ!?　そ、それは……。

ギィ：……今、アキナの心に浮うかんだのは、誰だれなんだろうな？（一同笑）

アキナ：……うーん……分からない、なぁ。と言葉を濁にごします。この状じよう況きようでオリアーヌに語れないよ～っ！

ＧＭ：「そうよね。恋愛って難むずかしいわよね」とオリアーヌはしみじみと言います。アキナが話を聞いてくれたことで、だいぶ気が軽くなったような顔をしています。

アキナ：あ……あたしは、仕事ばっかりで……そういうのはちょっと～！　と誤ご魔ま化かす！

ＧＭ：「アキナちゃんはいつも忙いそがしそうだもんね。しょっちゅう出かけてるし」

アキナ：そうそう！　と口では言いつつも、内心は複ふく雑ざつだぁ……。

ＧＭ：……。

アキナ：……。

ＧＭ：どうしました？

アキナ：プレイヤーとしては、オリアーヌがアル兄様にどんな告白をしたのか、根ね掘ほり葉は掘ほり聞きたい！　でも、アキナというキャラクターはそんなこと聞かない気がする！（笑）

ギィ：プレイヤーとしての欲よつ求きゆうを抑おさえ込こんだ!?（笑）

ＧＭ：わ、分かりました（笑）。それではここで、「話を聞いてもらったお礼ってわけじゃないんだけど」とオリアーヌはチケットを二枚まい差し出します。

アキナ：？

ＧＭ：「ふたりで、今流は行やりの吟遊詩人のコンサートに行ってみようよ」と誘さそってきます。




　オリアーヌが差し出した派手な装そう飾しよくが施ほどこされたそのチケットには「ラブ・アントニオ、情じよう熱ねつのリサイタル」という文字が記されていた。




マルセル：そっちもか!?（笑）

ドラン：……この吟遊詩人、すごーくうさんくさい予感がするナリ（笑）。

アキナ：ですね。でも、マルセルさんやドランさんのほうで何が起きているか知らないんで。アキナはチケットを見ながら、楽しみだね～って言います。

ＧＭ：「うん、楽しみ♪」

アキナ：ラブ、かぁ……。このコンサートに行けば、あたしにも愛が分かるかなぁ？

ドラン：ああ、アキナが遠い目を（笑）。

ＧＭ：では、アキナが自分の境きよう遇ぐうと重ね、思いを馳はせたところでシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆情熱のリサイタル




　ノルウィッチの公こう演えんに設せつ置ちされた特別コンサート会場は、多くの観客でごった返していた。

　会場は豪ごう華かな装そう飾しよくが施ほどこされ、コンサートの主の人気のほどをうかがわせる。

　そんな中、警けい備びを拝はい命めいしたドランは陣じん頭とう指し揮きを執とり、精せい力りよく的てきな仕事ぶりをみせていた。




ＧＭ：では、次はドランのシーン。ラブ・アントニオのコンサート会場になります。警備を担たん当とうするドランとフェリタニア鋼こう鉄てつ騎き士し団だん、ラピスに連れられたマルセル、オリアーヌに同行をもちかけられたアキナの三名が登場となります。

ドラン：張はり切きって警備の指揮を執るナリ（きりっ）。
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ＧＭ：そんなドランさんに、アントニオのマネージャーをつとめる女性が事務的な要望をあれこれつけたりします。

ドラン：ふむふむ。で、コンサート会場はどんな様子？

ＧＭ：この会場はノルウィッチにある大きな公園の一角にありまして――。




　会場前面にはステージがあり、豪華な装飾が施された段だん幕まくには「ラブ・アントニオ　情熱のリサイタル」との文字が並ならぶ。華はなやかな照明が輝かがやき、大おお勢ぜいのバックバンドが自分たちの出番を待つ……。

　ドランやフェリタニア鋼鉄騎士団はそんなステージの周囲を警けい戒かいしていた。




アキナ：豪華ですねぇ。

ギィ：きっと、バックには錬れん金きん術じゆつで作られた巨きよ大だいスクリーンが置いてあって、後ろの方にいるお客にもよく見えるようになっているんだな。

ＧＭ：では、そういうことで（笑）。さて。そんな会場にやってきたマルセルとラピス、アキナとオリアーヌは、客席でばったりと出くわします。ちなみに、位置は客席の中央あたり。

アキナ：あ、マルセルさ～ん！

ＧＭ：マルセルの横には、ひしっとくっついている女の子が。ラピスは「この方は？」と不ふ審しんげな顔でマルセルに尋たずねてきます。

マルセル：仕事の同どう僚りようだ。

アキナ：はじめまして、アキナ・ブルックスです！

ＧＭ：すると、ラピスの表情はややこわばりますね（笑）。「ラピスと申します。マルセル様とは、ひとつ屋根の下に住んでいます！　毎朝食事のお世話もしています！」（一同笑）

ドラン：ラピス、アキナをマルセルを巡めぐるライバルと見なしてけん制せいしてるナリ！（笑）

アキナ：そうなんですか～♪（けろり）

ギィ：さすがアキナ。まったく気にしてねぇぜ！（笑）

マルセル：なんなんだいったい……（笑）。

ＧＭ：一方、オリアーヌは「もしかして、この方がいつもアキナちゃんが話をしている、マルセルさん？」と尋たずねます。

アキナ：そうだよ～。あたしたちの軍ぐん師しさんです！

ＧＭ：「そうですか。ブルックス商会のオリアーヌと申します。よろしくお願いしますね」

アキナ：あたしの姉妹で、今一いつ緒しよにお店の手伝いをしてるの。

マルセル：ほう。

アキナ：まさかこの会場で会うなんて。マルセルさんも愛を知りたいんですね！（一同笑）

ＧＭ：「そうなんです！　是ぜ非ひ愛についてふたりで学びたいってことで」と答えるラピス。

マルセル：……は？　愛？　と、このコンサートの趣しゆ旨しが分かってない顔をする（笑）。

ギィ：こりゃあ駄目だ（笑）。

ドラン：おや、奇き遇ぐうナリね！　と、ワタシはそこに胸むねを張はって登場する。

アキナ：ドランさん！　ここでお仕事してるんですか？

ドラン：そう。何と、警備隊長に就しゆう任にんしたナリ！

アキナ：すごいですね、ドランさん！

ドラン：ははははは♪

ＧＭ：では、そんな会話があったあと、コンサートがにぎやかに開かい演えんします。

マルセル：ふむ。

ＧＭ：魔導スポットライトに照らされて登場するラブ・アントニオ。エルダナーンのイケメンの吟遊詩人で、ハート形の魔導エレキギターを持っています。魔導スピーカーから魔導音楽が響き始め、会場の熱気が上昇していくのです。

ギィ：なんでも魔導って言えば許されるってもんじゃないぞ！（笑）

アキナ：女の子がキャーキャーと黄色い歓かん声せいを上げたりするのかな？

ＧＭ：そうですね。と、演えん奏そうの冒ぼう頭とうでちょっとした演えん出しゆつが始まります――。




「わたしの愛を抱だきしめてください！」

　との声とともに、ラブ・アントニオは拳大のハート形の塊かたまりを客席へ次々と投なげ込こんでいく。そのハート形の塊には小さなスイッチが付いていた。アントニオはそのスイッチを押おしては投げ、押しては投げを繰くり返かえす。するとその塊からは輝かがやく数字が浮うかびあがり、「10、９、８……」とカウントダウンがされていくのだった。




ドラン：ちょ!?（笑）　爆ばく弾だん？（笑）

ＧＭ：演出には続きがありまして――。




　アントニオからの贈おくり物もの（？）をキャッチしようと、争って手を伸のばす観客たち。やがてカウントが０になったハートの塊から光があふれ出す。

　溢れた光はこれまたハート形。周囲のファンたちを明るく照らし出す。そんな幻げん想そう的てきな光景がそこここに現げん出しゆつし、会場はさらなる熱気に包まれていくのであった。




ドラン：おお、派は手でナリ。

ＧＭ：受け取った人とその周囲の二、三人は、「アントニオ様～♪」と、目をハート形にして、熱い歓声を上げます。
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ギィ：なるほどなぁ。そりゃあ、ウケるわけだ。

マルセル：にしてもどんだけハート形が好きなんだ（笑）。

ＧＭ：ラブ・アントニオと名乗るような男ですよ？（笑）で、これは魔ま法ほうアイテムのようですね。それを演出として利用しているのでしょう。

ドラン：ずいぶんと金をかけているナリね？

マルセル：チケット代だけじゃ赤字なんじゃないのか？

アキナ：まずは名前を広めるところから始めたいのかも？

マルセル：ずいぶんと冷静に観察してるじゃないか（笑）。

アキナ：あはは。一応あたしも、商人の娘むすめだし（笑）。

ＧＭ：で、実じつ際さいに歌が始まると、クオリティは中の上くらいで実力はそれほどでもない感じです。

ドラン：では、肝かん心じんの歌がこの程てい度ど？　やれやれ……。なんでこれが人気あるナリか。

ギィ：まぁ、歌の上う手まさと人気が必ずしも比ひ例れいするとは限かぎらないからな。そういうことはよくあるさ（笑）。

ＧＭ：とはいえ、ステージの演出なども考え合わせると、とても華やかなショーなのは間ま違ちがいありません。オリアーヌもラピスも、周りの観客と同様に盛もり上あがってます。

アキナ：オリアーヌちゃん、これで少しは元気出るかな？

ＧＭ：オリアーヌは「ステキな音楽ですね」と身を乗り出さんばかりという状じよう態たいです。その視し線せんの先には「私わたしの愛で、アルディオンを包むのさ♪」と熱唱するアントニオの姿すがた。

アキナ：す……ステキ？　……ま、オリアーヌが元気になればＯＫかな（笑）。

ＧＭ：一方ラピスは「来て良かったですよね？」とマルセルに話しかけます。

マルセル：ああ……。と生返事をする。私はグリンダのことで頭がいっぱいでな（笑）。

ＧＭ：「も～！　コンサートに来たんですから、ちゃんと楽しまないと？」

マルセル：む？　す、すまん。

ドラン：ワタシは最前列で、盛り上がった観客を押おさえるのに必死になってるナリ。「押さないで、ナリ！　あ、頭の上に乗っちゃダメナリ～！」

ＧＭ：なるほど。悪あく戦せん苦く闘とう中ですね。

アキナ：あたしは、オリアーヌが楽しそうなのを、微笑ほほえんで見守りつつ……「愛ってよく分からないなぁ」と思っています（笑）。

ドラン：むしろ、ラブ・アントニオの人気のほうがわからないナリ（笑）。

ＧＭ：さて、楽しい時間はあっという間に過すぎ、コンサートも間もなく終わろうという頃ころ合あい。ここで、ドランは【感知】判はん定ていをどうぞ。目もく標ひよう値ちは10です。

マルセル：我われ々われは？

ＧＭ：アキナとマルセルは、目標値12で判定ができます。

ドラン：『ＡＲ２Ｅ』になって【感知】が高くなったので楽勝ナリ。（ダイスを振ふる）16で成功。

マルセル：（ダイスを振る）11で失敗。

アキナ：（ダイスを振る）あたしは10で失敗。

ＧＭ：アキナとマルセルは、熱ねつ狂きようした観客に囲まれているので気づかなかったようです。

ドラン：ワタシのセンサーだけが反はん応のうしたナリね。

ＧＭ：ふと目をやった関係者席の方に、ドランは先ほどの女性マネージャーが立っているのを目にします。

ドラン：ああ、そんな人いたナリね。で……、そのマネージャーがどうしたナリか？

ＧＭ：盛せい況きようの会場を満足げに見たあと、靴くつをカンカンと踏ふみ鳴ならして、フッと姿を消します。

ドラン：……《テレポート》!?

ＧＭ：そのように見えますね。

ドラン：靴を踏み鳴らして《テレポート》するなんて特徴の持ち主と言えば……（笑）。

ギィ：それって、自じ称しよう美人マネージャーだったりするんじゃないのか？（笑）

アキナ：グリンダである疑うたがい大ですね。

マルセル：あとで情じよう報ほう共有をしたいところだな。

ドラン：そうナリね。では、関係者席に気を取られた瞬しゆん間かん、観客に蹴けっ飛とばされて、ワタシは転がっていくナリ（笑）。「あ～れ～……！」

ＧＭ：コンサートは大おお盛もり上あがりで終わります。ドランが自分たちに縁えんの深い人物が関かかわっているのではないかという予兆を感じたところで、シーンを終了します。







◆Middle 03◆意外な出会いが街中で




　マムの頼たのみごとを受けて、早速街をぶらついているギィ。

　そこで出会ったのは、旅の一いち座ざの踊おどり子こ、ナナミであった。

　昔の知り合いの頼たのみにイヤとは言えず、買い物につきあわされたギィは、そこで意外な男女を目もく撃げきするのだった。




ＧＭ：では、次はギィのシーンになります。マムに言われた仕事の前に、昔なじみのナナミの買い物につきあわされているシーンです。

ギィ：なに!?




ナナミ・シルヴァリア

　アルディオンを旅して回るシルヴァリア楽がく団だんの人気の踊り子。団だん長ちようの娘でもある。ギィの昔なじみである。『デスマーチ』第三巻かんでは窮きゆう地ちのギィたちの脱だつ出しゆつを援助してくれた。
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ＧＭ：グラスウェルズからノルウィッチに出てきた彼かの女じよと、なぜかノルウィッチの街でばったり再さい会かいします。そして「ちょうどいい。買い物につきあってよ」と頼たのまれることに。

ギィ：なんでだよ!?（笑）　ていうか、オレ、マムからの頼まれごとがあるんだけど？

ＧＭ：「一～二時間ぐらいいいじゃない。以前、マムとの連れん絡らくを取り持ってあげた借りを返してもらってないし」などと笑顔でいいます。

ギィ：なんでオレの周りにはこんな押しの強い女ばかり……。確たしかに以前、ナナミには世話になったから無下にはできねぇがな……。
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ＧＭ：はっはっは。何気ない日にち常じようの中で、思わぬ光景を目撃――というシーンがやりたい、というＧＭ的事じ情じようもありまして。

ギィ：そうか、ならいいや（笑）。ナナミの荷物持ちとしてお供するさ。

ＧＭ：では、ナナミはあちらの店、こちらの店と楽しげに買い歩きます。そのつど、あなたの抱かかえる荷物がポン、ポン、ポンと増ふえていきます。

ギィ：ちょっ!?　抱えた荷物で視し界かいがっ!?（笑）　にしても、何でみんなノルウィッチに集まってくるんだ～!?（笑）

ＧＭ：「そりゃ、今このノルウィッチの街が稼かせげそうって団長が値ね踏ぶみしたからよ」

ギィ：ああ、ごもっとも。ナナミも景気良さそうだしな（笑）。

ＧＭ：では、ここで【感知】判定をしてください。目標値は８です。

ギィ：（ダイスを振る）16で成功。

ＧＭ：では、ギィは繁はん華か街がいでひと組の男女を見かけます。女じよ性せいはオリアーヌ。男だん性せいは、プレイヤーにしか分かりませんが、アントニオです。

ギィ：おや？

アキナ：えー、オリアーヌが!?

ＧＭ：ナナミが「あら？　あれってラブ・アントニオじゃない？」と反応します。

ギィ：何だ、そのダサい名前の男は。

ＧＭ：「あたしはあまり好きじゃないけど、同業者みたいなもんね。最近ノルウィッチで有名な吟遊詩人よ」

ギィ：へぇ、なんか、含ふくむところでもありそうじゃねぇか。

ＧＭ：「アイツと直ちよく接せつどうこうってのはないけど。あたしらが見るに、アントニオは色物もいいところ。歌は中の上。実力のなさを演出で誤ご魔ま化かしている半はん端ぱ者ものよ」

ギィ：ふ～ん？　……で、オリアーヌと一緒にいるのか。ＧＭに相談だが、オリアーヌを知っていることにしていい？　アキナが店番やっていると聞いて冷やかしに行った、みたいな感じで。

アキナ：ああ、話していても不思議じゃないですね。

ＧＭ：はい、ではそういうことにしましょう。

ギィ：でも、片かた方ほうは軽そうな吟遊詩人、片方は真ま面じ目めそうな商人の娘だろ？　カップルとしちゃあ、違い和わ感かんあるなぁ。カモにされてるのか？　騙だまされて、金とか巻まき上あげられないといいんだがなぁ、と心の中で思っておく。

ＧＭ：そんなあなたの傍かたわらでしきりにナナミはアントニオをこき下ろします。彼かの女じよは芸事に関して真しん摯しなので、芸に中ちゆう途と半はん端ぱなアントニオを快こころよく思っていません。

ギィ：ふむ。……まぁ、そう愚ぐ痴ちるなって。熱心じゃないヤツは、早々にステージから消えていくモンだろ。

ＧＭ：「マムに腕うでを磨みがかれたアンタが言うと、説得力があるわね」

ギィ：……褒ほめられた気がしない（笑）。ところで、ここはアントニオとオリアーヌがふたりでいるのを目撃するシーンってことでいいのか？

ＧＭ：はい、そういうシーンです。

ギィ：おし、なら見かけたってことでナナミに言おう。……で、買い物はこれで終わりか？

ＧＭ：「まだよ。あと三軒げんはつきあってもらわないと」

ギィ：げえええ～！（笑）

ＧＭ：ということで、シーンを終了します。







◆Middle 04◆グリンダの影かげを追え




　ラブ・アントニオのコンサート会場でドランが目撃した、美人過すぎるマネージャー。

　その正体はバルムンク・ノヴァの幹かん部ぶグリンダかもしれない。

　対たい応おう策さくを練るべく、エンジェルファイヤーは急きゆう遽きよブルックス商会本店に集結した。




ＧＭ：では、次のシーンですが……。

ドラン：（遮って）グリンダのことを相談したいから、みんなで集まりたいナリ。

ＧＭ：では、さっきのシーンでドランの得た情報などを総そう合ごうするシーンということで。

ギィ：じゃあ、ブルックス商会本店に集合しようぜ。オレ、本店に顔を出したいし。

マルセル：アキナはエンジェルファイヤーのギルドマスターだから、現げん在ざいの彼女の状況を汲くんで、ブルックス商会本店に集合するのも、まぁ、悪い話ではないな。

アキナ：では、あたしが働いている本店に集合～。

ＧＭ：ブルックス商会本店にみなさんが集まったところで、イベントが発生します。

一同：おや？

ＧＭ：アキナ、ドラン、ギィが集まり、最後にマルセルが入ってくるのですが……マルセルに対して、ばふっ――っと、宙ちゆうを舞まって飛びかかる影があります。

マルセル：ばふ――だと？

ＧＭ：その影はマルセルに飛びかかると、そのまま押し倒してマルセルの上にがばぁっ！　とのしかかります。
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マルセル：な、なんだ!?

ＧＭ：読者投とう稿こうＮＰＣの、シルベスタという番犬です。トラボルタの兄弟犬です（一同笑）。のしかかったシルベスタは、そのままベロベロと顔をなめ回します（笑）。




シルベスタ（？歳／雄／ボルゾイ　投稿者：東京都　ヤマヌーさん）

　ブルックス家の飼い犬いぬ。女手ばかりのブルックス家では、用よう心じん棒ぼう代わりとして頼たよりにされている。だが、強こわ面もてのわりに気き質しつは人懐なつっこく、トラボルタと一緒になって、家を出る前のアルによく懐いていた。
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ドラン：マルセル、モテモテナリね～！（笑）

マルセル：こ、こら、なんだこの犬は！

ＧＭ：店員がやってきて「シルベスタがこんなに懐く男性なんて、アル様以外では、マルセルさんが初めてです」と言います。

ギィ：アルとマルセルは雰ふん囲い気きが似てるんだろうな（笑）。

マルセル：どこがだっ!?　い、いいから、早く助けてくれ！（笑）

アキナ：はいは～い、シルベスタ、こっちおいで！　マルセルさん、大だい丈じよう夫ぶですか？

マルセル：大丈夫だ、嚙かまれてはいない。

ＧＭ：名な残ごり惜おしそうな目をしますが、シルベスタは番犬の仕事に戻もどっていきます。では皆さんは応おう接せつ室しつに通されます。アキナの仲間ということで、オリアーヌが直接お茶を淹いれて、もってきますね。

アキナ：ありがとう、オリアーヌ！

ギィ：おっ、じゃあ、オレはそこで気づくぜ。おっと、オリアーヌじゃねぇか……。

ＧＭ：「みなさんお疲つかれ様さまです」とオリアーヌ。

ギィ：お、ありがとうよ。

ＧＭ：「どうも。ごゆっくりしていってください」と、軽く挨あい拶さつしたあと、仕事が山積みな彼女は早々に退たい室しつしていきます。

ギィ：オリアーヌが出たあとで、アキナに尋たずねる。今のオリアーヌはアキナの姉し妹まい、でいいんだよな。

アキナ：はい。真面目で頭の良いあたしの姉妹ですよ。将しよう来らいはどこかの店長さんでしょうね。

ギィ：だよな。そいつぁほっとけないなぁ。

ドラン：何かあったナリか？

ギィ：最近ノルウィッチで有名な吟遊詩人がいるじゃねぇか。

アキナ：あ、ラブ・アントニオですね！　コンサート見に行きましたよっ！

ギィ：オリアーヌがそのラブ・アントニオとふたりで、街を歩いているのを見かけたぜ？

アキナ：オリアーヌが？　どうして!?

ギィ：事情は知らねぇ。その時オレと一緒にいた連れが知ってたから、男の方がラブ・アントニオと分かったぐらいだ。

アキナ：……。

ギィ：遊び慣れた吟遊詩人と真面目な町娘か……。こういう不ふ釣つり合あいなカップルの場合、女の方が男に貢みついで捨すてられるって話もよく聞くからな。注意しな。……まぁ、アントニオがワルと決まったわけじゃあねえしな。ってコンサート行ったんだっけ？　ファンなのか？　なら悪いこと言ったかな（笑）。

アキナ：うう～ん……。

マルセル：ところでドラン。今日我々に招しよう集しゆうをかけたのは、どういう理由だ？

ドラン：そうだった！　実は……。




　と、ドランはコンサート会場でグリンダのように消え去った女性マネージャーの話をした。




マルセル：ふむ。ラブ・アントニオは明らかに怪あやしい。バルムンク・ノヴァとの繫がりが疑うたがわれるな。

ギィ：オレもそう思う。だとしたらオリアーヌは本気でヤバいんじゃないか？　お金を貢いでどうというレベルの話じゃないぞ。

アキナ：まさか、ブルックス商会を狙ねらってる!?

ドラン：可か能のう性せいは否ひ定ていできないナリ。オリアーヌのこともあるし。

ギィ：まだ、ラブ・アントニオがどういう人物なのか、よく分かってないからなぁ。

アキナ：で、でも！
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マルセル：でも？

アキナ：オリアーヌは、この家のめちゃめちゃ頑がん丈じような倉庫の鍵かぎを開ける暗号を知っているんです！　今、ノルウィッチにいる人間で、その暗号を知っているのは、あたしとあの子だけ！

ドラン：それはめっちゃ狙ねらわれていそうナリ（笑）。

ギィ：オリアーヌも危あぶないが、アキナも危ないんじゃないか？

ドラン：アキナも暗号を知っているならば、危ないと思うナリ。

アキナ：……えへ？（笑）

ドラン：……ちゃんと憶えているナリか？

アキナ：…………だ、大丈夫ですよ？

マルセル：なんだその間は（笑）。

アキナ：イヤだなあ、ちゃんと憶えてますよ？　あはははははっ！（笑）

ギィ：なら安心だ（笑）。……さて、いい機会だから、話しておきたいことがある。

アキナ：どうしたんですか？

ギィ：今、オレは忙いそがしくてな。これにはナイスガイブラザーズという盗とう賊ぞく団が絡からんでいる。

ドラン：売れない芸人みたいな名前ナリ（笑）。

ギィ：違ちがいねぇ（笑）。とにかくオレは、大陸をまたにかけて暴あばれるその盗賊団を懲こらしめるって用事があるんだ。

ドラン：それが本当なら、警備隊長として見み過すごせないナリ。

マルセル：しかし、なぜそんな仕事を引き受けたんだ？　ギィ。

ギィ：本当に話しておきたいことはそこさ。
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アキナ：……本当に話したいこと？

ギィ：実は、グラスウェルズにいた時に、王おう蛇じや会という大きな犯はん罪ざい結社にいたんだ。みんなうすうす感づいていただろうが、オレはそことコネがある。

ドラン：おお！　だからグラスウェルズに行った時、時々姿を消していたナリね？

ギィ：ああ。おかげで、お前らも命が助かっただろ？　逃にげるためのルートを教えてくれたのが王蛇会さ。そのボスであり、オレの師し匠しようでもある人から借りを返せと言われたんだよ。

アキナ：で、ナイスガイブラザーズを懲こらしめなきゃいけない、と。

ギィ：そういうこと。

アキナ：でも、もっと早く言ってくれれば……。

ギィ：ああ、そこは本当にすまねぇ。だが、お前たちをオレのしがらみに巻まき込こみたくなかったのさ。バルムンクとは違った意味でヤバイ組そ織しきだからな。

ドラン：なるほど。

マルセル：だが、今になって打ち明けたのは、何な故ぜだ。

ギィ：状況が変わった。……王蛇会がノルウィッチに進出してきたからだ。

ドラン：げぇ！　そんなことになっているナリかっ!?

ギィ：こうなると、なんかの機会にお前たちが王蛇会と接せつ触しよくする可か能のう性せいもある。腹はらをわって話しておいたほうがトラブルを避さけられると考えたんだ。

ドラン：街の治安を守るワタシとしても、そのことは知っておきたい情報ナリ。

アキナ：わかりました。……でも、もう隠かくし事ごとはなしにしてくださいね！　アキナ的にはちょっとショックだったけど、事情もあるみたいだし。

ギィ：すまねぇ。今後は気をつけるさ。

マルセル：アキナがいいなら、私から言うことはない。

アキナ：とにかく、あたしたちにはナイスガイブラザーズもグリンダも無む視しできないよ。両方の情報をあたってみましょう！

ギィ：そいつは助かる。

マルセル：その両者が結びつく可能性もあるしな。とりあえず、話をラブ・アントニオに戻もどすか。ＧＭ、ラブ・アントニオはノルウィッチ出身？

ＧＭ：そこは調べないと分かりません。

ギィ：でも、凱がい旋せんコンサートと銘めい打うたれてはいなかったし、毎週ここでコンサートを開いているというわけでもないんだよな？

ＧＭ：そうですね。最近やってきた吟遊詩人というふれこみです。

アキナ：外国から公演に来たって感じですね。

マルセル：……もしや、ラブ・アントニオはグラスウェルズからやってきたのではないか？
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ギィ：なるほど。その確証がとれれば、ヤツがナイスガイブラザーズと繫がっているって可能性も高まってくるな。

ＧＭ：…………。




　――う～む。さすがにやるなぁ。

　ＧＭが情報を出す前にそのあたりに食いついてくるとは……。




ドラン：……確かに、可能性はあるナリ。

マルセル：グリンダが来て、ブルックス商会の娘を誘ゆう惑わくする吟遊詩人が来て、さらに、盗賊団までやって来た。繫がりを疑わないほうがどうかしている。

ギィ：そうかもしれないが、あんまりひとつの考えに囚とらわれない方がいいぜ？　何しろ、大陸中の犯罪結社は、ノルウィッチでひと旗あげようとしているはずだからな。

ドラン：深く考えすぎると、また裏うら目めになるナリよ（笑）。

マルセル：……ぐっ。

ギィ：まぁ、関係があるかもしれないって考え自体には賛さん成せいだがな。

マルセル：とにかくグリンダらしき女マネージャーのことを知るためにも、ラブ・アントニオを調ちよう査さする必要があるな。それと、ナイスガイブラザーズについて。

ＧＭ：次のシーン以い降こうになりますが、ラブ・アントニオの調査には【精せい神しん】が、ナイスガイブラザーズの調査には【幸運】が必要となります。

ギィ：なるほどな。じゃあ、そのあたりの調査については、裏うら社会にコネがあるオレと、調査権けん限げんがありそうなノルウィッチ警備隊長のドランが担当するのが良さそうだ。特に【幸運】なら、やりてぇこともある。

マルセル：では、アキナは私と組んで調査をしないか？　【精神】は私の得意分野でもある。

アキナ：そうですね。オリアーヌが心配だし。

ＧＭ：では、アキナ・マルセル組がラブ・アントニオ、ギィ・ドラン組がナイスガイブラザーズについて調査する、ということでいいですか？

ギィ：うん。

ＧＭ：では、シーンを終了します。







◆Middle 05◆奴やつの名は、ゴノレゴ一四世




　ドランとギィは、早速ナイスガイブラザーズの調査に取りかかった。

　彼らの情報を握にぎっている人物の名が挙がった。

　その名は、ゴノレゴ一四世。凄すご腕うでのウサ耳である。




ＧＭ：では、ノルウィッチで不ふ審しんなことが起きていそうだ、ということで、調査モードに切きり替かわります。ますは、ドランとギィがナイスガイブラザーズについての調査をするシーンからやりましょう。

ギィ：了りよう解かい。ノルウィッチの裏うら道みちを歩いて情報を集めるぜ。

ドラン：私も一緒に行くナリよ。

ＧＭ：では、ナイスガイブラザーズの情報については情報収しゆう集しゆうの判定で、目標値が12です。

ギィ：任せろドラン。情報収集の判定は《ストリートワイズ》のおかげで３Ｄで振れるからな！

ドラン：おお、確かにギィの得意分野ナリ。

ギィ：そりゃ……（ダイスを振る）へっ、16で成功だぜ。

ＧＭ：では、ギィは裏社会に通じる自分のつてを辿たどり、いくぶんかの幸運もあり、情報の持ち主を探さがしあてます。

ギィ：へ、どんなもんだい。

ＧＭ：というわけで、情報の持ち主とコンタクトを取ることになったバーに向かいました。そこに待っていたのは――ゴノレゴ一四世。

ギィ：お前かよっ!?（笑）




ゴノレゴ一四世

　フェリタニア軍に参加した、かつてのドランの同僚。寡か黙もくな男で、凄腕の暗殺技ぎ術じゆつの持ち主でもある。
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ドラン：まぁ、ゴノレゴ一四世の情報なら信用できるナリよ。で、ナイスガイブラザーズとはどんな連中ナリか？

ＧＭ：「連中は、裕ゆう福ふくな商人ばかりを狙ねらう盗賊団だ。特徴は被ひ害がい者しやの金品をごっそり持っていく強ごう引いんな仕事ぶり。しかしその犯はん行こうの手口を知る者はいない。唯ゆい一いつの情報として、被害者たちが金品を外へ運んでいたとの目撃証しよう言げんはある」

ドラン：……操あやつられている、という話ナリか？

ギィ：ありそうな話だな。脅おどしでなく何らかの手しゆ段だんで、被害者が進んで協力するなら、手口はどうとでも誤ご魔ま化かせるだろうさ。

ＧＭ：ふむ。ともあれ、被害者に犯行当時の記き憶おくがないので、有ゆう効こうな証言が際きわめて少ないということでして。

ドラン：マジで操られているっぽいナリ！（笑）

ＧＭ：各地で大きなアガリを得ては、去って行っているようです。

ドラン：人を操れるなら、楽勝ナリ。

ギィ：反はん則そくだよなぁ。鍵も警備も無意味じゃねぇか（笑）。あ、オレはひとつ気になることがある。被害者は殺されたりしているか？　そこ、重要なポイントなんだが。

ＧＭ：〝殺し〟は出てませんね。

ギィ：そうだよなぁ。操るなら殺す必要はないからな。一いち応おう聞いておくが、盗ぬすんだ金品を貧びん乏ぼう人にんにばらまく義ぎ賊ぞくだったりしないよな、ナイスガイブラザーズは。

ＧＭ：もちろん、そんなことありませんよ。

ギィ：よかった。それなら、安心してとっ捕つかまえられる（笑）。

ドラン：あとこれは聞きたい。なんでこれらの事件の犯はん人にんがナイスガイブラザーズって分かるナリ？

ＧＭ：犯行現げん場ばに「ナイスガイブラザーズ参上!!」ってこじゃれたデザインの紙片を残していっているからです。

一同：…………。

ギィ：ふざけた連中だな。

アキナ：なんか、バカっぽいですね（笑）。

マルセル：ネーミングセンスも悪いしな！（笑）

ギィ：で、ヤツらの足取りを知りたいんだが……分かるか？

ＧＭ：ゴノレゴ一四世は静かに答えます。「ナイスガイブラザーズは大陸各地を転々としているようだ。ヤツらの仕業と疑わしい事じ件けんは以下の場所で起きている。帝てい紀き八一二年一二月ノルドグラム。八一三年五月エルモード。八一三年八月ウォリックフォード。八一三年一二月ベルクシーレ。八一四年八月イルシールいったところだ」（次の図ず版はん参照）
















ギィ：（メモを取りながら）マムのところでやらかしたのは、一二月ベルクシーレと、八月のイルシールってとこだな、きっと。

ドラン：役立つ情報をありがとう、ゴノレゴ一四世。報ほう酬しゆうは……エストネル銀行のあんたの口座に振ふり込こんでおくナリ（笑）。

ギィ：ここで渡わたしてやれよ！（笑）　このぐらいの情報ならたいした額がくでもないだろ（笑）。

ドラン：でもほら、様式美は大切ナリ（笑）。

ギィ：なんだよそれ！　…………いやわかるけど（笑）。

ＧＭ：というカンジで（笑）。では、次のシーンに移うつります。







◆Middle 06◆思わぬ過か去こもあるものだ





　アキナとマルセルはラブ・アントニオの情じよう報ほうを調ちよう査さする。

　すると、エルゼリエの昔の知り合いという女じよ性せいが、思いも寄よらぬ過去を教えてくれた。




ＧＭ：では、アキナ・マルセル組のシーンになります。ラブ・アントニオについての調査となります。では、ちょっと状じよう況きようを解かい説せつしますね。

マルセル：うむ。

ＧＭ：ふたりはラブ・アントニオについて知っていそうな人を探さがすうちに、アンナ・カリィという人に行き当たります。商会本店に来てくれた彼女に、話を聞けそうというところです。




アンナ・カリィ

（40歳／女／ネヴァーフ　投稿者：東京都　ソーマさん）

　ブルックス商会と懇こん意いにしている。食料を扱あつかい、商売とあれば大陸のどこへでも隊商を引き連れていく女商人だ。竜りゆう輝き石せき戦争ではフェリタニア軍に協力し、ピアニィの軍への補ほ給きゆうなどで活かつ躍やく。
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アキナ：どんな人ですか？

ＧＭ：食品を扱う旅の商人で、エルゼリエの昔からの友人です。ブルックス商会とも懇意にしています。大陸をまたにかけて商売をしているので、事じ情じよう通つうです。

アキナ：もしかして、あたしとは知り合いですか？

ＧＭ：ではそういうことで。さて、彼女の話を聞くには【精せい神しん】の目もく標ひよう値ち13の判はん定ていに成功する必要があります。「情報もタダじゃないよ？」

アキナ：ううっ。さすがお母様の知り合い！　一ひと筋すじ縄なわでいかない感じ！

マルセル：ふ。私の【精神】ならファンブルしなければ成功する。だがここは……（少し考え）。ＧＭ、《オピニオン》を使って交こう渉しようするという形で判定したいのだがいいだろうか？

ＧＭ：なるほど、そうすると、判定のダイスが３Ｄになってファンブルの確率すら下がりますね。この状況ならＯＫです。それにしても慎しん重ちようなことですね（笑）。

マルセル：打てる手はすべて打つ主しゆ義ぎだ。……（ダイスを振ふる）達成値19で余よ裕ゆうで成功だ。

アキナ：おお～。

マルセル：軍の兵ひよう糧ろうを仕入れる役人を紹しよう介かいするなど、彼女の商売に有ゆう益えきな提てい案あんをしようか。

ＧＭ：なるほど。それはアンナも喜びます。「ラブ・アントニオについてだね。こう見えて吟遊詩人マニアなのさ。なんでも聞いておくれ」

アキナ：アンナさんがスゴク積極的になりました！（笑）




　アンナの言によれば、ラブ・アントニオは、45歳さいのエルダナーンの男だん性せい。二五年ほど前、ノルウィッチに住み着いていた時期があり、その時、エルゼリエと一ひと悶もん着ちやくあったという。




アキナ：ラブ・アントニオって、ずいぶんと年いってたんですね～。

マルセル：まぁ、エルダナーンだから、外見は今も若わか々わかしいのだろう。

ＧＭ：「それ以上はたぶん、エルゼリエの方がよく知ってるんじゃない？　でも、あのアントニオが全国ツアーをやるまでに出世するなんてねぇ」と、宣せん伝でん用ようのチラシを出してきます。

アキナ：実はけっこうファンなんじゃないの？（笑）

ＧＭ：「これは宣伝用だから、今までの公こう演えん実じつ績せきが載っているだけさ」　コンサートを開いたのは、帝紀八一二年一二月ノルドグラム。八一三年五月エルモード。八一三年八月ウォリックフォード。八一三年一二月ベルクシーレ。八一四年八月イルシール……だそうです。

アキナ：あれ～？　どっかで聞いたような足取りですね～（一同笑）。

マルセル：メモを取って、アンナには礼を言っておこう。

ＧＭ：「役に立ったのなら何よりだよ」

アキナ：……お母様に聞けって言われちゃいましたね。

マルセル：だな。ラブ・アントニオのひととなりはエルゼリエに聞いてみるとしよう。私わたしは席を外すから、その間に頼たのむ。

アキナ：あっ、あの伝心の人形を使えってことですね！　分かりました！

マルセル：なお、私が席を外すのは、プライベートな話に発はつ展てんすると失礼と思ってのことだ。

アキナ：なるほど。マルセルさんって気配りができるんですね！（笑）

マルセル：褒ほめても何も出んぞ（笑）。では別室へ向かう。

ギィ：そして、シルベスタに襲おそわれるマルセル（笑）。

マルセル：またかっ！（笑）　うわっやめろ！（←犬に絡からまれているらしい）

アキナ：あたしはそんなこともつゆ知らず、伝心の人形を使って、お母様に連れん絡らくを取ります。使い方は……あっ、ボタンがついてる！　これを押おせばいいのね！　ぽちっ！

ＧＭ：「はぁい、どうしたの、アキナ」（一同笑）
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ドラン：繫つながるの早っ！（笑）




　まあ、魔ま法ほうのアイテムなので。




アキナ：聞きたいことがあって連絡したの！
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ＧＭ：「何だい？　お店で何かあったのかい？」

アキナ：お店は無事。ただ、ちょっと問題があって、お母様に聞きたいことがあるの。

ＧＭ：「どんな質しつ問もんだい？」

アキナ：ラブ・アントニオって知ってる？

ＧＭ：「ラブ・アントニオ？　……って、アントニオ!?　あのアントニオかい!?」

アキナ：知ってることを教えて欲ほしいの!?

ＧＭ：「……ほら、母さんも昔はもてたからね？　言いい寄よってきた男もけっこういてね？」

アキナ：エルゼリエお母様、昔はもてたんですね（笑）。

ＧＭ：「アントニオはその中のひとりさ。一番軟なん弱じやくで女ったらしだったねぇ」

ドラン：エルゼリエに言い寄った男の中でもワーストワンナリか！（笑）

ＧＭ：「手ひどくふってやったら、鼻水垂たらして『いつか復ふく讐しゆうしてやる！』って逃げてったのは憶えてる」（一同笑）

アキナ：そんな過去が!?（笑）　でも、お母様、ラブ・アントニオに恨うらまれたんじゃ？

ＧＭ：「まあ、向こうの自じ業ごう自得でしょ。顔はイケメンだったけど。遊んでばかりのヤツだったし。人間、大事なのは中身！」

アキナ：そうだよね～！

ＧＭ：「さすがアキナ。分かってるじゃないか」

アキナ：だって、あの人が歌ってる歌、心に響ひびかなかったし、よく分からなかったもん。

マルセル：ちなみに、どんな歌？

ＧＭ：「ラブリー・ボンバー」「愛の爆ばく発はつは芸げい術じゆつさ～♪」といったタイトルの歌ですね。内容は推して知るべし（一同笑）。

ドラン：センスまったくないナリよ！（笑）

アキナ：とにかく、情報ありがとう！

ＧＭ：「また何かあったら相談しておくれ」とエルゼリエとの通信は途と絶だえます。

マルセル：では、通信が終わったあと、部屋に入ろう。「アキナ、どうだった？」

アキナ：アントニオは、エルゼリエお母様に恨みを持っていたみたい。

マルセル：そうか。さらにアントニオを洗あらう必要があるな。

ギィ：そろそろ、オレらと合流して、情報つきあわせた方がよくねぇか？

マルセル：そうだな。

ＧＭ：では、この辺でシーンを終しゆう了りようして、四人で合流するシーンをやりましょう。







◆Middle 07◆襲おそい来るナイスガイ




　ふた手に分かれていたエンジェルファイヤーは、街中で合流することに。

　ギィとドランが人通りの少ない路地にさしかかったところで、漂ただよう不ふ穏おんな空気。

　警けい戒かいする間もなく、銃じゆう撃げきの音が響ひびき渡わたった――。




ＧＭ：では次。みなさんが合流する過か程ていで、イベントが発生します。

マルセル：ふむ？

ＧＭ：ドランとギィが、アキナとマルセルと合流するために街中を歩いているのですが、突とつ然ぜん襲しゆう撃げきされます。

アキナ：『ＡＲ２Ｅ』になってから、初の戦せん闘とうですよね。楽しみ！

ＧＭ：人通りの少ない路地を通っている時に、ギィとドランに怪あやしい影かげが迫せまります。感じ取れるかどうかを、【感知】判定でお願いします。

ギィ：難なん易い度どは？

ＧＭ：対たい抗こう判定になります。謎なぞの敵てきが三グループおりまして、それぞれ（ダイスを振る）11、クリティカル、13です。

ギィ：（ダイスを振る）達成値16だ。

ドラン：（ダイスを振る）うわっ、11！　もうちょっとでクリティカルだったのに……達成値20ナリ。

ＧＭ：では、クリティカルを出したヤツだけ奇き襲しゆう攻こう撃げきを行ないます。その謎の敵の方から、銃じゆう声せいが響ひびき渡わたります。

ドラン：銃撃されたナリ！（笑）

ＧＭ：ダダダダダッ！　（ダイスを振る）命中は19です。

ギィ：（少し考えて）《インターフィアレンス》をする。（ダイスを振る）よっしゃ、クリティカル！　殺気を感じた途と端たん、放っていた矢が敵の銃の照しよう準じゆんをそらすぜ。

ＧＭ：「うおっ!?　完全に不意を打ったはずなのに!?」

ギィ：お前がそこから撃うってくるのは読んでいたのさ！

アキナ：カッコイイ！

ＧＭ：「恐おそろしいヤツ」と奇襲に失敗した敵が呻き、ここでアキナとマルセルが合流します。

アキナ：あ。ドランさんたちが襲われてる！　なにはなくとも武ぶ器きを構かまえます。

マルセル：同じく……。で、ギィを襲おそっているのはどんな連中だ？

ＧＭ：全員、黒いスーツにサングラスという風ふう体ていで、両手に持った二丁の魔ま導どうサブマシンガンで武ぶ装そうしてます。

ギィ：つーか、魔導サブマシンガンってなんだよ（笑）。

ＧＭ：ギャングっぽいビジュアルが欲しくて（笑）。「貴き様さまら、我われらナイスガイブラザーズのことをかぎ回っているようだな？」と連中から、声がします。

ギィ：そうだ。そっちから来てくれるとは手間が省ける。

ドラン：ナイスガイというからには、ルックスには自信があるんだろう？　超ちよう気きになるから、そのサングラスを外して素す顔がおを見せるナリよ！

ＧＭ：「……断ことわる」

ドラン：何な故ぜナリ？

ＧＭ：「…………。サングラスは、取ってはいけない掟おきてなのだ」（←なぜか自信なさげ）

ギィ：なんでだよっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ドラン：お前ら本当にナイスガイ？（笑）

ＧＭ：「ふっ、何を言う。愛のために戦うオレたちはみなナイスガイだと言っておこう！」

一同：あ、愛!?（爆笑）

ドラン：フッ……そのひと言で、自分たちの正体をバラしているって気づかないナリか？（笑）

アキナ：ラブ・アントニオだもんね～。

ＧＭ：といったやりとりの後、戦闘ラウンドに突とつ入にゆうします。




●第一ラウンド

ＧＭ：第一ラウンドのセットアッププロセスです。ナイスガイブラザーズ三体は５メートル間かん隔かくでエンゲージは別々。そこから10メートル離はなれたところに、みなさんがひとつのエンゲージでいます。




行動値

ギィ　　　　　　　　　　　　：21

ドラン　　　　　　　　　　　：17

アキナ　　　　　　　　　　　：14

マルセル　　　　　　　　　　：14

ナイスガイブラザーズＡ～Ｃ　：10
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ギィ：ここは、マルセルが《ヘイスト》を使えばいいんじゃないかな。マルセルの【行動値】が一番高くなれば、みんなに支し援えんをかけやすくなるから。

ドラン：敵の力は未知数だが、まずはこれぐらいの力の入れ具合でいい気がするナリ。

マルセル：うむ。では、自分に《ヘイスト》。「ここで襲撃されるのは予よ測そくしていた！」　（ダイスを振る）……ファンブル（一同笑）。

ドラン：いきなり裏うら目めった！（笑）

ギィ：予測してたんじゃねーのか!?（笑）

アキナ：さすがマルセルさん！（笑）

マルセル：ふ、不覚だ……（笑）。

ドラン：『ＡＲ２Ｅ』になって、フェイトが貴き重ちようになったナリ。《パリペイティア》の振ふり直しはフェイトを使うし……、この局面なら無理しなくていいナリ。

ギィ：オレも同感だ（笑）。

マルセル：ぐ……了りよう解かいだ。




　以い降こう、敵てき味み方かたともにセットアッププロセスの行動の宣せん言げんはなかった。




ＧＭ：イニシアチブプロセスです。ナイスガイブラザーズは《カリキュレイト》を宣言。メインプロセスを行ないます。Ａはギィ、Ｂはドラン、Ｃはマルセルを攻撃。まずは、Ａから。

ギィ：よし、来い！

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は26です。ダダダッと、ギィを狙ねらった銃じゆう弾だんが迫せまる。

ギィ：『ＡＲ２Ｅ』になって、命中に心血を注いだから、回かい避ひはすっかり普ふ通つうになってしまったのだ！（笑）　だから、クリティカル以外は喰くらう。（ダイスを振る）回避失敗。

ＧＭ：「勝利の美酒はナイスガイのものなのさ」　（ダイスを振る）67点の物理ダメージです。

ドラン：う、ウザイ連中ナリ。

マルセル：《プロテクション》をギィに。（ダイスを振る）ダメージを47点軽けい減げんだ。

ギィ：10点ダメージが通った。へっ、たいしたダメージじゃあねぇな（笑）。

ＧＭ：次は、盗賊団Ｂがドランに射しや撃げき。（ダイスを振る）命中は17です。

ドラン：クリティカル以外回避できないナリ。（ダイスを振る）回避失敗ナリ～。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは64点です。

ドラン：56点ダメージが通ってしまうナリ……マルセル、助けて～！（笑）

マルセル：わかったわかった。《プロテクション》……。




　結果、Ｂの攻撃はドランに13点のダメージを与あたえる。

　Ｃの攻撃は、アキナの《カバーリング》で、マルセルにはダメージなし。




ＧＭ：「ば、馬ば鹿かな！　オレたちナイスガイの攻撃が効きいてないだと!?」

ドラン：お前たちの愛など、その程てい度どナリ（笑）。

ギィ：次はオレか。ムーブアクションで《ホークアイ》。狙ねらいを定めてダメージを増ふやす。マイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションは《ダブルショット》。ナイスガイブラザーズＡに攻撃だ。（ダイスを振る）一発目の命中は32。
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　ギィは流れるような動作の中で瞬時に狙いを定め、二本の矢を放つ。

　神業の領域に迫るその射撃から、そこらの盗賊がかわすことなどできるはずもなく――。




ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗です。

ギィ：《ピアシングストライク》。６Ｄ＋72点ダメージがいくぜ。（ダイスを振る）97点。

ＧＭ：う、まだ耐たえています。

ギィ：じゃあ、二発目。（ダイスを振る）命中は37。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗です。ダメージをください。

ギィ：（ダイスを振る）95点ダメージ。

ＧＭ：それは戦闘不ふ能のう。「ナイスガイは不滅ぅ……」と言いながらも、ギィの矢を胸むねに受け、仰あお向むけにばたりと倒たおれていくナイスガイブラザーズＡ。

ギィ：これが『ＡＲ２Ｅ』のオレの攻撃。けっこうイケるぜ。

ＧＭ：次はドランです。

ドラン：ムーブアクションは《ランニングセット》＋《ブーストマジック》で魔ま術じゆつのダメージを上げる――キュイーン！（←魔力増強の機械音らしい）。マイナーは《ファストドロウ》で攻撃対象を増やすナリ。メジャーアクションが《エアリアルスラッシュ》。ＢとＣに攻撃。

　ドランの体の周囲を魔力の風が渦巻く。カッと彼の機械の目が光ると同時に、それが空気の刃となって解き放たれ、獣のごとく敵へと襲いかかる。
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ドラン：（ダイスを振る）命中はクリティカル！　これで、パッシブの《マーダースキル》が発動して、ダメージが＋５Ｄになるナリ♪

マルセル：そこに《シーリィ》を乗せよう。ダメージが30点上じよう昇しようだ。

ＧＭ：ナイスガイブラザーズＢは回避失敗、Ｃはクリティカルで回避！

ドラン：一匹ぴき避よけた。小こ癪しやくナリ！（笑）

マルセル：……アキナがいるし、《パリペイティア》は必要ないだろう。それよりも、《チェックメイト》。ここで一体倒たおしてもらう。（ダイスを振る）さらに29点上乗せだ。

ドラン：（ダイスを振る）合わせて[image: 157]点の〈風〉属ぞく性せいの魔法攻撃ナリ！　初はつお披ひ露ろ目めの風の刃やいばが敵を包つつみ込こむナリ!?

ＧＭ：それは耐たえられない。Ｂも倒れます。

ギィ：じゃあ、最後の一体をアキナ、頼むぜ。

アキナ：はい！　ムーブアクションでエンゲージ。とにかく、距離をつめます。マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》。力いっぱい相手をぶん殴る感じですね！




　身の丈を越える大剣をひっさげて、一瞬で黒服の男へと間合いをつめるアキナ。

　その弾けるような勢いを存分にのせた、目の醒めるような一撃が、黒服の男にたたき込まれる。




アキナ：一発目の命中は……（ダイスを振る）出目が13？　あまりよくないから、《バトルコンプリート》で振り直し。（ダイスを振る）出目が12。１点下がっちゃった（笑）。命中は25です。

ＧＭ：（ダイスを振る）それでも無理。14で回避失敗です。「ごぶっ!?」もろに喰らった黒服の男が、うめき声をあげます。

アキナ：８Ｄ＋75点ダメージです。（ダイスを振る）[image: 109]点ダメージです。

ＧＭ：それならば、なんとか……。「フ、我われ々われナイスガイの意地を見よ！」まだ生き残ってますよ！

アキナ：でも、これでとどめです！　ぶんっと剣を振って……（ダイスを振る）二発目の命中は30です。

ＧＭ：（ダイスを振る）こちらの回避はクリティカルです！

ドラン：ま～たクリティカルなナリか！（笑）

アキナ：そんなぁぁぁぁ～っ!?




　誰もが立ちすくんでしまうような勢いのアキナの剣を、幸運にも黒服の男が避けきったように見えた刹那……。




マルセル：仕方あるまい。《パリペイティア》で振り直しをさせる。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目が11で回避失敗です（笑）。




　――いつの間にか黒服の後に回り込んでいたマルセルが、彼の足を払った。

　すてん、と尻餅をついた男の上から、アキナのトドメの一撃が振り下ろされる。

アキナ：さすがマルセルさん！　フォローありがとう！　頼りになります♪
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マルセル：だから、褒めても何も出んぞ！（笑）
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ドラン：ホント素直じゃないナリ（笑）

アキナ：では改めて攻撃。（ダイスを振る）[image: 107]点ダメージです。どうですか？

ＧＭ：当然、戦闘不能ですよ（笑）。「ぐわぁ～っ、ここ……までか！」（ばたり）

ドラン：ちょっと、冷やっとしたナリね！（笑）

ギィ：まあな（笑）。正直、ここで打ちもらしてもたいした影響はないが。このＧＭ、クリティカル連発し始めると、手がつけられないからな（笑）。

ＧＭ：何か過大評価されてる気がする（笑）。

ドラン：ＧＭは、これまでの戦闘シーンでの自分の出目の凶悪さを思い出すといいナリ。

ＧＭ：あっはっは。では、敵の襲撃を退しりぞけたところでシーン終了です。







◆Middle 08◆ラブダイナマイトの恐きよう怖ふ





　ナイスガイブラザーズの襲撃は撃げき退たいされた。

　今、その場にはサングラスをした連中が転がしてある。

　さあ、キリキリ吐はかせようとしたその時、ハート形の何かがポロリと転がり落ちた。




ＧＭ：先ほどのシーンから引き続きのシーンです。取とり押おさえたナイスガイブラザーズを尋じん問もんできますよ？

ドラン：なら、ナイスガイな素す顔がおを見せてもらうナリよ！

ＧＭ：ではそうしようとドランがナイスガイブラザーズのひとりの胸むなぐらを摑つかみ上あげると、胸むな元もとからポロリとハート形の塊かたまりが転げ落ちます。

アキナ：あ！　あたし、それを見たことあります！

ドラン：ラブ・アントニオのコンサートで使っていたやつナリか？

ＧＭ：それと同種のもののようです。コンサート会場では手のひらサイズでしたが、これはお弁べん当とう箱ばこサイズですね。そして、箱の中心には謎のスイッチもあります。

ドラン：むう……スイッチがあるナリか？

ＧＭ：ええ。

ドラン：…………。

ＧＭ：…………。

ドラン：………………ぽち。

一同：押すなぁぁぁぁぁぁ――っ!?（一同爆笑）

マルセル：何が起こるか判わからんだろうがっ!?（笑）

ドラン：だだだだだって、押おしてみたかったナリィ――ッ！（爆笑）　それにコンサート会場では危あぶないものではなかったし……。




　おいしい、おいしいですよ？　ドランさん。




ＧＭ：では、カウントダウンが始まります。

アキナ：カ、カウントダウン!?


ＧＭ：……３、２、１、０！

アキナ：ひ、ひえええ～！

ＧＭ：カウントが０になった瞬しゆん間かん、辺り一面にハートの光が溢あふれかえります。

マルセル：ふむ。コンサート会場でも似にたような演えん出しゆつがあったな。

ＧＭ：ええ。まさしくその時の再さい現げんです。ただし、規き模ぼはひと回り大きいですが。では、ドラン以外のみなさん、【精神】判定をしてください。目標値は12です。

ギィ：おいっ、それ、抵てい抗こうに失敗したらどうなるんだ!?

ＧＭ：このシーンの間、スイッチを入れたドランに対して好意を抱いだきます。抱だきしめたりキスをしたくなります。

アキナ：抱きしめたり……？

ギィ：キスをしたくなったり!?


ドラン：つまり、愛とかラブとか、そういうものナリ？

ＧＭ：…………はい。

一同：ちょっと待てぇ――っ!?（一同爆笑）
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ＧＭ：ラブクラッカー……サイズが大きくなったので、ラブダイナマイトと呼こ称しようします。

ギィ：……これ、ナイスガイブラザーズはどうなる？

ＧＭ：このシーンではエキストラ扱いでして。このラブダイナマイトの影えい響きようを受けます。

マルセル：なるほど。だから、コンサートでは客が熱ねつ狂きようしていたのだな。

ギィ：冷静な反はん応のうしてんなよっ！　お前、ドランと恋こいに落ちてもいいのかっ!?

マルセル：…………むう。（渋しぶい顔になって）このアイテムの恐おそろしさがじわじわ分かってきたところだ（←想そう像ぞうしたらしい）。

アキナ：あはははは――っ!?（爆笑）

ドラン：確たしかに笑うしかないナリ（笑）。

ＧＭ：では、判定をどうぞ。

マルセル：まぁ、私は余裕で……（ダイスを振る）って、ファンブル――ッ!?（一同笑）

ギィ：マルセルがドランに恋をした!?（笑）

マルセル：するか！　フェイトを１点使って振り直し！　（ダイスを振る）む、今度は成功。

ドラン：こんなことにフェイトを使うなんてもったいないナリ！

マルセル：キャラ崩ほう壊かいするよりはマシだっ！（笑）

ギィ：フェイトを１点使用。（ダイスを振る）16で抵抗成功！

ドラン：そんな一いつ生しよう懸けん命めいに抵抗して……。さすがのワタシもちょっと傷きずつくナリよ？（笑）

アキナ：（ダイスを振る）達成値10で失敗。ああん、ドランさん素す敵てき～！　上に乗りた～い。

ドラン：それじゃあ一巻かんの演えん説ぜつシーンの繰くり返かえしナリ！（笑）

ＧＭ：そしてナイスガイブラザーズが、目をハート形にして「ドランさん……兄あに貴きと呼よばせてください！」「愛してるぜ！」「このボディの曲線がたまらない！」とドランに迫ります。

ドラン：このワタシの魅み力りよくにようやく気づいた……ナリィィィィ!?（←もみくちゃにされたらしい）

アキナ：ちょっと！　あたしのドランさんに手を出さないで！（笑）
















マルセル：ああっ、アキナが影響を受けている……（笑）。

ギィ：じゃ、オレが数人引きはがしつつ、進言してやる。「ドラン、今のうちにこいつらを尋問するんだ！　聞き放題じゃねぇか！」

ドラン：では、質問するナリ！　まずはお前たちの狙いはどこナリ？

ＧＭ：「ぽっ………ブルックス商会本店だ」

ドラン：不必要に顔赤らめんなナリ！（笑）




　こうして、ナイスガイブラザーズから情報を聞き出す一同。

　以下のようなことがわかる。

・ブルックス商会を襲撃する日取りやボスの所しよ在ざいなどは後日連絡がくることになっていた。

・ボスや、他のグループのアジトは知らされていない。

・ラブダイナマイトは、効こう果か範はん囲いに存そん在ざいする人間に、作動させた人間を深く愛させるようにする魔法のアイテムだ。




ドラン：むう、これではこちらからアジトに襲撃というわけにはいかんナリ。フザけた名前のワリには、リスクコントロールを考えてる。

マルセル：では、肝かん心じんなことを確認してこう。お前らの言う兄貴とやらは、吟遊詩人のラブ・アントニオでいいんだな？

ＧＭ：「そうだ！　オレらをナイスガイにしてくれたアントニオの兄貴さ！　でも今愛しているのはドランさ♪」

ドラン：うぐぅ。では、美人マネージャーの正体についても聞かせるナリ。

ギィ：美人過すぎるマネージャーのことだな！（笑）

ＧＭ：「見たことはあるが正体は知らない。それよりジュッテームだよドラン♪」

ドラン：…………マジでウザイナリ（笑）。あ、そうそう。そのサングラスを引っぱがしてやるナリ！　えいっ！

ＧＭ：そうすると、ごく普通のありふれた顔が現われます（笑）。

ギィ：だよなぁ。

ドラン：……ちょっとがっかりナリ。

マルセル：ナイスガイになりたい男たちを言葉巧たくみにラブ・アントニオが操あやつっていたというところか。

ギィ：ナイスガイになった結果がこれかよ？（笑）

アキナ：……そ、そろそろ、ナイスガイブラザーズをドランさんから引きはがしてもいいですか～？（にっこり）
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ドラン：あ、あれ、珍めずらしくアキナさんがヤンデレモードになってておられる！　なぜかこの場から逃にげたいワタシナリ（笑）。み、みんな、明日に向かって走ろう！　ワタシについてくるんだ！　と言って、ナイスガイブラザーズを引き連れて、牢ろう屋やに向かうナリ（笑）。
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ＧＭ：ドランが連中を牢屋に連れて行ったところでシーン終了となります。ラブダイナマイトの効果もこれで消えてしまいます。同時にその間の記き憶おくも消えます。

ギィ：つまり、泥どろ棒ぼうの手口はこれだったんだな。家人を集めてラブダイナマイトの効果で従したがわせていた、と。

マルセル：恐ろしい兵器だな、これは。

ギィ：どうせバルムンク・ノヴァが関かかわってるんだろ！　で、ラブダイナマイトの力で、アントニオがエルゼリエに復讐するって筋すじ書がきだろ！（笑）

ドラン：えらい迷めい惑わくな計画ナリ。

ＧＭ：はっはっは、では、シーンを終了します。







◆Middle 09◆恋は盲もう目もくとはいうけれど





　ラブダイナマイトの効果も切れ、正気に戻もどるアキナ。

　お互たがいに事じ情じようを知ったエンジェルファイヤーだったが、ここからが問題である。

　オリアーヌから、ラブ・アントニオの情報を聞き出さねば。




ＧＭ：では、次のシーンとなります。

アキナ：あ、ラブダイナマイトの効果は切れたんですよね。あれぇ～、あたし何してたのかなぁ～（笑）。

ＧＭ：おお、定番のリアクションをありがとうございます！（笑）

ドラン：ア、アキナさん。あれは、悪い夢ゆめだと思って忘わすれるのがいいナリ。

マルセル：うむ。そうだな。

アキナ：ちょっ!?　そんな言い方、逆ぎやくに気になるじゃないですかぁ――!?（爆笑）

ドラン：では一時的に記憶をなくしたアキナさんに事情を説明するナリ。かくかくしかじか。

アキナ：なるほど～。魔法のアイテムのせいで……。

マルセル：あの場でフェイトを使って正せい解かいだったな。さもなければ、収しゆう拾しゆうがつかなかった。

ＧＭ：さて、ここからの進行はみなさんの判はん断だんを伺うかがおうと思います。どのようなシーンにするか希望はありますか？

マルセル：ちょっと待ってくれ。状況の整理が必要だ。そのうえで、みんなで相談してから決めるから。

ＧＭ：了解です。

マルセル：――とにかく。この次に、ラブ・アントニオが何を仕掛けるのかが、読めない。

ギィ：もし、相手が慎重で頭の良い盗賊だと、ここで襲撃を断だん念ねんして、逃にげるだろうな。その場合、逃とう亡ぼう先さきを押おさえないと、捕つかまえられなくなるな。

ドラン：あ、鋼こう鉄てつ騎き士し団だんに命じて指名手配の手続きくらいはしておくナリ。

ギィ：いいアイデアだ。頼むぜドラン。それはそうと、いつ襲撃があるか分からないし、オリアーヌが無事かを確かく認にんしたいから、ブルックス商会本店に行かねぇか？

アキナ：ですね！

マルセル：異い議ぎはない。




　というわけで、一同はブルックス商会本店へ移い動どうした。

　応おう接せつ室しつに腰こしを落ち着け、善ぜん後ご策さくの検けん討とうを始めるエンジェルファイヤー。

　早速、ギィがひとつの提案をアキナにもちかけた。




ギィ：さて本店に来たわけだから、まずやっておきたいことがある。アキナ……アントニオとの仲を、オリアーヌに聞いてくれねぇか？

アキナ：あたしですか？

マルセル：他に聞ける人間もいないからな。

アキナ：大だい丈じよう夫ぶかな、あたし。ちゃんと聞き出せるかな!?

ギィ：大丈夫だって！　がんばれ、アキナ！

アキナ：うん、じゃあオリアーヌを話があるって呼よび出だします。




　そして、不安げなオリアーヌが一同の前に姿すがたを見せる。




ＧＭ：では「アキナちゃん、どうしたの？」とやって来たオリアーヌが聞いてきます。

アキナ：（ぎこちなく首を振りながら）う、ううん!?　な、何でもないのっ！（一同笑）

ドラン：呼び出しておいて、それは超ちよう不ふ自し然ぜんナリ！（笑）

ギィ：が、がんばれアキナ！（笑）

アキナ：ご、ごめんなさい（笑）。オリアーヌを傷きずつけてしまわないか、心配になって。と、とりあえず……き、急な任にん務むで店から抜ぬけてて、ごめんね～！　な、何か、問題起きなかった？　とオリアーヌに聞きます。

ＧＭ：「お店のことなら大丈夫！　シルベスタたちの手に余あまるようなお客さんも来てないし。……でも、何でそんな引ひき攣つった顔をしてるの？」

アキナ：な、何でもないよ？　……オリアーヌ、最近なんだか元気だよね！　いいことでもあった!?（一同爆笑）
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マルセル：これまた唐とう突とつだな（笑）。

アキナ：だ、だってぇ～（笑）。

ＧＭ：「アキナちゃんと一いつ緒しよに働けるから、楽しいっていうのはあるかも」アキナの態たい度どから、なんとなく気まずい気分が伝でん染せんしてオリアーヌの回答も不自然に（笑）。

マルセル：ラブ・アントニオとのことはまだ知られたくないだろうしな。

アキナ：……もう駄だ目めだ！（笑）　あ、あのね！

ＧＭ：「うん、何？」

アキナ：友人が、オリアーヌが男性と一緒に歩いているのを見かけたんだって！　その人とはどういう関係なの？

ＧＭ：「あの……そ、その、ちょっと、サインをもらっただけ、だよ？」　何かを隠かくしているそぶりですね。真っ赤になって俯うつむいて、話をします。

アキナ：その人ってサインをもらうような立場の人なの？

ＧＭ：「……はっ!?」

ドラン：「はっ!?」じゃねぇ――っ!?（一同爆笑）

ギィ：恋れん愛あい絡みだと、周りが見えなくなる娘むすめだな（笑）。

ＧＭ：真っ赤になって「ええ、ラブ・アントニオさんと一緒に歩いただけなの。ちょっと親しくしてもらってるだけで……」

アキナ：でも、素す敵てきな人だよね！　もう一回会う約束してたりしないの？

ＧＭ：では、上う手まくオリアーヌから本当の言葉を引き出せるか、【精神】判定をしてもらいましょう。オリアーヌとの対抗判定になります。

アキナ：うぅ。【精神】はちょっと苦手ぇ～。

ギィ：フェイトを１点使ってくれ。オレらが《結束》で応おう援えんする！　ＧＭ、やれるか？

ＧＭ：ＯＫですよ。

アキナ：分かりました！　フェイトを１点使って、ダイスを増ふやします。

ギィ：じゃあ、《結束》でアキナを支援。

ドラン：ワタシも《結束》で支援するナリ。

マルセル：私は残りフェイトを温おん存ぞんしたいので、ここは見送ろう。だが、万が一の時は《パリペイティア》を使う。

アキナ：みんなありがとう！　よ～し、説得するぞ！　（ダイスを振る）22です。

ＧＭ：（ダイスを振る）こちらは14。アキナの説得が成功ですね。

アキナ：よし！　回りくどいのはあたしらしくない。オリアーヌが心配なの！　くわしく話して！　と直球勝負！

ＧＭ：オリアーヌは「……う、うん。実は、今夜逢あい引びきをする約束をしたの……！」と頰ほおを染そめます。裏うら口ぐちの扉とびらを開けておくと、ラブ・アントニオが迎むかえに来るという話です。

ギィ：やっぱり、手引きさせてるのか！

アキナ：分かった。今夜、来るんだね。……オリアーヌは、彼のことが好きなの？

ＧＭ：「……うん。もし、つきあってくれって言われたら、断ことわれないかも」

アキナ：分かった！　じゃあ、あたしたちが、オリアーヌに相応ふさわしい男かどうか、見み極きわめてあげる！（きりっ）

ＧＭ：「え？　え？　な、何でそんな話になるの!?」（一同爆笑）

アキナ：大丈夫、あたしに任まかせて！　じゃあね！

ＧＭ：と、話についていけていないオリアーヌはアキナを呆ぼう然ぜんと見送ります。では、時間があまり残されていないと判はん明めいしたところで、シーンを終了します。







◆Middle 10◆疑ぎ惑わくがもたらすもの




　吟遊詩人による、女性を利用した卑劣な策略が、ブルックス商会を狙う。

　対抗策を練るべく、エンジェルファイヤーはさらに討議を重ねる――。




アキナ：ＧＭ、ここはまた作戦会議をしたいです！

ドラン：姉し妹まいのピンチだけあって、アキナさんが積極的ナリ！

ＧＭ：了解です。場所は商会の応接室。アキナからの報ほう告こくを受けたところからスタートです。

ギィ：やはり、アントニオがオリアーヌに近づいていたか。汚きたないが、盗賊の常じよう套とう手しゆ段だんだぜ。

アキナ：オリアーヌはこの家の高こう価かな金品の位置を把は握あくしてるし……。

ギィ：オリアーヌの性せい格かくからして、持ち出すことはしないだろうけど。

アキナ：でも、操あやつられてそんなことになったら、オリアーヌは責せき任にんを感じて家を出ていっちゃうよ。裏口で会った瞬間にラブダイナマイトを使われるんだろうなぁ……。

ギィ：でも、ラブダイナマイトにも、効果範囲がある。

ドラン：ナイスガイブラザーズが使った大きな方のが効果範囲はだいたいひとつのエンゲージって感じだったナリ。さらに裏口を開けさせて、中で使う必要はあるんじゃ？

ドラン：見えるところで発動させないと効果が期待できないってことナリね。




　と、ここでしばらく考かんがえ込こんでいたマルセルのプレイヤーが発言をした。




マルセル：……うーむ、ちょっと話を聞いて欲しい。私は、敵の目的はなにかについて、考えていた。
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ドラン：バルムンク・ノヴァのことナリか？

ギィ：ブルックス商会がダメージを受ければ、フェリタニア合がつ衆しゆう国こくのピンチに繫がることは間ま違ちがいない。たとえば、倉庫には、借用書とかが入っているはずだぜ。

マルセル：だが、たとえばその借用書だって、お互たがいが信しん頼らい関係を築きずけていれば、借金の踏ふみ倒たおしにはなるまい？　盗ぬすまれたことが証しよう明めいできるならなおさらだ。

ドラン：いずれにせよ、ブルックス商会から金品が奪うばわれ、経けい営えいが傾かたむくのはマズイ。スポンサーを降おりられると、フェリタニア合衆国としても困こまるナリ。

アキナ：ラブ・アントニオは、バルムンク・ノヴァの幹かん部ぶグリンダの指し示じか協力かを受けてるみたいだから、合衆国の力を弱めるように動くのは自然なんじゃないですか？

マルセル：そう、そこが疑ぎ問もんなのだ。

アキナ：どこ？

マルセル：アントニオの目的が復讐なら、エルゼリエがいないのに仕掛けるのはおかしい。

ギィ：留る守すを狙ってることがおかしいって話か？

マルセル：そうだ。バルムンク・ノヴァ側が合衆国の弱体化を狙うのだとしても、エルゼリエの不ふ在ざいのタイミングに仕掛ける理由がない。エルゼリエが無双の武人ならさておき。あくまで商人と考えるなら、殺すなり人質にするなりすればいいだろう？

ＧＭ：…………。




　――あれ!?　た、確かにマルセルの言うとおりだ。

　ラブ・アントニオの目的を〝エルゼリエへの復讐〟ということに絞しぼり込こむのなら。

　しかし……。

　先の展てん開かいが読めなくなった私は、しばらくＰＣたちの話し合いを見守ることにした。




ドラン：……なるほど。

アキナ：言われてみれば、おかしいですね。

ギィ：ちょっと状況を見直すか？

マルセル：もちろん、アントニオに深刻なエルゼリエへの苦手意い識しきがあって、不在のうちに復讐をしたい可か能のう性せいもあるが……。

ドラン：手ひどくフラれた過去があったナリね。

ギィ：まぁ、今までのグリンダの陰いん謀ぼうと比くらべて、今回の作戦はせせこましいな（笑）。

マルセル：その視し点てんでいうと、これがエルゼリエ暗殺くらいのスケールだったら、納なつ得とくもできる。それこそ取り返しのつかない合衆国の損そん失しつだ。

ＧＭ：…………。

アキナ：でも、盗賊団としては、ブルックス商会に盗ぬすみに入るのは、けっこう大だい規き模ぼな作戦じゃないですか？　うちは合衆国のスポンサーだし。

ドラン：そのうえで、ブルックス商会は大陸中に支店がある商会だから、本店とはいえ一店舗の金銭を強奪しても、それですべてがオシマイってわけじゃないナリからね。

ギィ：となると、何故その作戦をバルムンク・ノヴァ幹部のグリンダが指示しているのか、という話だ。マルセルは、グリンダが関かかわっているなら、金品目的だけではない可能性もあると言いたいんだろう。しかも、今回はエルゼリエが不在だからな。

ドラン：あるいは純粋に活動資し金きんが足りないから、ブルックス商会を襲いに来たナリか？

マルセル：もちろん、その可能性もある。今のところ否定する理由もない。……あとは、グリンダが自分の邪魔をしたアキナを狙っている可能性もあるか、と思ったのだ。

ギィ：その可能性もあるな。アキナを狙っているなら、待ち受けて殴なぐり返かえすしかないだろう。

アキナ：あたし、ただでは殴なぐられないよ！

ＧＭ：頼たのもしすぎる言葉ですね（笑）。

ドラン：まぁ、相手の動きが分かっているのだから、待まち伏ぶせていて、一気に引ひっ捕とらえるのがいいんじゃないナリか？

マルセル：ちゃんと来てくれれば、な。相手の行動が読み切れていないので、なんとも胸にもやもやしたものが残る。

ドラン：今夜は待ってみるしかないナリ。もし来なかったら、その時考えるナリよ。

ＧＭ：では、時間を進めますか？（……決め手に欠けるから議ぎ論ろんが進んでないしな）

ギィ：待て。ノルウィッチのすべての門に、検けん問もんを張はらせとこう。

マルセル：そうだな。商会狙いがブラフで、真の狙いがピアニィ大だい統とう領りよう暗殺という可能性も捨すてられない。今夜の街の警戒レベルはどれだけ高くても高すぎということはない。

アキナ：（感心したように）なるほどー。色々考えられますよね。

ドラン：なら検問の設せつ置ちは、フェリタニア鋼鉄騎士団にやらせるナリ。

ギィ：さて、これからどうしようか。残された時間は少ないが、襲撃目的を調査するか？

マルセル：ブルックス商会で最近取とり扱あつかった物品のリストを見せてもらおうか。

ギィ：倉庫にある物品を調べるのか。

ＧＭ：それはオリアーヌが難なん色しよくを示しますが。試ためしてみます？

マルセル：ああ。




　というわけでマルセルはブルックス商会の物品のリストを閲覧することができた（オリアーヌはアキナが説得した）。その結果は――。




ＧＭ：リストを見たところ。最近取り扱った物品に関して不ふ審しんな点は見つかりませんでした。

マルセル：むう、そうか。具体的にはどんな感じだ？

ＧＭ：倉庫を荒あらされて金品が奪われるとけっこう大変なことになるんじゃないかということは分かります。高こう額がくなマジックアイテムや用よう途とのわからない発はつ掘くつ品はいっぱいあります。

マルセル：〝用途のわからない発掘品〟か。漠然としているが、それを調べるには？

ＧＭ：……（げ）。かなり時間を要しますね。倉庫には多数のアイテムがあります。急ぎでというなら判定を強行することは可能です。目標値は相当高く設定しますが……。

ドラン：直接倉庫の中に入るには、オリアーヌを本格的に説得する必要もありそうナリね。

アキナ：本店の襲撃が近そうだし、難しいところですね。

マルセル：（考え込んで）……そうだな。我々が倉庫内にいる時に家人が襲われる展開というのもうまくない。ラブダイナマイト対策に、フェイトも温存したいしな。
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ＧＭ：……（おや。この件をこれ以上追求するのは諦めるようですね）では、先ほどのダメージをポーションで回かい復ふくする時間でも取りましょうか？

ドラン：おお、そういえば少しダメージ喰くらってたナリ。

ギィ：じゃあ、そうするか。




　ＰＣたちが、回復の処しよ理りを行なっている間、私はこの先の展開を慌あわてて考察していた――。

　マルセルが敵の狙いの不自然さを指し摘てきしたことにより（それは理にかなった指摘である）、ＰＣたちはこのシナリオの真の狙いに肉にく薄はくしようとしていたのだ。




ドラン：……おーい、ＧＭ。ポーションでの回復処理終わったんだけど？

ＧＭ：（我に返って）……おっと失礼（笑）。少々シナリオの流れを確認してまして。……では、ここでイベントが発生します。

アキナ：イベント？

ＧＭ：みなさんが話していると、玄げん関かんから声が響ひびきます。アキナにとって馴な染じみ深い声です。

ギィ：アルか？

ＧＭ：ぎぃ――と門が開く音がして……。




　「今帰ったわよ～」

　エルゼリエの潑はつ剌らつとした声が夕ゆう暮ぐれの本店に響いた――。
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ドラン：……あれ？

アキナ：……お母様!?


マルセル：しまった!?　最悪のタイミングだ！

一同：や……やっべぇ――――――っ!?
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ＧＭ：新たな展開を迎むかえたところで、シーンを終了します。







◆Middle 11◆女主人の帰き還かん





　ナイスガイブラザーズの狙いを探さぐっていたエンジェルファイヤー。

　そんな時、出かけているはずのブルックス商会の女主人エルゼリエが帰還した――。

　それは、この事件に新たな展開をもたらす契けい機きとなるのだった。




ＧＭ：エルゼリエはずかずかと入ってきて、みなさんの前にやってきます。「留る守す番ばんご苦労さん……っていうか、『急いで帰ってこい』っていう手紙が来たんだけど？」

ドラン：アキナ、手紙なんか出したナリか？

アキナ：出してないよ！　そもそもお母様！　なんで、急に今日帰ってきたの!?

ＧＭ：「オリアーヌからの手紙で、今日この時じ刻こくまでに帰ってこいって話だったからねぇ」

ドラン：オリアーヌさんが出したナリか？

ＧＭ：オリアーヌは覚えがないと首を横に振ります。「何かの間ま違ちがいじゃないでしょうか」

アキナ：おかしいですね……。

マルセル：……これは！

ギィ：ああ、バルムンク・ノヴァに一杯くわされたか!?


ドラン：マルセルの疑問もこれで解消ナリね。ある意味読みがあたったとも言えるし。

マルセル：（真剣な表情で）そんなこと言ってる場合かっ!?　疑問が解消されても全然嬉うれしくないぞ！

ドラン：まあ確かに敵のターゲットであろうエルゼリエ殿どのがこの場にやってきてしまったナリ。これは由々しき事態！

マルセル：むしろ、エルゼリエの帰還を敵の襲撃予定の今こん晩ばんにコントロールされたと言うべきだ。

アキナ：あああああっ！　本当に、マズイですよねぇ。

ギィ：こっちが話あってるうちに、事態が進行しちまったか？（笑）

アキナ：ああっ!?　さっきお母様が狙ねらわれてるかもって話が出た時に、伝心の人形で連絡を取っておくべきでした！

ギィ：そうだな、「帰って来ちゃ駄目だ」って連絡すりゃあよかった……。

ＧＭ：「急げっていうから、色々断ことわりを入れて転送石で帰って来たのよ？」とエルゼリエ。

マルセル：くっ、まず敵が狙うエルゼリエのことを警戒すべきだったというのに！

ドラン：敵の真の狙いにこだわりすぎて、大事なことをあと回しにしてしまったナリね。

ギィ：軽い裏目かな（笑）。

ＧＭ：え～、それでは……。

マルセル：（遮さえぎって）だが、敵の狙いはエルゼリエと見て間違いなさそうだな。

ギィ：ああ。だが、分かった以上やりようはある。

ドラン：全力で襲撃に備そなえるナリ。

アキナ：ですよね！　特にお母様を狙うなんて許ゆるせないっ！　お願いです！　みんな力を貸かして!!

一同：おぉ――っ!!


ＧＭ：…………。

ギィ：ＧＭ、質問なんだが。ラブダイナマイトの効こう果か範はん囲い内ないに入った場合、オリアーヌやエルゼリエはどうなる？

ＧＭ：エキストラ扱いですので、ラブダイナマイトを起動した者に操られてしまいます。

マルセル：今から逃にがす……というのも無理だろうしなぁ。

ドラン：人ひと質じちに取られたら、それでアウトナリ。

ギィ：オレたちだって、ラブダイナマイトには必死に抵抗しなきゃならないぐらいだしな。

アキナ：……そうだ。みんなにこの家の頑がん丈じような倉庫に入っていてもらうっていうのはどう!?

ドラン：それかっ！

ギィ：ブルックス商会の金庫だな。

アキナ：なにかスゴイ職しよく人にんさんが作っているって言うし！

マルセル：ルルイエ殿だったか……。ふむ。我々が敵を倒たおす間、時間が稼かせげればいいんだから、それもひとつの手だな。

ギィ：いいアイデアじゃねぇか。ラブダイナマイトの影響を回避できそうだし、オレたちが負けなきゃ店員たちも危ない目にはあわないし。

アキナ：ありがとうございます！

ＧＭ：…………（！）。




　この時、事態がより面白い方向に転がっていったことを確信したＧＭは、自分の感情を表に出さないように必死であった――。




ギィ：じゃあアキナ、そろそろ事情を打ち明けようぜ。今晩盗賊の襲撃があるから、オレたちがいいって言うまで、店で働いている人たち全員金庫に入ってもらおう。で、オレたちは襲撃に備える、と。今晩なにごとも起こらなければ、別の対たい策さくもとれる。

マルセル：アキナ、説得してもらえるか？
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アキナ：分かりました！　オリアーヌが出した覚えのない手紙のせいで、お母様が戻もどってきた時点で、今晩襲撃があるのは確かく実じつですからね。

ギィ：じゃあ、エルゼリエとオリアーヌも呼よんできてもらおう。

ＧＭ：…………わかりました。アキナから事情を聞いて「ラブ・アントニオが率いる盗賊団がうちを襲撃？」とエルゼリエは驚おどろきます。

ギィ：しかも、ヤツの動機はエルゼリエに対する復讐らしい。

ＧＭ：それを聞いて、オリアーヌは「アントニオ様が!?」と瞳ひとみを曇くもらせます。

アキナ：ごめん、オリアーヌ……実は。

ギィ：（かぶせるように）おっと、アキナはすぐにオリアーヌに言おうとしたんだが、捜そう査さ上の問題で口止めをしてたんだ！　悪かった！　とオリアーヌに超ちよう言いい訳わけをする！（笑）

ドラン：ナイスフォローナリ、ギィ（笑）。

アキナ：「ギィさん、ドランさん……」と、ここでオリアーヌに向き直って言います。今まで黙っててごめん。途と中ちゆうまでは、本当は良い人だったら……なんて思ったんだけど。

ＧＭ：「アキナちゃん、謝あやまることはないよ。わたしの心に隙すきがあっただけで！」そして気き丈じように顔を上げて言います。「で、わたしたちはどうやってブルックス商会を守ればいいの？」

ギィ：裏口の扉を開けておけば、ラブ・アントニオがやってくるんだっけ？

ＧＭ：そうです。

ギィ：じゃあ、オレたちは裏うら門もんの前で待まち構かまえるか……。

アキナ：その間、オリアーヌとお母様は、地下の倉庫で待っていて！

ギィ：それから、アキナそっくりの人間が来ても、騙だまされないように。後でアキナが外から鍵を開けるから、何があっても、あんたたちは中から鍵を開けちゃ駄目だ。

アキナ：倉庫の鍵かぎはあたしが責任を持って開けるから。

ＧＭ：エルゼリエが「分かった。アキナを信じるわ！」と言います。

ドラン：ただ、ひとつ問題が（笑）。……アキナはパスワードを覚えていられるナリか？

アキナ：……だ、大だい丈じよう夫ぶですよ！（笑）

ドラン：なぜ、不自然な笑え顔がおになるナリか？（笑）

マルセル：……みんな、フェイトを１点ずつ温存しないといけないな（一同笑）。

ドラン：ああ、アキナの判定を《結束》で支援するために（笑）。

アキナ：がんばるから、待っていてね！

ＧＭ：了解です。で、……けっきょく、倉庫には誰だれを入れますか？

マルセル：入るなら、ブルックス商会の関係者すべて、だな。

ギィ：窒ちつ息そくとかしないよな？

ＧＭ：そこら辺は問題ありません。

アキナ：ごめんね、お母様、オリアーヌ。

ＧＭ：「戦闘に関しては専せん門もん家かじゃないからね。任せるよ」エルゼリエは笑顔で答えます。では、みんな整然と倉庫の中に入っていきます。

ドラン：フェリタニア鋼鉄騎士団に護ご衛えいとして協力してもらおうかと考えたけど、今回の敵だと、かえって足手まといになってしまうナリ。

マルセル：仕方ない。……あとは、盗賊団が来てくれればいいのだが。

ギィ：一いち応おう、裏口の藪やぶの中に身を潜ひそめて待ち受けるか。

ドラン：やってきたら、出入り口を封ふう鎖さして、一いち網もう打だ尽じんナリ！

ＧＭ：裏口から屋や敷しき内ないに引ひき込こむ場合、ＰＣ側が奇襲できなくなる代わりに、相手が逃にげられなくなる、という処理にしましょう。

マルセル：なるほど。逃がすよりは一網打尽で捕つかまえてしまった方がいいな。

アキナ：じゃあ、その作戦で行きましょう！　絶ぜつ対たいお母様とみんなを守ります！
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ＧＭ：では、ミドルフェイズを終了して、クライマックスフェイズに移うつります。











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆ナイスガイブラザーズを一いち網もう打だ尽じんにせよ




　日が沈しずみ、夜も更ふけたブルックス商会本店の裏うら口ぐちに、不ふ審しんな影かげが忍しのび寄よる。

　手足の生えた巨きよ大だいなハート形のシルエットを先頭に、黒ずくめの男たちが付つき従したがう。

　一見シュールな光景だが、恐おそるべき悪意を抱いだいた集しゆう団だんであった。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズ。ブルックス商会の営えい業ぎようも終わり、夜も更けてきた頃ころ、奇き妙みようなシルエットの集団が裏口から入ってきます。

アキナ：奇妙な影？

ＧＭ：先頭を行くのは、身みの丈たけ二メートルくらいの大きな影です。ぱっと見、手足が生えた巨大なハート形をしており、てけてけと歩いています。その後には黒スーツにサングラスの連中、ナイスガイブラザーズが続きます。

ドラン：先頭のヤツは、おかしな形のゴーレムナリね。




　ドラム缶型エクスマキナが何を言う（笑）。




ＧＭ：月夜に照らされたその姿すがたをよく見ると、巨大なハート形の塊かたまりを背せ負おったラブ・アントニオであることがわかります。

ギィ：ハート形でかっ!?


アキナ：えっ、そんな大きさのラブダイナマイト……って。ちょっとマズくないですか？

マルセル：ああ、コンサート会場のヤツとミドルフェイズのヤツを比くらべたら、効こう果か範はん囲いは大きくなっていたような演えん出しゆつだったな。ＧＭ、どうなんだ？

ＧＭ：ええ、このサイズなら、このシーン全体が効果範囲になる、とお考えください。

一同：なんだって――っ!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：本来なら館の中心で爆発され、ブルックス商会全体がカバーされるほどでしたが、裏口から入ったところで阻止したので、地下の倉庫の皆さんは効果範囲外という扱いで。

ギィ：従じゆう業ぎよう員いんみんな、倉庫に入ってもらって本当に良かったな（笑）。

ドラン：鋼こう鉄てつ騎き士し団だんも連れてこなくて良かったナリ。

アキナ：爆ばく発はつしたら、絶ぜつ対たい抵てい抗こうできるようにフェイト残しておかないと！（←必死）

マルセル：まったくだな（笑）。

ギィ：じゃ、ヤツらが入ってきたところで、サーチライトをカッと当てる。そして、ドランにすすっと進み出て「神しん妙みようにせい！」と言って欲ほしい！

ドラン：ほほう、ではそういう趣しゆ向こうでいくナリ。カパッとボディから十手と提ちよう灯ちんを取り出して言う。ご用だ！　神妙にお縄なわにつくナリ！




[image: ]




　いきなり捕とり物もの帖ちようを始めないでいただきたい。




ドラン：我われ々われは高速機動奉ぶ行ぎようエンジェルファイヤー！　貴き様さまらの悪事、この体内にある竜りゆう輝き石せきが見み逃のがさねぇ、ナリ！

アキナ：ドランさん、時じ代だい劇げきモードですねっ!?（笑）

ＧＭ：三〇人からなるナイスガイブラザーズは戸と惑まどいを見せますが、みなさんが四人と見て色めき立ちます。「相手はわずかだ！　やっちまえ！」

ドラン：そう来ますよねぇ～。

マルセル：待てＧＭ。敵はアントニオと部下だけなのか？

ＧＭ：はい。

マルセル：じゃあ、ここには謎の美人マネージャーはいないのか？

ＧＭ：そうです。

一同：えっ!?

マルセル：……っ！　これはイヤな予感がする。

ドラン：マネージャーって、グリンダである疑いが有力だったナリね。

アキナ：そ、そういえば。これはどういう……？

ギィ：……（しばし考えて）ま、そのことは後回しにしよう。館にラブダイナマイトを持ち込まれちまったこの状じよう況きようで、他のことをする時間はオレたちにはねぇ。

アキナ：は……はい。

マルセル：残念だがギィの言っていることは正しい。まずは、アントニオたちからつぶす。

ＧＭ：……では。ドランが名乗りをあげたところから、演出を再さい開かいしましょう。

ドラン：さあ、お縄につけいナリ！

ＧＭ：「豪ごう勢せいなお出で迎むかえ、痛いたみ入いります」とラブ・アントニオが大おお仰ぎようにお辞じ儀ぎをします。

ドラン：いいえ、こちらこそ、ナリ。

ＧＭ：「ふふ。我わが懐なつかしき思い人、エルゼリエはいないのかな？　このパーティへの招しよう待たい状じようを送ったはずなのですが……。それに、愛いとしいオリアーヌ嬢じようの姿も見えませんなぁ？」

アキナ：……何のことでしょう？（空々しく）

ドラン：とぼけたっ!?（笑）

ＧＭ：「なるほど。つまり、あなた方は、私わたしが彼かの女じよたちと真実の愛を育はぐくむのを邪じや魔ましようとしているわけですな？」

ドラン：うわ、キモ！（笑）

ギィ：お前のコードネームは〝愛〟だな？

ＧＭ：「そう！　この世にあまねく理想の愛を届とどける。それがこの、バルムンク・ノヴァ一六魔ま将しよう、〝愛ラブ〟のアントニオです！」
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マルセル：お前が一六魔将？　バルムンク・ノヴァの人じん材ざい難なんもたいがいだな。

ＧＭ：「侮あなどってもらっては困こまります。〝愛〟の恐おそろしさ、味わっていただきましょう」

ギィ：味わいたくねぇ～！（笑）

ＧＭ：すると部下たちは「兄あに貴きがいたから、オレたちはナイスガイになれたんだ！　その愛の力を見せてくれ！」とはやし立てています。

アキナ：けっきょく戦うんですよね。お相手します！
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ＧＭ：「待ちたまえ。私の望みは愛し合うこと！　私をすげなくふったエルゼリエも後こう悔かいの涙なみだを流し懺ざん悔げするでしょう！　すべての者が私を愛す！　それが、真実の愛の形！」

一同：…………。

ドラン：なんて自分勝手な！（笑）

ギィ：あきれた勘かん違ちがい野や郎ろうだぜ（笑）。

アキナ：愛ってよく分かりませんが……あなたの愛は偽にせ物ものですっ！

ＧＭ：「では、あなたに真実の愛を教えてさしあげます！　ラブ・アントニオとナイスガイブラザーズが贈おくる、めくるめく愛の一夜、お楽しみください！」

ドラン：だ、駄だ目めだ……。どう見ても売れない芸人のショーにしか見えないナリ！（笑）

ＧＭ：ナイスガイブラザーズは戦闘態たい勢せいを取り、ラブ・アントニオは背負っていたハート形の爆ばく弾だんをその場に置いて、スイッチを入れます。

ギィ：これって、止められるのか？　たしか、カウントしてたよな。

ＧＭ：エンゲージしてトラップ解かい除じよをすると、止めることができますよ。ただし、最終段だん階かいにならないと止められません。

ギィ：……最終段階？

ＧＭ：最初のうちはアントニオがガードしているので、トラップ解除ができないんです。最終段階になるとラブダイナマイトに翼つばさが生えて周囲を飛び回るので、その段階で撃うち落おとすと、トラップ解除をすることができるという。

マルセル：まぁ、なんとなく分かった。

ＧＭ：アントニオと、ナイスガイブラザーズ六体が三つのエンゲージに分かれます。

ギィ：ちなみにアントニオの使用する武ぶ器きは？

ＧＭ：殴なぐられると痛いたそうなギターです。

アキナ：バードなのかなぁ？

ギィ：ロックンローラーはギターのことをアックスって言ったりするから、ギターという名の斧おのなんじゃねーの？

ドラン：そういうネタナリか！（笑）

アキナ：なるほど！（笑）

ＧＭ：みなさんと敵との距きよ離りはそれぞれ５メートルです。では、戦闘に移うつりましょう。




●第一ラウンド

行動値ち

ギィ　　　　　　　　　　　　：21

アントニオ　　　　　　　　　：20

ドラン　　　　　　　　　　　：17

アキナ　　　　　　　　　　　：14

マルセル　　　　　　　　　　：14

ナイスガイブラザーズＡ～Ｆ　：10
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ドラン：さっさと近づいて、自じ爆ばくをしたいナリ（笑）。残り【ＨＰ】が多ければ多いほど、相手に与あたえるダメージがでかくなるから、今使うのが一番お得な気がするナリ。

ギィ：うーん。あんまり最初のうちから自爆してしまうのはどうかと思うぜ（笑）。

マルセル：『ＡＲ２Ｅ』になって、戦闘不ふ能のうからの回かい復ふくが大変になったからな……。

ＧＭ：では、第一ラウンドのセットアッププロセスです。まずはギィから。

ギィ：ここでギルドサポートが使えるわけだが、《陣じん形けい》と《限げん界かい突とつ破ぱ》からいくか。

アキナ：じゃあ、両方とも使います！　で、《陣形》の効果で、あたしはアントニオに接せつ敵てきします。この、バーカバーカっ！（一同笑）

ドラン：アキナの精せい神しん年ねん齢れいが一気に低下した！（笑）

ＧＭ：「何を言うのですか、愛さえあれば、人は馬ば鹿かにでもなれるのです」

ドラン：アキナ、早くそいつを倒たおすナリ！　もう、見ているのがつらいナリ～！（笑）

アキナ：はい、早く黙だまらせます♪

ドラン：一方のワタシは１メートル後こう退たい。離り脱だつしてもエンゲージされない、かつすぐに自爆できるようエンゲージできる位置につくナリ。

ギィ：オレとマルセルは、思い切って５メートルくらい後退しておくか。

マルセル：そうだな。その位置でいいだろう。
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ギィ：で、《陣形》の移い動どうが終わり。オレ自身はセットアップなしだ。

ＧＭ：では、次。ラブ・アントニオがオリジナルスキルの《愛戦士ラブウオーリアー》を使用します。対象はナイスガイブラザーズ全員。




《愛戦士ラブウオーリアー》

　セットアッププロセスに使用する。射しや程てい：シーン、対象：場面。

　任にん意いの対象が行なう判はん定ていに＋１Ｄ、ダメージに＋30する。この効果はラウンド終しゆう了りようまで持続する。ただし、アントニオの部下にのみ効果がある。




ＧＭ：アントニオがギターをかき鳴らすと、まわりのナイスガイブラザーズたちは、「兄貴～！」と盛もり上あがります。

ドラン：判定に＋１Ｄで、ダメージに＋30ぅ～！　けっこうな効果ナリよ。

アキナ：部下にのみってことは、アントニオ自身にはかからないんですね。

ギィ：なあ。……《インタラプト》で打ち消しておく？　こっちは《限界突破》中だから、消さないでおく？

ドラン：支し援えんをもらえば、ナイスガイブラザーズはワタシが何とかできると思うナリ。

ギィ：恐らくそうだろう。だが、いままでの経験上このＧＭの場合、振ふるダイスが増ふえると、クリティカル出やすくなる気がして嫌いやなんだよなぁ。

ＧＭ：はっはっは。

マルセル：《パリペイティア》で対たい処しよするさ。《インタラプト》はひとつしかないんだろ？　もっと大おお技わざを仕し掛かけられたら困こまる。

ギィ：……分かった。ここは通そう。だが、万が一ＧＭがクリティカル連発したら……（笑）。

ドラン：裏うら目め軍ぐん師しの本ほん領りよう発はつ揮き、ナリね（笑）。

マルセル：失礼な！　大だい丈じよう夫ぶに決まっているだろう！　……きっと（笑）。
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アキナ：なんで、自信なさげなんですか――っ!?（笑）

ギィ：まぁ気持ちは分かる（笑）。

ＧＭ：さて「兄貴の愛を感じるぜ～！」と愛戦士となったナイスガイブラザーズ。着ていたスーツが破やぶけ、急にムキムキし始めます。

ドラン：ヤバそうなビジュアルになったナリよ！（笑）

アキナ：こっちだって《限界突破》して判定に＋１Ｄされますから。負けませんよ！（笑）

ＧＭ：では、次はドランです。

ドラン：セットアッププロセスは特になし、ナリ。

アキナ：あたしも特にありません。

マルセル：私か。タイミングがセットアップに変へん更こうされた《スピリチュアルウェポン》をアキナへ。ダメージに＋10点だ。

アキナ：ありがとうございます、マルセルさん♪

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。ナイスガイブラザーズ全員が《カリキュレイト》。ＡＢがドラン、ＣＤがギィ、ＥＦがマルセルに攻こう撃げきします。

ドラン：行動がナイスガイじゃないナリ！

ギィ：……アキナは女じよ性せいだから攻撃対象にしないとか、そんなんじゃないだろうな？

ＧＭ：「オレたちの心意気を分かってくれたようだな！」（爆笑）

ギィ：ダメだコイツら（笑）。……さっさと倒たおそう。

ＧＭ：そう簡かん単たんにいきますかな？




　黒服の男たちは数の力にものを言わせ、マルセル、ギィ、ドランに銃じゆう弾だんの雨を降ふらせる。

　ブルックス商会本店の敷しき地ち内ないは耳をつんざく轟ごう音おんに包まれた――。




ＧＭ：では、まずはナイスガイブラザーズＡから。（ダイスを振る）命中は22。

ドラン：そんなの無理ナリ！　（ダイスを振る）14で回かい避ひ失敗ナリ。

ＧＭ：（ダイスを振る）93点ダメージです。

マルセル：《プロテクション》。（ダイスを振る）ドランの前に神の加護による魔法の障壁を展開。54点軽けい減げんだ。

ドラン：チュイーン！（←弾丸が跳ねた音）　31点ダメージを受けたナリ。でも、まだまだ元気ナリ！

ＧＭ：では、ナイスガイブラザーズＢ。（ダイスを振る）命中は18。おや、銃口がそれてしまたようだ。

ドラン：フェイトを２点つぎ込こんで回避。（ダイスを振る）……20！　ひらりと成功ナリ！

ＧＭ：次は、Ｃがギィにズババッと射撃。（ダイスを振る）命中は26。

ギィ：（ダイスを振る）22で回避失敗。うおっと、ドジッたか。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは97点です。

マルセル：《プロテクション》。（ダイスを振る）54点軽減。

ギィ：イテっ！　何発か銃弾がマルセルのはった障壁を抜けて来やがった。33点ダメージを受けた。なんかちょうど《愛戦士》分こっちのダメージが来てる感じだぜ。

ドラン：イヤらしいドーピングナリ。

ＧＭ：「フっ。これが兄貴の愛の力よ！」ナイスガイブラザーズＤの攻撃。（ダイスを振る）うわ、いい気になったところで出目が悪い！　命中は19です。

ギィ：ダイスで12が出れば回避できる……フェイトを１点使ってみよう。（ダイスを振る）22で回避成功。

ＧＭ：くっ！




　さらにナイスガイブラザーズの銃じゆう撃げきは続き、マルセルが34点と26点のダメージを受けた。




ドラン：ふぃ～。ちょっと痛いたかったけど、なんとかしのいだナリね。

ＧＭ：う～ん。クリティカルが出ないとこんなものか。

マルセル：そうそう出されてたまるか！（笑）

ＧＭ：では、ギィのメインプロセスになります。

ギィ：（考えて）ナイスガイブラザーズＤだけを残して、アントニオと残りの連中を対象に矢の乱れ撃ちをご馳ち走そうしてやろう。ムーブアクションで《ホークアイ》、マイナーアクションで《ホロウショット》、メジャーアクションで《アローシャワー》＋《アローレイン》。




[image: ]




ＧＭ：そんなご馳走いりません！（笑）

ギィ：おっと。さらに《デュアルアロー》を使って、とっておきのリンメルの矢を２本使用。フェイトを１点つぎ込んで、ダイスを増ふやす。隠し味ってヤツだ！（笑）

ＧＭ：そ、そこまでやりますか!?（笑）

ギィ：当然やるさ！　姿を見せない美人マネージャーが援軍に来る可能性もある。ザコにはとっととご退場いただきたいってのが本音でね。

アキナ：そ、そうですね！

マルセル：うむ。

ギィ：（ダイスを振る）クリティカルはしなかったけど、６が一個こ出てるから、《ハードラック》でクリティカルに変更。

マルセル：おお、クリティカルが出たか。では、そこに《シーリィ》を乗せよう。その幸運をさらに神の加護で拡大させてダメージを引き上げるぞ。

ＧＭ：ナイスガイブラザーズは……（ダイスを振る）う～ん、ＡＢＣＥは回避失敗。

ドラン：まぁ、クリティカル以外は回避できないから、当然ナリね。

ＧＭ：（ダイスを振る）でも、ナイスガイブラザーズＦはクリティカルで回避成功！

マルセル：《パリペイティア》。神の加護で運命に介入！　振ふり直してもらおう。

ＧＭ：そんな殺生なぁ～。（ダイスを振る）振り直した結果、回避失敗です。（ダイスを振る）アントニオも回避失敗です。ですが、アントニオは、オリジナルエネミースキルの《愛の防護ラブデイフエンス》で、ナイスガイブラザーズＣに自分をかばわせます。

ギィ：むっ、なんだその技わざは？

ＧＭ：モブにカバーをさせるスキルですよ！　「兄貴、愛いとしいアンタを助けるぜ！」「お前の愛は見み届とどけたぞ、チャーリー！」

アキナ：………。

ドラン：ヒドイ茶ちや番ばん劇げきナリ（笑）。

ＧＭ：あ、チャーリーってのはナイスガイブラザーズＣのことですよ？　頭文字のＣから取りました。

ギィ：そんなこと聞いてねぇよっ!?（笑）

ＧＭ：（構かまわず）なお、Ａはアンディ、Ｂはバーニィ、Ｄはダニィ、Ｅはエディ、Ｆはフレディとなっております……。

一同：だから、聞いてないって！（一同爆笑）

ドラン：心底どうでもイイ設せつ定ていナリ（笑）。




　ごもっともです。




ギィ：いいから倒すぞ（笑）《ピアシングストライク》でダメージダイスを増ふやす。10Ｄ＋[image: 122]点ダメージ、か。まぁまぁだな。（ダイスを振る）[image: 152]点の、防ぼう御ぎよ力りよく無む視しのダメージだ。

ＧＭ：攻撃を受けたＤ以外のナイスガイブラザーズはそれで倒たおれます。「痛いてぇよ兄貴！」「ふふ、お前の仇かたきは必ず取るからな、チャーリー。それが私の愛！」「まだ死んでねぇ、戦闘不能だよ兄貴っ！」と愛に満ちたやりとりがなされました（笑）。

アキナ：ふざけて見えてやっかいですよね、これ。

ドラン：そうナリね。地味に時間を稼がれて、こうしている間に、美人マネージャーは何をしているやら。

ＧＭ：あはは。次はアントニオ。オリジナルエネミースキルの《愛の爆発ラブバースト》を使用します。

ギィ：また来たか。今度はどんな効果だ？

ＧＭ：「射程：20メートル」「対象：範囲（選せん択たく）」で、４Ｄ＋60の無む属ぞく性せいダメージを与あたえる射しや撃げき攻撃です。１点でも【ＨＰ】ダメージを与えた場合、［スタン］を与えます。ギターをかき鳴らし、その爆ばく音おんでギィとマルセルのエンゲージに攻撃！

ドラン：きっと喰くらうと、下手な演えん奏そうにのたうち回るナリね。

ＧＭ：ドラム缶かんの分ぶん際ざいで、失しつ敬けいだぞ！（笑）　（ダイスを振る）命中は36です。

ギィ：……《インターフィアレンス》！　現げん在ざいの命中値は６Ｄ＋23だから、フェイトは使わないでおこう。（ダイスを振る）……こっちは37！

ドラン：妨ぼう害がい成功ナリ！

ギィ：ふぅ、危あぶなかった！

ＧＭ：ギィの放った矢がアントニオのギターの弦げんを弾はじいたということで。

ギィ：ふっ、弦をつま弾びくなら、オレの方が上だぜ！

ＧＭ：「アーティストの演奏を邪魔するとはマナー違い反はんだぞ、キミィっ！」（笑）

ギィ：くっ、このトンチキ野郎め（笑）。

ドラン：なんか、ひと回りしてオモシロくなって来たナリ（笑）。

マルセル：そうか？（笑）

ドラン：じゃあ、ワタシの番ナリ。ムーブで《ランニングセット》＋《クラッシュバリア》、これで対象の【魔法防御力】は０。マイナーで《ブーストマジック》、メジャーは《ダブルキャスト》で《エアリアルスラッシュ》を使用。《マテリアルコンポーネント》でエメラルドを使っておくナリよ。アントニオめがけて魔力で強化された風の刃を二発放つナリ。
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ＧＭ：は、どうぞ。

ドラン：一発目の命中は……（ダイスを振る）む、６が一個出てるナリ。《シークレットアーツ》を使用。（ダイスを振る）よし、クリティカル！

マルセル：では、《シーリィ》を乗せよう。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗。《愛の防護ラブデイフエンス》を使用。ナイスガイブラザーズＤにカバーをさせます。

ドラン：（ダイスを振る）[image: 153]点ダメージ。

ＧＭ：「あ、兄貴ぃ――っ！」アントニオを守るため、Ｄは自ら風の刃に身をさらして倒たおれてしまいました。

ドラン：さて、二発目。《マテリアルコンポーネント》で、再ふたたびエメラルドを使うナリ。そして、《リゼントメント》。（ダイスを振る）命中、クリティカルナリ！　ふふふ、こっちが本命ナリよ！

マルセル：じゃ、また《シーリィ》を乗せよう。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗です。くっ！　とにかく攻撃でクリティカルを出して、マルセルが《シーリィ》で支援という作戦が決まりまくりですね！

アキナ：チームワークが向上したんですね！（笑）

ギィ：だな（笑）。さて、今度こそアントニオに攻撃が通るぜ。

ドラン：（ダイスを振る）[image: 300]点、防御力無視のダメージ。生まれ変わったワタシの攻撃はどうナリか？　これこそノルウィッチ警けい備び隊長の実力！




　すさまじい魔法の烈れつ風ぷうがラブ・アントニオを包つつみ込こむ。

　渦うず巻まく真空の刃やいばに切きり刻きざまれていく、愛の吟遊詩人であったが……。




ＧＭ：まだ倒たおれませんよ？　「ふ、この痛いたみ、確かな愛を感じます」

一同：あ、愛っ!?（爆笑）

マルセル：軽くひくな。

ドラン：ワタシを巻まき込こまないで欲しいナリ！　ど、どうにかして、アキナさん！

アキナ：この人変へん態たいです♪　ドランさん、頑がん張ばって逃にげてください（きっぱり）。

ドラン：ノォオオオオオッ!!（一同爆笑）
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ＧＭ：「ふ、お嬢じようさん。それは褒ほめ言こと葉ばですよ？」

ギィ：お前の反はん応のうもどうなんだ!?（笑）

アキナ：次はあたしの番ですね。でも、マルセルさんの支援を待つために、待機します。

マルセル：では、私がアキナに支援を。《ブレッシング》＋《グローリー》。（ダイスを振る）……よし、魔ま術じゆつ判定成功だ。

ＧＭ：マルセルの支援で、アキナの剣が神々しい輝きに包まれました。では、待機していたアキナの番です。

アキナ：ありがとうマルセルさん！　切れ味が上がったところで。ムーブで《ファストセット》＋《スマッシュ》、マイナーで《フルスイング》、メジャーで《ストラグルクラッシュ》。アントニオに攻撃、命中にフェイトを１点使います！　ええいっ！　と、力いっぱい剣を振り回します！

ＧＭ：かすっただけで吹っ飛びそう！

ギィ：んじゃ、《結束》でフェイトを１点アキナへ。

アキナ：では、命中判定！　（ダイスを振る）あ、６が一個出た……《グレートバースト》でクリティカルに！

マルセル：では、《シーリィ》を。

ＧＭ：回避――っ！　（ダイスを振る）うーん、出目は５と６！

一同：危なかった！（笑）

ＧＭ：クリティカルしなかったので、命中です。

アキナ：12Ｄ＋[image: 151]点ダメージです。（ダイスを振る）[image: 187]点ダメージで、防御力無視です！

ＧＭ：了りよう解かい。「ごふっ！」アントニオは目を白黒させてます。

アキナ：二発目の攻撃は《ボルテクスアタック》を使います。体中の力を集めて剣を打ち込みます！　みんなっ！　《結束》の支援をお願いします。ぐずぐずしてると、女マネージャーがどんな悪さをするかわからない！　まずあたしからフェイトを１点使用。

ギィ：アキナの言うとおりだ。もう一回《結束》で支援。

ドラン：今回はワタシも《結束》でアキナを支援するナリ。

アキナ：（ダイスを振る）う～ん、クリティカルしない。《バトルコンプリート》で振り直します。（ダイスを振る）……うーん、また駄目。フェイトを１点使って、もう一回だけ振り直す！　……よし、今度はクリティカル！

一同：おおおおぉぉ――っ!?


ドラン：執しゆう念ねんのクリティカルナリ！（笑）

マルセル：では、《シーリィ》を乗せよう。

ＧＭ：「全力攻撃してくるとは！　これも私への愛かね？」（ダイスを振る）回避失敗です。

アキナ：あっはっは。そんなワケないじゃないですか♪

ＧＭ：………。

ドラン：お前はよーく過去の自分を反省するナリ（笑）。

マルセル：ダメージロールの直前で《ディバインフォース》を使おう。さらなる神の加護をアキナへ。75点上乗せだ。

アキナ：スゴイ！　助かります！　では《スラッシュブロウ》。（ダイスを振る）支援の分も合わせると、[image: 460]点ダメージです！

ギィ：すげっ！




　堅けん牢ろうな大たい剣けんを渾身の力でアキナは振ふり下おろす！

　ぐしゃっ！　と思わずくずおれてしまう、ラブ・アントニオ。

　しかし、驚きよう異い的てきな意地と生命力を発揮して、ふらつきながらも立ち上がってみせた。
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ＧＭ：うぅ、けっこうボロボロ。「だがぁ……愛の力は不ふ滅めつ！」これでラウンド終了……？

ギィ：待てい！（ニヤリ）　《再さい行こう動どう》使おうか。《限界突破》の最中だし。

ＧＭ：……やーめーてぇ――っ！（一同爆笑）

アキナ：《再行動》しまーす♪（笑）

ＧＭ：ならこちらも《再行動》。アントニオしか残ってないけど。

ギィ：すると、行動トップはオレだが、トラップ解除の仕事が残ってるんで待機。

ＧＭ：では、アントニオの番です。オリジナルエネミースキルの《愛の爆撃ラブボンバー》を使用します。

一同：愛の爆撃!?

ＧＭ：ダメージは６Ｄ＋50の〈無〉属ぞく性せい魔法ダメージ。対象に１点でも【ＨＰ】ダメージを与えた場合、バッドステータス［放心］［スタン］です！

ドラン：うわ、［放心］［スタン］は辛つらいナリ！

ギィ：……《愛の爆撃ラブボンバー》を、《インタラプト》で打ち消し。

ＧＭ：その《インタラプト》を《インタラプト》で打ち消し！

ギィ：ちっ、通しだ。

ＧＭ：よかった……（笑）。「対象：場面（選択）」なので、ＰＣ全員が対象ですよ！　（ダイスを振る）命中はよし！　36。

一同：ちょっと待てーいっ!?（笑）




　さすがに36という達成値を回避できたものはひとりもいなかった。




ＧＭ：では。「はっ！」とアントニオは空中に、ふわり――と舞い上がります。

アキナ：飛んだっ!?

ＧＭ：そして、持っているギターをかき鳴らし、魔法の爆音をまき散らします！　「私のステージはこの夜空！　私の調べを聞いたものには死あるのみ！」うっとりとした表情で、怪しい演奏を始めます！

一同：…………。

ＧＭ：……はははん♪（←うっとり）

ドラン：バ、バカだぁ――っ!?（一同爆笑）

ギィ：確かにバカだがここでダメージは喰らえねぇ！　オレがマルセルを《カバーリング》だ。アキナは《ソウルバスター》狙ねらいでダメージを受けてもらおう。ドラン、お前をかばう余よ裕ゆうはない、すまないが。

ドラン：自爆できなかった……が、仕方ないナリ。分かったナリ。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは67点の〈無〉属性魔法ダメージ！

マルセル：ギィに《アフェクション》。ダメージ打ち消しだ。

ドラン：62点食らったナリ。

アキナ：《ソウルバスター》を使います！

ＧＭ：ぐっ、だけど、まだ生きてますよ！

アキナ：しぶとーい！　あなたにかまってる場合じゃないのにっ!?

ＧＭ：「ひ、ひどいですよお嬢さん」（笑）　さて、ここで巨大ラブダイナマイトが最終段階へ移い行こう。翼を広げて空を飛び始めます。これでラブダイナマイトは飛行状じよう態たい。ばっさばっさ。

マルセル：ハートが飛んだっ!?

ドラン：しかも、ばっさばっさと！

ギィ：くそ！　ＧＭ、その巨大ラブダイナマイトの位置関係は？

ＧＭ：巨大ラブダイナマイトは、アントニオのエンゲージに存そん在ざいします。オブジェクトとして扱あつかってください。そして、二ラウンド目のセットアッププロセスに爆発します。

アキナ：ギィさん！　解除がんばって！（←必死）

ギィ：任せとけって！（笑）

ドラン：さて、ワタシの番が来るナリが……自爆したいので、【ＨＰ】を回復して欲しいナリ。その方が大ダメージを与あたえられるナリ。

マルセル：では、イニシアチブプロセスで《クイックヒール》＋《ヒール》をドランに。（ダイスを振る）魔術判定は成功。（ダイスを振る）64点回復。

ドラン：現在【ＨＰ】が81点まで回復したナリ。では、行くナリ！　ムーブアクションでアントニオにエンゲージ。ノルウィッチ警備隊長の大だい爆ばく発はつを見せてやるナリ！

ギィ：さらばドラン！　無茶しやがって！（笑）

マルセル：ドラン、お前というヤツは……（笑）。

アキナ：あたし、ドランさんのこと忘わすれない！（笑）
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ドラン：自爆はするが、死なないっつーの！（一同爆笑）マイナーアクションで《クラッシュバリア》、メジャーアクションで《ダブルキャスト》から《ブロウアップ》！　アントニオとラブダイナマイトを対象にするナリ。フェイトを１点使って……（ダイスを振る）36ナリ。

ＧＭ：（ダイスを振る）両方とも回避失敗です。




　敵めがけて突とつ進しんするドラン。

　目ま映ばゆい閃せん光こうが放たれ、直後に響ひびき渡わたる爆音。

　ラブ・アントニオの周囲に破は壊かいの嵐あらしが吹ふき荒あれた。




ドラン：（ダイスを振る）一発目は[image: 160]点の〈風〉属性魔法ダメージナリ。

ＧＭ：ぐぅ、痛いたいけど両方ともまだ立ってる！

ドラン：ふふふ……甘あまいナリ。ワタシの自爆は二に段だん構がまえナリよ！

ギィ：二段構えの自爆って意味わからねぇ～っ!?（笑）

ドラン：フェイトを使って（ダイスを振る）クリティカルしないので《シークレットアーツ》（ダイスを振る）……それでもクリティカルしないナリ！　達成値39ナリ。

ＧＭ：（ダイスを振る）……39なんて出るか！　回避失敗です。

ドラン：（ダイスを振る）[image: 165]点の〈風〉。ワタシと一いつ緒しよに吹ふっ飛とぶナリィィィィッ！

ＧＭ：……だめだ、二発は耐たえられない。アントニオは戦闘不能になります。「まさか、私の愛が敗北するとは……!?」（がくり）

アキナ：あなたの愛はただの偽にせ物もの。誰だれの心にも届とどきません！

一同：おお――っ！

ＧＭ：ラブダイナマイトは飛行状態が解除されました。トラップ解除が可か能のうとなりました。




　あとは、ラブダイナマイトの解除という一仕事が残っていた。

　しかしアントニオがいない状況での解除に百ひやく戦せん錬れん磨まのギィがドジを踏ふむはずはなかった。




アキナ：ギィさん、頼たのみます！　今さらラブ・アントニオを好きになるのはイヤだし（笑）。

ギィ：ま、《結束》でかなり支援をもらったし、クリティカルするだろ……（ダイスを振る）よし、６が４つ出た。クリティカルだ！

一同：すっげぇ――っ!!


アキナ：これがエンジェルファイヤーの《結束》の力ですね！




　こうしてラブダイナマイトは沈ちん黙もく。エンジェルファイヤーは事じ件けんを解かい決けつさせた。

　かに見えたのだが――。




ＧＭ：さて。アントニオは倒たおれ、意い識しきを失いました。これで戦闘は終了となりますが……。

マルセル：待て。アントニオに、聞きたいことがある。お前の美人マネージャーはどうした？

ドラン：そうナリ!?　肝心の情報をキリキリ白状せい！

アキナ：そうですよっ!?　あと、倉庫のみんなも出してあげないと。

ＧＭ：………（しばし考えて）。アントニオは目覚めません。が正門のほうから音がします。

一同：音？




　店の正門前にガラガラと音を立て、馬車が止まる。そしてひとりの女性が降おり立たった。

　「今帰ったわよ～」

　エルゼリエの潑はつ剌らつとした声が宵よい闇やみの本店に響ひびいた――。




ドラン：何？

ギィ：エルゼリエだと？

アキナ：……お母様は倉庫にいるはずじゃあ!?

ＧＭ：「アンソン伯との話合いが案外早く片付いたんで、さっさと戻って来たのよ～」と、本物のエルゼリエが言います。
















一同：なんっ……だってえぇぇぇぇ――――っ!?


ギィ：……これは、やられたか。

アキナ：……………………。

マルセル：アキナ？

アキナ：ええええぇ――っ!?　どどどど、どうしよう～！　急いで宝ほう物もつ庫こに向かいます！

ＧＭ：では、そのあたりの確かく認にんはエンディングで行ないましょう。正直ＧＭの予想以上のことが起こりすぎてまして。少々整理させてください。

アキナ：オリアーヌー！　みんなぁ～っ！（倉庫に駆けだしていく）

ＧＭ：では、クライマックスフェイズを終了します。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆思いも寄よらぬ結末




　慌あわてて商会本店の倉庫に駆かけつけたアキナ。

　幸いにして、オリアーヌを始めとした家人は無事だったが、エルゼリエに扮ふんしていた謎の人物の姿は消えていた。

　倉庫に安置されていた一本のロッドとともに。




ＧＭ：では、エンディングとなります。クライマックスから引き続きのシーンということで。さて、何から説明しましょう？

アキナ：まず！　倉庫のオリアーヌたちがどうなったかを教えてください！

ＧＭ：特になにごともなく無事に倉庫から出てきます。

アキナ：（ホッとして）よかったぁ～。

ＧＭ：そして、倉庫に入ったはずのエルゼリエは姿を消して存在しません。

ドラン：で、問題なのは美人マネージャーと……。

マルセル：倉庫に入ったエルゼリエが誰だったのか、だな。恐らくは両者とも変身を得意技とするグリンダだろうが……。

ギィ：あと、そいつの目的と合わせて可能な範囲で教えてくれ。

ＧＭ：了解です。偽エルゼリエおよびマネージャーの正体はグリンダです。後にわかることですから、お教えしましょう。彼女の目的は倉庫の中にあった一本の魔法のロッドです。

ギィ：それはどんなアイテム？

ＧＭ：エルゼリエ自身も知りません。古代の遺い跡せきから発はつ掘くつされた品です。値ね打うちがありそうだということでとりあえず保ほ管かんをしていたそうで。

マルセル：くっ、やはり倉庫の中の発掘品を調べるべきだったか!?

アキナ：ああああぁ――っ!?　ありましたね！
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ＧＭ：あそこで、「フェイトをたたき込んででも成功するのだ」って勢いで調査されると、ヤバイかなって内心思ってました（笑）。

ギィ：だが、まあ結果論だな。あの時間のない状況なら目の前の脅威に対処することを優先するってのも間違いとは言えないだろ。

ドラン：マルセルがフェイトを消耗すると、後の戦闘での《パリペイティア》や《結束》に影響が出るナリ。

マルセル：（少し考えて）とはいえ、アキナのオープニングで、倉庫の中に貴重なアイテムの存在にＧＭが触れていたように思う。もう少し早い段階で、倉庫に何があるかについて着目してよかったな。

ＧＭ：それなら展開が変わったかもしれません。まあ、今となってはなんとも言えませんが。

ギィ：ちょっと気にしすぎな気もするぜ。

ドラン：にしても、なぜあのタイミングでエルゼリエに化けたグリンダが現あらわれたナリ？

ＧＭ：実は今回のシナリオはアキナとグリンダの知ち恵え比くらべ、という仕し掛かけがありました。冒頭の倉庫を開くキーワードをアキナに覚えてもらったのは伏ふく線せんでして――。

アキナ：そういえば！　キーワードの意味はなんだったんですか？

ＧＭ：あのタイミングで倉庫に入りたかったグリンダはエルゼリエに扮してアキナの前に登場。「アキナ……教えたキーワードを言ってみなさい。もちろん忘わすれてないわよね」と、キーワードを聞き出す予定でした。覚えていたかどうかは知力判定で決めます。

ギィ：うわ、ＧＭに判定しろって言われたら、プレイヤーとすりゃまず成功しようとするからな。

アキナ：確たしかに。ムキになって成功しようとした気もします。

ＧＭ：なお、皆さんが正体に気づいた場合、グリンダとの直ちよく接せつ対決という展てん開かいもありました。

ドラン：げ！（笑）

マルセル：ＧＭ、オリアーヌをアントニオに操あやつらせたほうが早くないか？

ＧＭ：実は、グリンダはアントニオの実力を信しん頼らいしていませんでした。仮かりに捕つかまって自白されるとたまらないので、肝かん心じんなことは何ひとつ教えていません。

ドラン：確かにラブダイナマイトがなければ、盗賊としては二流って感じナリ。

ＧＭ：さらにグリンダはブルックス商会を狙ねらえばアキナとエンジェルファイヤーが出てくる、と警けい戒かいしたのです。つまり、アントニオとオリアーヌはあくまで囮。

ギィ：ああ。連中、盗とう賊ぞくのくせに派は手でだからな。囮にはうってつけだ。

ドラン：……アントニオ、お前ってヤツは（笑）。

ＧＭ：そこで、商会やオリアーヌのピンチの方に気を取られているアキナの心理の隙すきを突つく。という狙いだったのです。

アキナ：ぐっ。悔くやしいけど反はん論ろんできない！　本当にオリアーヌのことが心配だったし！




　確かに、すごく感かん情じよう移い入にゆうしてましたね。




ＧＭ：あと、グリンダは手の込んだ仕掛けが大好き、という設定もありましたので。

ギィ：そのあたりは元上司のアザゼルゆずりだな（笑）。
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ＧＭ：さらに、アキナ対グリンダというイベントをやりたかったというＧＭ的な狙いもありました（笑）。で、ここで私が驚おどろいたのは、マルセルが敵の真の狙いがエルゼリエではないか、と言い出したところ。

マルセル：だってそうだろ!?　あの時入手した情じよう報ほうでは、ここまでの大がかりな作戦をバルムンク・ノヴァが行なう理由がなかったのだから！
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ＧＭ：まあ確かに。……ともあれ、グリンダの真の狙いは倉庫内の謎なぞのロッドでした。みなさんがその時感じた疑ぎ念ねんなど知るよしもなく、グリンダは自らの作戦を予定どおり実行――。

ドラン：偽にせエルゼリエに扮して商会にやってきて……。

ギィ：オレたちは、バルムンク・ノヴァの真の狙いをエルゼリエの身み柄がらと勘違いした。




　そう。この時、ＰＣの目的は「エルゼリエの身柄を守ること」にシフトしたのであった。




アキナ：あああああぁぁぁぁあぁぁっ!?　そして……あたしは……お母様を守るつもりで、グリンダを倉庫の中にいれてしまったんですね！
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ドラン：今回は、アキナさんが裏目ったナリね！（笑）

アキナ：はうぅっ!?

ＧＭ：マルセルのアシストもあった気がします（笑）。

マルセル：すまんアキナ！　私がもっと早く気づくべきだった。

アキナ：そんな。

マルセル：この借りはいずれグリンダにノシをつけて返してやる。

ギィ：仕方ねぇよ。ラブダイナマイトの脅威にさらさていたところで、予想外の速さのエルゼリエが帰き還かんし、おあつらえ向きに、有ゆう能のうな職しよく人にんの作った頑がん丈じような倉庫が商館に存在していたんだぜ。

ドラン：確かにそう聞くと、エルゼリエたちを倉庫に入れるアイデアが、名案に思えたのも無理はないナリ。

マルセル：偽エルゼリエの帰還で、一いつ旦たん「してやられた！」と思ったことで冷静な判断ができなくなっていたのかもしれないな。




　本当に、ＧＭの思惑とは異なる方向へ転がっていくセッションであった。

　内心でかなりドキドキしながら、ＧＭがその様子を眺めていたのは秘密である。




ＧＭ：そんなワケで、アキナからキーワードを聞き出すことなく、倉庫内に侵しん入にゆうできることになったグリンダさん。労せずして目的を達したわけです。

アキナ：……く。

ＧＭ：…………く？

アキナ：く、悔くやしい――っ!?　でも、面おも白しろいっ――っ!?　今までのセッションでもこんな体験、初めてです！　でも悔しいなぁ～。




　全力で悔しがったり、面白がったり。

　忙いそがしいアキナさんであった。




ドラン：アキナが、壊こわれたナリ（笑）。

アキナ：今回は、打ちのめされましたよっ！（←かなり興こう奮ふん気味）

ギィ：そんな、面白そうに打ちのめされなくても！（笑）

アキナ：プレイヤーは面白がってますよ！　でも、アキナ的には家族を守ろうとして、逆ぎやくに危き険けんにさらしちゃって……。大ショックですから！（笑）

ドラン：確かに、アキナさん的にはショックだろうなぁ。あ、アントニオやナイスガイブラザーズは鋼鉄騎士団に捕ほ縛ばくさせるナリ。念のため聞くけど、何かわかる？

ＧＭ：先ほども言ったとおり、彼かれらはグリンダの意図は知りませんでした。純じゆん粋すいにバルムンク・ノヴァの活動資し金きんを確かく保ほするための作戦と考えていたようです。

ギィ：そういう仕事をさせられてた連中ってことか。

ＧＭ：とりあえず、何か個こ別べつのエンディングの希望はありますか？　なければ、この全体エンディングで今回は締しめますが？

ギィ：オレはねぇな。ナイスガイブラザーズは締めたが、あえてマムに報ほう告こくするほどでもねぇからな。

マルセル：私も特にないな。

ドラン：同じく。

アキナ：ううう～……（←悔しがってる）。はっ！　あたしはあります！　オリアーヌと話がしたいです。

ギィ：なるほど。アキナ以上にオリアーヌが責せき任にんを感じているかもしれんし。

アキナ：じゃあ、お店の屋上で風を感じながら話をする、みたいな感じで。

ＧＭ：では、シーンを切きり替かえましょう。







◆Ending 02◆迷まよえる思い




　手ひどい裏うら切ぎりにあった姉し妹まい、オリアーヌ。

　きっと深く傷きずついているに違ちがいない。

　なんとか元気づけられないだろうか？

　アキナは落おち込こむ彼女のもとに向かうことにした。




ＧＭ：では、アキナさんのエンディング。ブルックス商会本店の屋上に、アキナさんとオリアーヌのふたりがいます。

アキナ：では、落ち込む彼女に声をかけます。オリアーヌは素す敵てきな女性だと思う。仕事もできるし、何よりも人を信じて、好きになれるじゃない。だから、元気をだして。

ＧＭ：「ありがとう、アキナちゃん。でも、男運が悪いのよね……」とションボリしています。

アキナ：実は……オリアーヌがアル兄様に告白したって聞いて、すごく動どう揺ようしたの。恋こいって何だろうって思った……。でも、まだ、よく分からない。ただ、今回の一件で、好きな人を守れるくらい強くなりたいって思った。

ＧＭ：「アキナちゃんはどこまでも前向きなんだね」　ちょっとだけため息をついてから「そんなアキナちゃんを見習わないとね！」とはにかみながら笑います。

アキナ：……えっと、そうだね。あたしはね、前向きなんじゃなくて、これ以上傷きずつきたくないだけなの。大事な人を失うかもしれないって思ったら本当に怖こわくて……。それが、今回わかったの。

ＧＭ：「……そう」

アキナ：だから、誰も傷きずつかないようにがんばろうっ！　って……あれ？　あたしって、けっきょく前向きかな？（一同笑）

ＧＭ：「もうっ！（笑）　でも、アキナちゃんらしい」おかしそうにオリアーヌは笑います。

アキナ：オリアーヌ、少し元気を取りもどしてくれたかな？（笑）

ＧＭ：「ねぇ、アキナちゃん」とアキナをみつめながら、オリアーヌは問いかけます。

アキナ：何？

ＧＭ：（真剣な口調で）「アキナちゃんって、本当に、好きな人はいないの？」




　オリアーヌの問いに、アキナは改めて自分の心の中を見つめ直した。

　しかし、もやもやとした困惑があるだけで具体的な名前は浮かんでこなかった――。




アキナ：うーん……まだよく分からないや！　と言葉を濁にごします。

ＧＭ：「そっかあ……。（少し明るい口調になって）本当に？　マルセルさんとか、どうなの？　けっこうステキな人じゃない」

アキナ：えっ!?　マルセルさんとは……何もないよ～っ！（にっこりと）
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ドラン：爽さわやかに否ひ定ていしたナリ！（笑）

マルセル：べ、別にかまわないではないか！

ＧＭ：「ふぅん？　じゃあ、そういうことにしておいてあげる」と笑います。

アキナ：だからぁ――っ！（笑）

ＧＭ：では、オリアーヌが少し元気を取りもどしたところで、今回のシナリオ終了になります。みなさん、お疲つかれ様さまでした！





『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

第九話「愛こそすべて!?」

―ＦＩＮ―


























































ＰＲＥＰＬＡＹ









◆Preplay 01◆細さい工くは流りゅう々りゆう




　さて、第一〇話である。

　衝撃の第九話を読んで、やや不ふ審しんに思った方もいるだろう。

　何しろ、第九話では〝仮面〟のグリンダはＰＣたちにまんまといっぱい喰わせたものの、それが大きな事件へと発展したわけではない。

　まだ、第九話冒頭で藤井さんのアドバイスを受け、ＧＭが実行すると宣言した大ピンチは起きていないのだから。




　ともあれ、第一〇話では『無印』第七巻で描かれた〝ピアニィの統一帝への戴冠式〟と重なる時系列で、物語を動かしていく――。

　この儀式のために、ピアニィを含めたアルディオンの諸王は竜輝石を携えてエストネル王国へと集うことになる。

『無印』第七巻では、この王たちが集ったエストネルの地で、アルディオンの未来を揺ゆるがしかねない大事件が起きたのだ。

　だが。何も大事件は、その地だけで起きるとは限らない。

　カンの良い方ならもうお気づきだろう。

　そう。第九話は『無印』第七巻で大きた大事件とタイミングを合わせる形での大ピンチを引き起こすための、準備の回だったのである。




　既に伏ふく線せんは張り終わった。




　本シナリオがＧＭの思いどおりの展開に進めば、大陸全土を巻き込む災さい厄やくが発動することになるだろう。

　果たしてこの計画の結末がどのようになるのか？

　エンジェルファイヤーは陰謀にどう立ち向かうのか？




　その結末を、ぜひお確かめいただきたい。







◆Preplay 02◆上がりっぱなしのハイテンション




　さて本日は『デスマーチ』第一〇話の収しゆう録ろく日びである。




酒さか井い：おはようございまーす！




　――と、元気な挨あい拶さつとともに酒井さんがＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室に入ってきた。

　ＧＭとしては前回あまりにも見事に墓ぼ穴けつを掘ってしまったことで、酒井さんが落ち込んでいたりしないか少々心配だったのだが……




酒井：前回は本当にショックでした！（笑）　でもそこがこれまでで一番面白かったっていうか！（笑）　今回はやりかえしてやろうと思って燃えてます！　『デスマーチ』を一巻から四巻まで読み直して、復習もバッチリです!!




　あくまで前向きなハイテンションぶりを見せる、酒井さんだった。




鈴吹：前向きだなぁ！（笑）

酒井：で、アキナが純粋に元気いっぱいだった頃ころを読んで、この頃ころは無む邪じや気きだなぁ～！　なんて、思い出しながら読みました。少し、しんみりしたり（笑）。

たのあきら：酒井さん、すごくアキナに感かん情じよう移い入にゆうしてますね（笑）。きっと今回のセッションでも役立ちますよ。

きくたけ：ふっ、今回は成長したアキナの姿を見せてもらえそうだな（笑）。

酒井：がんばります！（笑）




　実は、ＧＭには酒井さんが盛り上がる気持ちがなんとなくわかる。

　自分にも似たような失敗の思い出があるからだ。

　というか、ある程度経験を重かさねたプレイヤーなら、結構同じような失敗の体験があるのではなかろうか？

　そんなことを思いつつ、ＧＭは開かい幕まくの言葉を告げることにした。




ＧＭ：では、早さつ速そくセッションを始めましょう！

一同：はーい！




●今回予告とハンドアウト

ＧＭ：じゃあ今回予告とハンドアウトを読んじゃいますね。

一同：了解です。




　帝紀八一四年秋。

　フェリタニア合衆国大だい統とう領りよう、ピアニィは統一帝に即位する儀ぎ式しきのため、エストネル王国へと旅立った。

　エンジェルファイヤーは、軍ぐん師しナヴァールから女王不ふ在ざいのノルウィッチの安全を託たくされる。

　だが、戴冠式に沸わく人々の陰かげで邪じや悪あくな陰いん謀ぼうが動き始めようとしていた。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』第一〇話「城じよう塞さい都市の守しゆ護ご者しや」




　すべては竜りゆうの石の導みちびきのもとに――。




ＧＭ：ということで、これまで数々の激げき闘とうを戦い抜いてきたピアニィがついに大陸の覇者、統一帝になります！

酒井：ピアニィさん、すごい！

きくたけ：アキナさんや我われ々われが苦労した甲斐もあったというものです。

ＧＭ：そうそう。第九話では深く触ふれませんでしたが、ゴルフォードの竜りゆう輝き石せきをピアニィやナヴァールの手に無事に渡わたしたことにより、ゴルフォードの合衆国参加を促うながしたのはエンジェルファイヤーの大きな功こう績せきといっていいでしょう。




　表向き所持していると言いつつ、実は行方知れずになっていたゴルフォード王国の竜輝石。

　これが、エンジェルファイヤーの活躍により、内々のうちに、本来の持ち主のもとに返還されることになったのだ。このいきさつがゴルフォードの合衆国参加への大きなあと押しになったのは言うまでもない。

『無印』第七巻でもこの竜輝石の返還のやりとりが描かれているので、興味のある方はぜひお読みいただきたい。




酒井：なるほど。あたしたちの動きが歴史の動きに影響したって、前回話してたのはこれのことだったんですね。

ＧＭ：そういうことです。

たのあきら：そのほかに、読者プレイヤーがベルリールの竜輝石を取りもどしたりで、フェリタニアに、エストネルの石を除のぞいてすべての竜輝石がそろったんです。




　シナリオ集『ベルリールの竜輝石』（ゲームフィールド刊）ではこの失なわれたベルリールの竜輝石を探索するというキャンペーンシナリオが楽しめる。亡国の王女を助け、竜輝石を取りもどすのは名も無き冒険者（プレイヤー）であり、その結果がピアニィたちの行く末に関連していく、という趣向である。




鈴吹：何しろ統一帝になるには、王たちが持つ全ての王威の竜輝石を用意したうえで、〝四宝の試み〟に成功する必要があるからな。

ドラン：まあ、そうやって実力を認みとめられ、そして自ら証明して、ピアニィは統一帝に即位できることとなったナリ。

酒井：なるほど――。で、普ふ通つうならめでたしめでたし！　……ってところだけど、なんか邪悪な陰謀はまだ動いているってことなんですね！

ＧＭ：そのとおりです！

酒井：それにこの間盗ぬすまれたロッドに何かありそうですしね。

ＧＭ：詳しよう細さいは実じつ際さいのセッションで。では、ハンドアウトを読んでいくことにしましょうか。最初はアキナさん。

酒井：はーい。




▼アキナ・ブルックス用ハンドアウト

コネクション：アル　　　関係：家族

　あなたの兄、アル・イーズデイルは統一帝に即位するピアニィに付つき添そってエストネルに向かうことになった。

　そんな彼かれが、珍めずらしくあなたの剣けんの修しゆ行ぎようを見てくれるのだという――。

　どうやら、落ち込むあなたのことを気にしているようだ。




酒井（以下、アキナ）：アル兄様が修行を見てくれるんだ♪　こんなの初めて。

一同：いやいやいや！（笑）

きくたけ：……ん。修行を見てくれてたのはライオン天てん狗ぐ様だからそれでいいのか（笑）。

鈴吹：ああ、その正体がアルってことを、アキナは知らないという設せつ定ていだったな。

ＧＭ：酒井さんが望むなら、ライオン天狗に修行を見てもらっている時に、正体がアルだと気づいちゃうってシーンにしてもいいですけど。

アキナ：それはアキナ的に大問題です！　知っちゃったら、思考停止でこの一話が終わっちゃうかもしれない（笑）。

ＧＭ：難なん儀ぎな話ですね（笑）。わかりました。じゃあ、珍しくアルが見てくれるという話で。

アキナ：ちょっと気合い入ります！（笑）




▼マルセル・ベルトラン用ハンドアウト

コネクション：バルムンク・ノヴァ　　　関係：強きよう敵てき

　フェリタニア首しゆ脳のう部ぶが、エストネルに赴おもむくことになった。

　エンジェルファイヤーには、軍師ナヴァールよりノルウィッチの守しゆ護ご役としての任にん務むが言いい渡わたされる。

　そんなあなたには、気がかりなことがある。

　現げん在ざいナリを潜ひそめているバルムンク・ノヴァの動きについて、だ。




たのあきら（以下、マルセル）：……現在ナリを潜めている、か。これはおもしろいな。

鈴吹：なんで、ドランのハンドアウトじゃないんだよ！（笑）

きくたけ：ほんとナリ～（笑）。

アキナ：………あっ、その〝ナリ〟と紛まぎらわしいですね！（笑）

ＧＭ：ぐあっ!?　そ、そういうつもりじゃなかったんだ～！（笑）

マルセル：うん、分かっているが言わずにはいられなかった。すまん（笑）。ま、バルムンク・ノヴァを警けい戒かいすればいいことは了りよう解かいした。

ＧＭ：つ……、次はドランのハンドアウト！




▼ドラン・ベレレン用ハンドアウト

コネクション：鋼こう鉄てつ騎き士し団だん　　　関係：部下

　フェリタニア合衆国の首脳陣が、エストネルに赴くことになった。

　その間、ドランは部下である鋼鉄騎士団とともに、ノルウィッチの治安維い持じの任にんにつく。

　鋼鉄騎士団は三人の新人も入ってきて、君のまわりはにわかに慌あわただしくなってきた。




きくたけ（以下、ドラン）：なにっ、新人!?

ＧＭ：ええ、新人です。どんな人かは、シナリオの中で説明しますね。

ドラン：ほうほう……何というか、感かん慨がい深ぶかいナリねえ。

鈴吹：感慨深いって、前回いきなり発生した設定じゃん。

ドラン：確かにそうだが、設定上、ドラン的には長年のつきあいの連中ナリ。

ＧＭ：さすがに新人たちは、ドランの知り合いではなく。任務が拡かく大だいしそうなので、増ぞう員いんされた面々ですね。

アキナ：そうなんですか。ドランさん、ますますそっちの仕事が忙いそがしくなりそうですね。

ＧＭ：当面はエンジェルファイヤーの一員と鋼鉄騎士団の隊長の兼けん任にんと思ってください。マルセルがナヴァールからの事じ務む仕事もやっているのと同じイメージです。

アキナ：なるほど。了解しました。




▼ギィ用ハンドアウト

コネクション：ファイブフィンガーズ　　　関係：警戒

　例によってあなたの前に、オーレリー・カルマンがふらりと現あらわれる。

　バルムンク・ノヴァの工作員ファイブフィンガーズがノルウィッチの街に忍しのび込こんだらしい。マムは冗じよう談だんめかしながらも、この連中について警戒を怠おこたらないように、と囁ささやいた。




鈴吹（以下、ギィ）：「例によって」ってなんだよっ！（笑）　ハンドアウトに書くなよ。いいよ来なくてさぁ～。もしかして、マムってオレのこと好きなのかよ～？（笑）

マルセル：なんで小学生みたいなノリなんですか（笑）。

ドラン：マムにとって、ギィは息むす子こみたいなもんでしょ。様子見に来るのは普通ナリ（笑）。

ＧＭ：ギィのほうも、前々回のエンディングで一緒に足を洗あらおうよって言ってたじゃないですか？

ギィ：待て待て、なんだよこの流れ!?　ていうかバルムンク・ノヴァの工作員に忍び込まれて、ノルウィッチがヤバイじゃん！　みんなマムじゃなく、もっとそこに注目しろよ！（笑）

ドラン：話をそらしても無駄ナリ。もともとギィがマムのことを言い出したわけで（笑）。

アキナ：ちっ、余計なことを――っ!?（爆笑）

ＧＭ：ま、とにかくマムから情報が来ますんでよろしく！（笑）







◆Preplay 03◆レベル、上がらず!?




ＧＭ：さて、いつもならここで成長報ほう告こくなのですが……。

ドラン：なんと、今回は経けい験けん点が足りなくてレベルが上がらない！

ギィ：前回、ミッションに失敗しちゃったからなあ。

アキナ：グリンダにまんまとロッドを盗まれて……あああ、もうっ！（笑）　あの時の悔しさがこみ上げてきました！（←満面の笑みで）

ＧＭ：だから、なぜそんなに楽しそうなんですか！（笑）　まあ、失敗ってほどではありませんよ？　ラブ・アントニオの企たくらみは阻そ止ししましたから。グリンダ戦に展開したり、ロッドを守りきったりしたら十分レベルアップできたのですがね。

ドラン：まあ、こういうことは時にはあるナリよ。

マルセル：とはいえ、ギルドレベルは上がりましたよ。これでＧＬ10。

ＧＭ：それでは、新しく取るギルドサポートと、今回持っていくギルドサポートを選んでください。

ギィ：新しく取るのは《天てん啓けい》だ。これしかない。


ＧＭ：………。

アキナ：どんな効こう果かなんですか？

ドラン：ＧＭに一回質しつ問もんできます。

マルセル：これを使えば、前回みたいな時に「グリンダは今誰に化けているか？」って聞くと、あの裏うら目めを防ふせげたりするわけです。

アキナ：それは重要です！　《天啓》で!!（力強く）

ドラン：ギルドマスターのお墨すみ付つきが出た（笑）。

ギィ：じゃあ、《天啓》を取得。全部持っていくには４レベルほど足りないんで、何を諦あきらめるかを選せん択たくしなきゃならんのだけど。

マルセル：前回と同じく、《目め利きき》と《突とつ撃げき部隊》は置いて行こう。あと１レベル分だが……。

ドラン：それなら《祝福》でいいんじゃない？　【ＭＰ】はそれなりに増ふえてるし、ポーションでフォローも効きくナリ。それに、前回は【ＭＰ】があまって使わなかったし。

ギィ：まあ、悪くないんじゃないかな。

アキナ：それじゃ、今回は《祝福》も外します。

ギィ：で、けっきょく今回持っていくのは《蘇そ生せい》《陣じん形けい》《限げん界かい突とつ破ぱ》《高機動部隊》《偽ぎ装そう情じよう報ほう》《結束》《再さい行こう動どう》に《天啓》で。

ＧＭ：では、ギルドサポートが決まったところで、プリプレイは終しゆう了りようです。




















ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆残されし者たちの任務




　帝紀八一四年秋。

　大陸統一を果たしたピアニィが統一帝の称しよう号ごうを得られることが決まった。

　祝しゆく賀がムード一色のノルウィッチで、エンジェルファイヤーに新たな命が下される。




ＧＭ：では、マルセルのオープニングフェイズから始めましょう。ＰＣは全員登場。

マルセル：いつもどおり、ナヴァールから命令されるシーンか。

ＧＭ：はっ、そのとおりでございます。みなさんがナヴァールの執しつ務む室しつへやって来ますと、部屋の中央にはボテンとドラゴンの着ぐるみを着たナヴァールがいます。

ドラン：おい、ドラゴネット！（笑）

アキナ：かわいい～♪

ＧＭ：「ふふ、似に合あうかな？」（←自じ慢まんげな笑え顔がお）

ギィ：…………。

アキナ：あ、ギィさんが渋い顔をしてます（笑）。

ドラン：なら、触れないでおくナリ（笑）。

マルセル：とにかく、どんな用よう件けんなんだ？

ＧＭ：「うむ。これはドラゴネットという私の種族をはっきり主張するための衣い装しようだ」

マルセル：そんなことは聞いてないだろっ！（笑）




[image: ]




ドラン：説明すると余よ計けいイタいナリ（笑）。

アキナ：………！（←想そう像ぞうして笑いをこらえている）

ギィ：おのれ（笑）。オレのキャラを好きに演えん出しゆつしおって！

ＧＭ：で、部屋を見てみると裃かみしもやらセーリアの貴き族ぞく服やら、いろんな衣装があります。

ドラン：なんでそんな服が……。

ＧＭ：「礼服を発注したのだが、どこで間ま違ちがったのか、これらの服が届とどいたのだ。チャイナドレスもあるんだが……どうだね、アキナくん？」

アキナ：チャイナドレスですか、いいですね！

ＧＭ：「とまあ、恒こう例れいの出オチも終わったところで……」とナヴァールは切り出します。

ギィ：恒例なのか！（笑）

ＧＭ：ええもう！　伝でん統とうといってもいいでしょう（笑）。「さて、諸しよ君くんらも知ってのとおり、ピアニィ陛へい下かが〝四し宝ほうの試み〟を行なうため、エストネルへ行くことになった」

アキナ：四宝の試み――さっき言っていた統一帝になるために必要な儀式ですね。




　四宝の試みとは、統一帝になるための儀ぎ式しきだ。各国の王が持つ王威の竜輝石をエストネル王国が保ほ管かんする四つの宝ほう物もつにはめ込こみ、統一帝になる人物がその宝物を持ってみせる。試練に臨む者が、不ふ適てき格かくな人物の場合、不思議な力が働いてそれが果たせないという。




アキナ：ドランさんの中にあった竜輝石がその儀式に……不思議な感じですね！（笑）

ギィ：確かにな（笑）。

ＧＭ：「私やアルもエストネルに行くため、ノルウィッチ周辺は手て薄うすになってしまう」

アキナ：ピアニィさんたちだけで行くわけじゃないですもんね。

ＧＭ：「ノルウィッチ伯はくのイザベラ殿どのが留る守す役やくだ。諸君らは彼かの女じよを補ほ佐さしてほしい」

アキナ：分かりました！

ＧＭ：「ドランには鋼鉄騎士団の団だん長ちようとして、イザベラ殿から指し示じが別べつ途とあるだろう」

ドラン：了解したナリ。

ＧＭ：「バルムンク・ノヴァは今なお健けん在ざい。十分気をつけてほしい」

ギィ：テロをやる側には絶ぜつ好こうのチャンスだしな。

マルセル：常じよう識しき的てきに考えれば、エストネルの方が危き険けんだがな。

アキナ：あ、そっか。要人が集まってるからむしろそこをボーンとやっちゃえば。

ドラン：大陸の首しゆ脳のう陣じんを一いち網もう打だ尽じんにできるなり。

アキナ：でもエストネルにはアル兄様を始め、スゴイ人たちが行くから大だい丈じよう夫ぶですよ！

ＧＭ：「確かにな」と頷うなずいたナヴァールは「そうそう、ステラ陛下からマルセルあてに届けものだ」と言って、たくさんの女じよ性せいの肖しよう像ぞう画がをマルセルに渡します。

ドラン：なんナリか、それ？

マルセル：ぬうっ。…………もしかして、見合い写真か？

アキナ：お見合い!?





　念のため解かい説せつしよう。

　マルセルはレイウォールの女王ステラに片かた思おもいをしていた。

　だが、ステラはその思いにまったく気づいていない。そればかりか、逆に独どく身しんのマルセルを心配してやっている、というオモシロイ状じよう況きようであった。

ＧＭ：「そのとおり。ステラ陛下がマルセルのことを心配して話を持ってきてくださったのだ」ちなみに、候こう補ほ者しやはこちら（左コラムの投とう稿こうデータを見せる）。
















ドラン：元看護兵さんに、レイウォールの兵士、貴族令嬢に、女官僚？　ステラ陛下は何を基き準じゆんで選んだナリか……。

マルセル：……………（顔をしかめている）。

ギィ：オレはマルセルの横でニヤニヤ笑う。おいおい、カロリさんってマルセルに以前からぞっこんらしいな。知らねぇうちにフラグ立てやがって！（笑）

マルセル：そんな話はまったく知らんぞ！　と憮ぶ然ぜんとして言う。ま、恐らくマルセルは鈍いので気づかなかったのでしょう（笑）。

アキナ：一般論ですけど、ドゥアンのソニアさんっていいかもしれませんね。こういう強い女性が家庭には必要ですよ！（笑）

ドラン：抱だきしめられたマルセルの背せ骨ぼねがボキリと折れそうなパワフルさナリ！（笑）

ＧＭ：「なお、伝言も預あずかっている。ここ半年は国元をまとめるのに忙しかったが、〝四宝の試み〟が終われば落ち着いて話もできるだろう。考えをまとめておくように」

マルセル：………（顔をしかめている）。

ＧＭ：（親切ぶった声で）「マルセルよ。お主は今後忙しくなると思うから、支ささえてくれる人は必要だと私は思うぞ」

ドラン：ステラとイイ関係のお前が言うなナリ！（笑）

ギィ：しかも、仕事押おしつける気満々だし！（笑）

マルセル：うおおおっ！　こんな目にあうなら、むしろ仕事を押しつけられたほうがマシだぁぁぁぁっ！（一同爆笑）




　マルセル、魂たましいの叫さけびであった。




マルセル：ぜぇはぁっ。（気を取り直し）……で、このシーンで他にやることはあるのか？

ＧＭ：以上です。他には特にありません。

マルセル：では、私から話がある。先ほどの話でも出たが、今回の件で主要国の警けい備びが手薄になったところを狙ねらわれる可か能のう性せいが高い。事件が起きた時に即そく座ざに各国が相そう互ごに連れん絡らくを取れるようなネットワークを作っておきたい。と、ナヴァールに進言する。
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ＧＭ：…………。

マルセル：ん？　まずいかな？

ＧＭ：……いえ。「ほう……それはおもしろい意見だ」とナヴァールは提てい案あんを歓かん迎げいします。

マルセル：バルムンク・ノヴァのような広こう域いきテロリストに対して有ゆう効こうだろう。

ＧＭ：「そのとおりだ。だから、すべてお主に任まかせよう」

マルセル：…………は？

ＧＭ：「ああ、さすがは有ゆう能のうなマルセルくんだ。この戴たい冠かん式しき周りの空白状況をうまくフォローする策さくを思いついてくれる。これを実じつ施しするにはキミしかいない」

ドラン：マルセルの仕事が増えたナリ（笑）。

アキナ：これって裏目ってヤツですか？

ギィ：だな！（笑）

マルセル：うおっ！　言い出しっぺだけに断ことわれんっ!!（一同爆笑）　自分で仕事を増やしてしまった気もするが……やるしかあるまい！

ＧＭ：では、各国を結ぶ緊きん急きゆう用ネットワークの形成の許きよ可かがおりました。以い降こう、マルセルはその手配をすることができます。……でも、何もせずに完成するというのも簡かん単たんすぎですね。

ギィ：判はん定ていでもするのか？

ＧＭ：……そうですね。難なん易い度ど18の【知力】判定を行ない、成功したらネットワーク完成とします。判定はマルセルが登場したミドルフェイズのシーンの終わりに行なえるとします。

マルセル：分かった。それじゃ、忙しい忙しいと一足先に出ていこう。

ＧＭ：では、その背せ中なかをみんなで見送ったところでシーンを終了しましょうか。







◆Opening 02◆兄と妹、剣と剣




　ある秋晴れの日。兄と妹は剣を持って対たい峙じしていた――。

　ノルウィッチ郊こう外がいの丘おかに響ひびくのは、鋼はがねがぶつかり合う鈍い金きん属ぞく音おん。

　アキナはアルに自らの進むべき道を問うように、渾こん身しんの打うち込こみを繰くり返かえす。




ＧＭ：さて、オープニングの二番目。シーンプレイヤーはアキナさん。ハンドアウトにあったアルと修行するシーンです。場所はノルウィッチ郊外の人目のない小高い丘です。

アキナ：はい。本来ならアルとの修行はうきうきなんですが。この前回のことがあったアキナはストイックというか、一いつ心しん不ふ乱らんに打ち込んでます。

マルセル：鬼き気き迫せまる感じかな？　アル兄様とふたりの時間ぽわぽわ～じゃなくて。

アキナ：そんな感じです。

ＧＭ：で、落ち込んでいるあなたを見かねたアルが「剣の修行でもしねぇか？」と声をかけたのが、この修行のきっかけ。そして、秋晴れの丘で、爽さわやかな風が吹ふき渡わたる中、アキナは必死にアルに剣を打ち込んでいる、と。

ギィ：でも、アキナの【命中】だとアルにはかすりもしないんだよな。あいつ、《ディフェンスライン》で40とか50で回かい避ひしてくるし。

アキナ：アル兄様ですから！（←ちょっと自慢げ）

ＧＭ：必死に打ち込むけど、軽くいなされる、と。逆にアキナがふっと隙すきを見せたりすると、きびしい打ち込みがスパーンと入ってくるみたいな。

アキナ：もう、修行を始めてから、何回も吹ふっ飛とばされてます。

ギィ：当たればなぁ。【命中】はともかく、攻こう撃げき力りよくはアキナもアルにひけは取らないんだが。

アキナ：そうなんですか。でも、とても信じられない。それぐらい、アル兄様との差を感じたり……。それでも何とか一本取ろうと、打ち込みます！

ＧＭ：じゃあ、その一いち撃げきを右の剣で受けたのですが、受け流し損そこねます。アキナがやったと思った瞬しゆん間かんに、アルが「片かた側がわだけに囚とらわれてるともう片かた方ほうを見失うぜ」と告げて、左の剣が直ちよく撃げきし、吹っ飛ばされたところで、一いつ旦たん攻こう防ぼうが途と切ぎれる。

アキナ：……はぁ、アル兄様にはまだまだ一ひと太た刀ちも当たりませんね。

ＧＭ：アルは言います。「アキナが落ち込むなんてらしくないな。剣に迷まよいがあるぜ？」

アキナ：んー……アル兄様。強くなるってどういうことなんでしょうか？

ＧＭ：「強くなるか……」

アキナ：あたしはアル兄様を守れるくらい強くなりたくて剣の修行をしてきました。でもそれだけじゃ守れない……。どうしたらいいのかって、そればかり考えています。

ＧＭ：「……なるほどな。まだ引きずってたか。だいたいはおかんから聞いたけどさ」

アキナ：あう……（さらに落ち込む）。

ドラン：……アキナさんがショックを受けて、地面にのの字を書いているナリ（笑）。

ＧＭ：「悪いが俺じゃアキナの疑ぎ問もんに答えられない。俺だって他ひ人とを守れるほど強くねぇ」

アキナ：アル兄様が？　こんなに強いのに!?

ＧＭ：「そうさ。大きな失敗をしてへこんだこともある」と苦く笑しようしながら言います。

アキナ：…………。
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ＧＭ：「俺は姫ひめさんを守るって約束したんだがな、ある戦いの時、守るどころか逆に姫さんにかばわれたんだよ。それが勝つための最さい善ぜん手しゆだったとはいえな」

アキナ：……そんなことがあったんですね。




　これは『アリアンロッド・サガ・リプレイ②最強のフィアンセ』のエピソードである。




アキナ：そんなことがあったなんて……。自分の失敗を教えて勇気づけようとしてくれるアル兄様にますます惚ほれちゃいそうです！

ギィ：ほぉ（笑）。

アキナ：もうっ！　オリアーヌみたいに玉ぎよく砕さい覚悟で告白しようかしら？（笑）

一同：おおおおぉぉぉっ！

ＧＭ：そうしますか？

アキナ：（腕うでを組んで考かんがえ込こむ）…………う～ん。でも。うまくいえないけど、ここで告白すべきじゃないなって気がするんですよね。

ギィ：ほほう。

アキナ：実は一巻～四巻まで読み直して思ったんです――。




　アキナにとってアルが大切な存そん在ざいなのは変わらないけど。

　アキナ自身の世界は広がってるんだなって。今は見てるものが変わってきてるんだなって。

　だから――。




アキナ：――アル兄様（凜りんとした声こわ音ねで）。

ＧＭ：「改まってどうした？」

アキナ：あたし、アル兄様を守りたくて、フェリタニア軍に参加したけど……たくさん仲間と戦ってきて、アル兄様だけじゃなく、みんなを守りたいと思うようになりました。

ＧＭ：「……そうか」

アキナ：きっとこれからいっぱい悩なやんじゃうこともあるけど、でも仲間と一緒に戦っていきます。そうしたら、人を守れる強さを得られるような気がするから。アル兄様のそばにいられなくても、あたしは仲間たちと一緒にがんばります！

ＧＭ：「アキナも一人前になったんだな……。お前はもう立りつ派ぱに答えを出してるよ」

アキナ：…………え？

ＧＭ：「アキナ、自分だけで考えるな。お前の仲間たちだって、おかんだって頼たよりになる。それに長いこと留る守すにしていたけど、一いち応おう俺だっているわけだしな」

アキナ：はい、みんな頼りになる人たちばかりです。

ＧＭ：「だろ？　そして、お前が誰かを守りたいと思っているように、お前の周りのやつらだってお前を助けたいと思ってるんだ。それを忘わすれなければ、お前は守りたいものをちゃんと守れるようになれるさ」と、アルは優やさしく言ってくれます。

アキナ：「はい。アル兄様もピアニィ様をしっかり守ってね！」って、あたしはちょっと、ちょっとこう大人びた笑え顔がおを浮うかべます。

ＧＭ：「あ、ああ……さて、じゃあもうひと勝負いくか？」と再ふたたび剣を取る剣けん術じゆつ馬ば鹿かのアル。

アキナ：じゃあ、剣を構えながら、少し切なくなります。アキナ的には兄離ばなれを宣せん言げんしたつもりなので。

ＧＭ：「さあ来い！」と、アルは叫んでアキナに攻こう撃げきするよう促します。

アキナ：このまま兄様と離はなれていくのかなあ……。

ＧＭ：そうこうしていると、再び剣けん戟げきが始まります。

アキナ：顔を上げます。そしてアル兄様の剣を記き憶おくに刻きざんで、忘れないようにします！
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　そして、兄と妹がお互たがいの剣けん技ぎを磨みがく音が響き始めた。

　それはまるでふたりの絆きずなを確かめ合うように、いつまでも続いていくのであった……。







◆Opening 03◆新人さんいらっしゃい




　ドランは鋼鉄騎士団の小隊長たちを引き連れ、イザベラの部屋の前にやって来た。

　ノルウィッチの治安維持に関するミーティングが開かれるからだ。

　ドランは意い気き揚よう々ようと、部屋の中へ乗のり込こんでいく。




ＧＭ：次はドランのシーンとなります。ドランと鋼鉄騎士団はノルウィッチ城じようのイザベラの部屋へ集められます。

ドラン：ナヴァール殿の言っていた、治安維持の指示ナリか？

ＧＭ：そうそう。部屋の中には、ドランさんと鋼鉄騎士団の小隊長が何人か。あとイザベラを始めとしたスタッフが何人か居います。

ドラン：鋼鉄騎士団出頭したナリ、と、まずはイザベラに報告する。

ＧＭ：「では、第一回ノルウィッチ城防衛対策会議を始めます」とイザベラが宣言します。

ドラン：パフパフ～ドンドン～ジャンジャン。

ＧＭ：「というわけで、ドランくんには、引き続きこのノルウィッチの治安維持を任せたいのよ」

ドラン：任せておくナリ。

ＧＭ：「近々行なわれる感かん謝しや祭、その後に行なわれるピアニィ陛下の即位の儀に伴うお祭りのため、ノルウィッチの市街はかつてない人出が予想されている。大だい混こん乱らんは必至だわ」

ドラン：なるほど。

ＧＭ：「で、鋼鉄騎士団の人員を増ぞう員いんしようかと」

ドラン：それが、今回の三人の新人たちナリね。

ＧＭ：「そうよ。じゃあ早速新人を紹しよう介かいするわ」と言って、三人の女性型エキスマキナを紹介します。それぞれ、ジェシィ、パティ、ケイティといいまして、ケイティはちょっと大きめなサイズ、ジェシィは中サイズ、パティは小サイズ、です。
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ドラン：おお、よろしくお願いするナリ！

ＧＭ：では三人は頭を下げて。「がんばります」「がんばるモン」「がんばるでゴワス」

ドラン：ゴワス!?


ギィ：いままでは男だったのに、今日から女だって設定がついたろう（笑）。

ＧＭ：ちなみにジェシィが「です」で、パティが「モン」、ケイティが「ゴワス」です。

ドラン：それにしても、鋼鉄騎士団に新人が入るとは……。うーむ、色々あったワタシたちに新しい風が吹ふくのは、感慨深いナリ。

ＧＭ：そして、さらに重要な人物を紹介されます。鋼鉄騎士団のサポート役である錬金術士。ソラリス・セプターという、読者投稿キャラです。




ソラリス・セプター

（？／女／ヒューリン　投稿者：神奈川県　孤猫さん）

　エリンディルの秘ひ密みつ結社、ダイナストカバルの錬金術士、ドクトル・セプターの娘むすめ。ゴーレム研究の専せん門もん家か。極きわめて特とく殊しゆなエクスマキナ、ドラン・ベレレンの噂うわさを聞きつけ、ノルウィッチに仕官してきた。ドランのボディの研究に情じよう熱ねつを注ぐ女性である。

　なお、ダイナストカバルおよびドクトル・セプターに関しては、菊池たけしの『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズをご覧らんいただきたい。
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ドラン：セプター……だと!?　かなりヤバそうな人な気が……？（笑）

ＧＭ：優ゆう秀しゆうな錬金術士で、リビルドの際に新たな竜輝石に合わせて最さい適てきな構こう造ぞうにあなたのボディをカスタマイズしてくれた女性です。

ドラン：おお、その節はお世話になったナリ。

ＧＭ：「鋼鉄騎士団のメカニックとして雇やとわれたが、ワタシとしてはキミの身体からだが見られれば満足なんだ。まあ、他の者も仕事だから面めん倒どうみるけど」

アキナ：おお、ドランさんにもラブが！

ＧＭ：このキャラクターはドランの形けい状じようや機き構こうなど興きよう味みがあるという感じなんですが（笑）。

マルセル：研究対象か（笑）。

ドラン：なんか診しん察さつされるたびに、身の危険を感じていたのはそういうことか！（笑）　ま。ワタシのボディを愛めでてくれるのは当然のことナリね！

ギィ：その自信、どんな根こん拠きよだよっ!?（爆笑）

ＧＭ：「外見もさることながら中の機構が、錬金術士としての興味をいたく引くのよ」

ドラン：フ、ワタシの身体は神しん秘ぴに満ちているナリ。

ＧＭ：あとは前回も話題にのぼったルルイエさんがいます。建けん築ちくの名人でノルウィッチ城じようの改かい修しゆうをつとめています。「城の構造などで質問がある時は、彼女に聞くように。この城の防ぼう衛えいシステムはすべて把は握あくしているわ」と。

マルセル：きっとイザベラの築ちく城じよう趣しゆ味みを実じつ現げんするうえで、苦労しているんだろう（笑）。

ＧＭ：お察しのとおり。これでイザベラ配下の治安維持チームの紹介が終わります。

ドラン：では、諸君、よろしく頼むナリ！　と挨拶を。

ＧＭ：すると部下たちが「はっ、我ら鋼鉄騎士団。ドラン様とともに全力をつくします」と。

ドラン：（力強く）うむ、ピアニィ陛下不在のノルウィッチの治安は諸君の奮ふん闘とうにかかっているナリ！
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アキナ：ドランさんが、燃もえています！（笑）

ドラン：みんな、続け！　わ――――っ!!

ＧＭ：え？　じゃあ団員たちはドランについていきます。

ギィ：（突然騎士団員になって）「隊長！　我々はどこに行くのでありますか!?」

ドラン：（渋い声で）フ、風にでも聞いてくれ――ナリ。




　鋼鉄騎士団どこへ行く――。




ギィ：ちょっと待て――っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：じゃあ。気き勢せいをあげる鋼鉄騎士団が明日へダッシュして、シーン終了です（笑）。

マルセル：ひどいオチだ（笑）。







◆Opening 04◆街の影の中で




　フェリタニア合衆国の首都、ノルウィッチ。

　ピアニィの北ほく遷せん以降、拡大を続けるこの街には光だけではなく、影もまたある。

　ギィが毎夜訪おとずれる酒場はその影の中に存在する店であった。




ＧＭ：さて、次はギィのオープニングになります。マムとの会話のシーンになりますが、場所はお任せします。ご希望などありますか？

ギィ：そうだなあ……。いつものように夜に酒場に繰くり出だすってことでいこう。

マルセル：色んな意味で警戒が必要な時期なのに余よ裕ゆうだな（笑）。

ギィ：人生は楽しく享きよう楽らく的てきに生きる。それがモットーなんでね。で、オレが店に入ると、バーテンダーが奥おくを指で差すんだ。オレは「また来てるのか」と心の中で思いつつ、目で合図をして奥へ入っていく。

ＧＭ：すると、豪ごう華かなＶＩＰルームがあって、マムがそこで酒を飲んでいる、ということで。

ドラン：けっきょく、マムのいるバーに行ってるナリね。

ギィ：もう定期的に顔を出してるんだよ（笑）。マムがしょっちゅう来るから。ほったらかしにして「ご無ぶ沙さ汰ただったねぇ」とか言われる方がヤバいんだ。

アキナ：なるほど……。

ギィ：んじゃ、オレはマムに……よう、と軽く挨あい拶さつする。

ＧＭ：「楽しくやってるようじゃない」

ギィ：ああ、おかげさまでな。

ＧＭ：「うちの酒場を気にいってくれて本当にうれしいよ。偉えらくなったあんたにひいきにされるのは光栄ってもんさ」
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ギィ：偉くなるのはもうちょっと先だなぁ。今度の戴たい冠かん式が終われば、少しは偉くなれるんじゃないか？　ドランも偉くなったしな、そのうちオレも役やく職しよくもらえるだろ……。
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ＧＭ：「ま、それは期待しておくとして。あんたに関係しそうな気になる情報が転ころがり込こんできたんでね。あんたが来るのを首を長くして待っていたってわけさ」

ギィ：ほんとだ。キリンみたいに首が長なげぇぜ。

ＧＭ：「…………バルムンク・ノヴァって名前は聞いたことがあるかい？」

ギィ：ああ、知ってるぜ。つーか、マムもノヴァの情報を摑つかんでたか。

ＧＭ：ま、前身組織のバルムンクを知ってたマムですからね、不思議でもないでしょう。「そのバルムンク・ノヴァにファイブフィンガーズってコードネームの奴がいる」

ギィ：（シリアスな顔で）　…………マム、そいつは五人組の兄弟の吟遊詩人で、持ち歌は『学園天国』だよな？




　若わかい読者の方、ネタが古くてすみません（笑）。




アキナ：あ、でも『学園天国』はカバーされてるし、フィンガーファイブを知ってる人もいると思いますよ（笑）。

ＧＭ：それは置いといて（笑）。「そのファイブフィンガーズがノルウィッチに入はいり込こんだとさ」とマムは言います。

ギィ：ノルウィッチに、バルムンク・ノヴァが……。

ＧＭ：「とはいえ、わかったのはそこまでだがね」

ギィ：マム……アドバイスしとくが、バルムンク・ノヴァには注意してくれ。普通の犯はん罪ざい組織と違うぜ？

ＧＭ：「王おう蛇じや会だってそこらの組織とは違うよ？」

ギィ：違う、そういうことじゃねえ。と、真ま面じ目めな顔をして言う。王蛇会や他の犯罪組織は、十人十色だが共通していることが一個こある。

ＧＭ：「それはなんだい？」

ギィ：金や利り益えきの追求が普通の組織の行動原理だ。だがヤツらは違う。目的のためには利害は度ど外がい視し。取引なんかできねぇし、敵てき対たいするのもリスクがでかい。手を出さないのが一番なのさ。

ＧＭ：「ふん……道理で奴やつらが何を考えているのか皆かい目もく見当もつかないわけだ」

ギィ：あんまり詳くわしい話はしたくないんだ。マムたちを巻まき込こみたくないからな……だから、ここは黙だまって忠ちゆう告こくを聞いてくれ。




　いつになく真しん剣けんなギィの表ひよう情じように、ただならぬものを感じ取ったのか。

　オーレリーは目を細めて笑いながら頷いてみせた。




ＧＭ：「そうかい。ここはあんたの忠告を聞き入れることにしようか」

ギィ：じゃ、いつもの軽い調子に戻って。「ま、分かってもらって助かったよ。なんつーのかな。アイツらと王蛇会じゃ邪悪のベクトルが違うんだよ」

ＧＭ：「あんたの言い様だと、おとぎ話の邪じや神しんみたいな連中だね」

ギィ：そんなようなもんだ。だからくれぐれも気をつけてくれ。これはオレからのアドバイスだ。マムにアドバイスとは……ギィも偉くなったな。

ドラン：自分で言ってるナリ（笑）。

ＧＭ：「まったく、どの口で言ってるんだか……ナイフで口を裂さいてやろうかしら？」となんだか楽しそうなマム。

ギィ：そいつは勘かん弁べん。ともかく情報は助かる。感謝するぜ。マムのグラスに酒を注ぐ。見かけはともかく中身は大人だしな。
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ＧＭ：「こいつは貸かしひとつってことで、いいのかい？」

ギィ：それほどじゃねえ、悪いけどな。と、ここは譲ゆずらないって顔をすると、マムもそれほどの情報じゃないって分かってるんで、意い地じ汚きたないことは言わない。

ＧＭ：言わないのか！（笑）　では。「仕方ないね。可か愛わいい弟で子しへのプレゼントってことにしておくよ」

ギィ：プレゼントついでにふたつ頼たのみがある。そいつについて王蛇会で情報が集められるんだったら教えてくれ。マムに危険が及およばない範はん囲いでいい。

ＧＭ：「ふたつかい。……言ってみな」

ギィ：ひとつは、そいつは五人なのか、そうでないのか。

マルセル：それは聞きたいところだな。

ギィ：一本一本の指になぞらえた五人組っていうこともありえるし、五本の指が武ぶ器きだってやつかもしれんし。

ドラン：そのとおりナリね。フリーバレットみたいな奴もいたわけだし。

アキナ：フリーバレット？

マルセル：以前『ブレイク』に登場した、バルムンクのボスです。ドゥアンの三人兄弟で合わせてフリーバレットってコードネームを持った敵がいまして。

アキナ：なるほど。

ＧＭ：「分かった、調べておくよ。で、もうひとつは？」

ギィ：種族が知りたい。

ドラン：なんでナリか？

ギィ：どいつがファイブフィンガーズなのかを特定するために必要だろ。

ＧＭ：「分かった。だが、プレゼントにしちゃ骨ほねが折れそうだ。首しゆ尾びよくいったら貸しだよ」

ギィ：了解。

ＧＭ：「じゃあ愛いとしい息むす子このためにちょっと頑がん張ばるよ」

ギィ：あくまでも、危険がおよばない範囲でだ。でも、礼は言っとくよ。ありがとうよ、おふくろさん。

ＧＭ：以降、ふたりは酒を酌くみ交かわし、夜は更ふけていきます。シーン終了です。







◆Opening 05◆ピアニィの旅立ち




　その日、ノルウィッチは祝賀ムード一色に染そまっていた。

　華やかな感謝祭のさなか、ピアニィがエストネルへ出発するためのパレードが行なわれるのだ。

　ピアニィの統一帝即位と、それによる長い平和の到とう来らいの予感に、その場に集つどった誰もが喜びの表情をたたえていた。




ＧＭ：じゃあオープニングの最後のシーンです。シーンプレイヤーはアキナで全員登場です。

アキナ：どんなシーンなんですか？

ＧＭ：ピアニィたちがエストネルへ旅立つシーンです。ノルウィッチ城の正門、快かい晴せいの秋空の下、そこには儀ぎ仗じよう兵が旗や剣を掲かかげて立たち並ならんでいます。エストネルに向かう一行の準じゆん備びが整ったというところ。

ドラン：ワタシたち鋼鉄騎士団も全力で警戒にあたるナリ！

アキナ：職しよく務む熱心ですね！（笑）

ＧＭ：さて、ピアニィは見送りに来た面々をひとりひとりに目で挨拶をし、準備してあった馬車に乗り込みます。ナヴァールたちも同じように馬車に乗るなか、アルはひとり騎き乗じようしています。

ギィ：なら、その乗っているのは馬型エクスマキナのダロスＴＮ―１だな。
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ＧＭ：さらに同道すべく立たち寄よったステラ女王の姿すがたも。

アキナ：あ……でも、これってすごく危険な旅ですよね。

マルセル：転送石を使うんじゃないですかね、適てき当とうなところで。

ドラン：いきなり情じよう緒ちよもなく転送すると、王の威い厳げんがないですからね。大々的にパレードをやって、見送りの列が途切れたところで飛ぶんでしょう。

ＧＭ：はい、そんな感じです。ちょうど感謝祭が行なわれている時期なので、人出は相当なものです。

アキナ：なるほど。たしかにそういうのは大事ですね。

ＧＭ：さて、出発の直前にですね、ステラがつつっとマルセルの側そばにやって来ます。彼女はにこやかな笑え顔がおで「見合いの件、よく考えておくんだぞ」と声をかけてきますよ。

マルセル：でかい汗あせを後ろに垂たらしながら、はぁ……、と答えるのが精せい一いつ杯ぱい。

ドラン：追いつめられているナリ（笑）。

ギィ：実はマルセルの境きよう遇ぐうはアキナと似にてるんだけどさぁ～。ちっともいいシーンにならねぇな（笑）。

ＧＭ：一方、そのアキナの方は、アルと軽く目が合います。

アキナ：大きく手を振ふって言います。気をつけていってらっしゃい、アル兄様！

ギィ：きっとお母さんのエルゼリエがアルの隣となりにいて「あの子も立派になっちゃって」と感慨深げにしてるんだな。

マルセル：エルゼリエだけじゃなく、ブルックス商会のみんなもいるだろうな。

アキナ：トラボルタとか、シルベスタとか？

ギィ：そうそう。で、あの二匹ひきはこう目で語るんだよ。「アル様がいない間、マルセルさんに面倒見てもらいます」

ＧＭ：そのメッセージを読み取ってほっとする犬が苦手なアル（笑）。

マルセル：……いや、私はブルックス商会とは関係のない人間なんだが（笑）。

ギィ：オレは偉い人と関係ないので、表通りから外れたところを歩いて警備してるぜ。

ＧＭ：とまあ、それぞれが見送る中、ピアニィたち一行はエストネルへ向けて出発していきました。

アキナ：アル兄様、無事に帰ってきてください！

ＧＭ：では、このシーンは終了です。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆邪じや悪あくな陰いん謀ぼうを探さぐれ！




　ピアニィの出発後、エンジェルファイヤーは割わり当あてられた待機部屋に集まっていた。

　なんでもギィから話があるとのことだが……。




ＧＭ：というわけで、次からミドルフェイズに移うつっていきます。最初のシーンプレイヤーはギィ。全員登場で、マムから聞いた情じよう報ほうをみんなに知らせるシーンを想定しています。

ギィ：そりゃいいや。じゃ、ギィがみんなに、ちょっと話がある、と声をかけて集めよう。ピアニィたちが出発したあとの夕方かな。

マルセル：きっと、私わたしたち用の部屋が城しろにあるだろうから、そこに集まろう。

ギィ：戸口に看かん板ばんが掛かかっていて、〝エンジェルファイヤー部〟って書いてある（笑）。

アキナ：まるで学校の部活みたいです（笑）。

ＧＭ：では、そんな〝部室〟に、ピアニィが出発した日の夕方にみなさんは集合しました。

ギィ：じゃ、全員集まったところでマムの話を披ひ露ろうするぜ――。




　こうして、バルムンク・ノヴァの工作員、ファイブフィンガーズのノルウィッチ潜せん入にゆうに関する情報がギィから、エンジェルファイヤーのメンバーにもたらされた。




マルセル：……ファイブフィンガーズか。

アキナ：五人組なんでしょうか？

ギィ：相手が何人組かはわからねえ。五という数字にこだわりすぎるのは危き険けんだ。ただ、ガセではないだろう。王おう蛇じや会の情報だからな。

マルセル：ふうむ……ところでＧＭ。前回盗ぬすまれたロッドの正体は判はん明めいしているのか？

ＧＭ：わかりません。現げん状じよう、特に新しい情報もなく。

一同：うーん……。

アキナ：そのロッド、今回のファイブフィンガーズと関係がありますよね？

マルセル：メタ視点を抜ぬきにしても、時期が近いから、そこに関連があると考えるのは自然だな。見当外れだとしても、用心に越こしたことはない。

ギィ：ＧＭ。ぶっちゃけて聞くが、盗まれたロッドについてはナイスガイブラザーズを洗あらえば、何か判わかるか？　連中が何も知らされていなくても、手がかりはあるかもしれん。

ＧＭ：はい、尋問ではなくその周辺ごと調べるのでしたら、何か分かるかもしれません。

マルセル：分かった。それにしても、相手の正体も目的も不明な点がやっかいだな。

ギィ：だな。要人暗殺……じゃないよな。それだったら、エストネルを狙ねらうだろう。

ドラン：目的が暗殺なら、変へん装そうしたグリンダ本人が要人に近づいた方が早いナリ。

マルセル：もっともな話だ。

アキナ：もう～、他人そっくりになるなんて、信じられない！（一同笑）

ドラン：疑い始めるとキリがない。ＰＣ同士で「あなたは本当にドランさん？」とかやり始めたらヤバいナリ。

マルセル：どうやったらグリンダの変装を見み破やぶれるのか、まだ分かってないしな。

ギィ：あ、でも見破る方法は一個こある。あいつ、必ず靴くつをカンカンって鳴らすだろ。でも、それをやるのはテレポートする時だから、正体が分かったとしても手て遅おくれという。

ドラン：やれやれナリ。

マルセル：ま、見破り方はあと回しだ。聞きき込こみして分かるとも思えんしな。

ＧＭ：なお、このあと調ちよう査さのシーンになるわけですが、ファイブフィンガーズを直ちよく接せつ調べることはできません。

マルセル：そうなのか？　まあ、王蛇会でも調べられないことだし、しょうがないか。

ＧＭ：当面は「ナイスガイブラザーズと盗まれたロッドについて」と「グリンダについて」を調査できます。

ギィ：じゃ、誰だれがどっちを調べるかだが……。




　相談の結果、ギィとドランがナイスガイブラザーズを、マルセルとアキナがグリンダを調べることに。




ＧＭ：話もまとまったところで、マルセルのネットワークの構築の判定をしましょうか。

ドラン：各国首都を結ぶ緊きん急きゆう連れん絡らく網もうのことナリね。ナヴァールに押おしつけられた（笑）。

マルセル：あれは、自分の発案だからいいのだ！（笑）　難なん易い度ど18の【知力】判定なら、フェイトを使わなくともいつかは成功するだろう。（ダイスを振ふる）……む、失敗だ。

ＧＭ：じゃあ、構築にはまだ時間がかかりそうです。では、そろそろシーンを終しゆう了りよう……。

ドラン：おっと、シーンが終わる前にワタシはみんなに新人のことを話すナリ。

ギィ：ああ……ドランのオープニングに出てきた連中だな。

マルセル：む……その新人たち、もしやファイブフィンガーズの可か能のう性せいはないか？　……その新人は五人じゃないだろうな？

ドラン：三人ナリ。五人だったらワタシも疑ってるところナリ（笑）。

アキナ：でも、ドランさん。信じるのは危険です！

ドラン：あ、アキナさん？（笑）

アキナ：（半ば棒ぼう読よみで）いいですか、みなさーん。色んな可能性を考えて、最さい善ぜんの行動をしましょう（笑）。

ドラン：ア……アキナさんは心配しすぎナリ。

アキナ：デキルカギリ裏うらヲ考エルンデスヨ？
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ドラン：ア、アキナさん……？

ギィ：おい、アキナの目が血走ってるぞ（笑）。

アキナ：（地に響ひびくような声で）裏で悪いことを企んでいる人は怖こわいぞー……！（一同爆笑）

ドラン：だ、大だい丈じよう夫ぶ！　みんないい子たちナリ！

アキナ：（地に響くような声で）気をつけよう、気をつけよう……。

ドラン：うわぁぁぁん！　ワタシに疑ぎ念ねんを植え付けないでナリ！
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　どんだけ警戒してるんですか!?




ギィ：疑うことを知らなかったアキナがすっかり人間不信に（笑）。

ＧＭ：と、取りあえずそんなところでシーンを終わらせましょう。







◆Middle 02◆盗まれたロッドの秘ひ密みつ





　グリンダが策さくを巡めぐらしてまで奪うばいさっていった〝ロッド〟。

　この謎なぞのマジックアイテムの正体は何なのか？

　ドランとギィはそれを探るべく動き始めた。




ＧＭ：次はドランとギィのシーン。シーンプレイヤーはドランということで。

ドラン：了りよう解かい。まず鋼こう鉄てつ騎き士し団だんの詰つめ所しよに行って新人を検けん分ぶんしたいナリ。

ＧＭ：ＯＫです。じゃあ、ギィとふたりで城の外に出る前に詰め所に立たち寄よったということで。で見てみると、特に異い常じようもなく、新人たちは訓練に取り組んでいるようです。

ドラン：（ほっとしたように）……ちゃんとやっているナリね。アキナさんの心配しすぎナリ。ちょっとナイーヴになっているだけナリよ。

アキナ：す、すみません、ちょっとやりすぎました！（笑）

ギィ：とりあえず新人たちを呼よんでほっぺたを引ひっ張ぱらせてもらおう（笑）。

ＧＭ：じゃあ、新人たちは首をかしげながら了りよう承しようしますが……。特に異常は見当たりません。

ドラン：エクスマキナだから、引っ張っても意味がないんじゃ（笑）。

ギィ：……駄だ目めだ、わかんねえや（笑）。

ドラン：邪じや魔ましてすまなかったナリ。仕事に戻もどってもいいナリよ～

ＧＭ：「分かりましたー。仕事に戻ります！」「戻るモン！」「戻るでゴワス」

ギィ：……怪あやしいとは言わねぇが、けったいな連中ではあるな（笑）。

ＧＭ：さて、新人たちの様子を確かく認にんしたあとは、ナイスガイブラザーズとロッドのことを調べるということで。情報収しゆう集しゆうの判定で、目もく標ひよう値ちが14です。

ギィ：《ストリートワイズ》があるので３Ｄで振れるが、念のためフェイトを１点使っておくか。（ダイスを振る）達成値18で成功だぜ！

ドラン：ギィの情報収集能のう力りよくは高いナリ。

ＧＭ：で、どんな演えん出しゆつにしますか？

ギィ：じゃあ、オレがあらかじめピスケーに調査を依い頼らいしていたって演出でいきたい。




ピスケー

『デスマーチ』第一巻かんで登場した腕うで利ききのサムライ。ギィと仲が良く、ナヴァールのもとで諜ちよう報ほう活動に従じゆう事じすることもある人物。
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ＧＭ：ＯＫです。ピスケーがギィを訪たずねて鋼鉄騎士団の詰め所へやって来ます。「こちらにいたでござるか。探さがしたでござるよ」

ドラン：おお、ピスケー、いらっしゃいナリ～。

ギィ：例の件は分かったのか？

ＧＭ：「役に立ちそうな情報を仕入れてきたでござる」




　と、入手した情報を報ほう告こくするピスケー。以下のようなことがわかる。

・大陸の各所で形けい状じようが類るい似じしたロッド盗とう難なん事じ件けんが起きていた。それら事件は時期的にはナイスガイブラザーズの犯はん行こうの前後のタイミングで発生している。

・それぞれ、研究都市イルシール、ノルドグラムの研究機関から一本ずつ盗難されていることが判明している。未み確かく定てい情報だが、ウォリックフォードでも類似の事件があったようだ。

・各研究施し設せつでもなんのためのロッドかはわかっていなかった。例外としてイルシールでのみ、古代兵器のコントロールに使用するものではないか、という仮か説せつが出ていた。




一同：古代兵器のコントロールかっ!!


ドラン：ってことは。ガイガー事件の時の巨きよ大だいゴーレム（『デスマーチ』第四巻参照）みたいのが出てくるナリか。
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アキナ：時期的にかぶっているところを見ると、これらのロッドの盗難もナイスガイブラザーズの犯行と考えてよさそうですね。

マルセル：そうだな。九話みたいに、ナイスガイブラザーズを囮に、グリンダが本命のロッドを奪っていた可能性も高いが。まあ、そのあたりの詳しよう細さいは重要ではなかろう。

ドラン：で、盗まれたロッドはノルウィッチのものを含ふくめて四本。

ギィ：一本足りねーな……。五本あると、ピッタリはまる気がするんだが。

マルセル：もう一本これから盗むとか、そういうシナリオか？

ギィ：うーん、あまりこだわる必要もないだろう。考えが硬直するとろくなことにならない。

マルセル：ＧＭの意図しない符ふ合ごうを発見することもたまにあるからな。

ギィ：前回あったばかりだ（笑）。まぁいいや、ともかく古代兵器に関するロッドが盗まれていると。それ以上は詳くわしく分からない？

ＧＭ：はい。ここではそんな感じです。

ドラン：念のため、ピスケーにファイブフィンガーズのことを追加で調べてもらうナリか？

ギィ：そうだな。打てる手は打っておくか。

ＧＭ：「了解したでござる」とピスケーが調査依頼を受けたところで、このシーンは終了としましょう。







◆Middle 03◆新たな美人、現あらわる





　ドランとギィが部屋を出て行ったあと、アジサイがやって来た。

　彼かの女じよは部屋に残ったマルセルとアキナを見て、おもむろに言った。

「今日の相手はアキナか、マルセルはモテるな」




ＧＭ：次のシーンはマルセルのシーンで、登場はアキナ。こちらはグリンダを調べるとのことですが……。彼女の情報を得るには【知力】の目標値15の判定に成功する必要があります。

マルセル：出目、４以上で成功か。まあ、今回はダメなら振り直すということで。（ダイスを振る）……19で、成功だ。

アキナ：さすがマルセルさん！

ＧＭ：了解です。ではこちらの方の演出はどうしますか？

マルセル：こっちはそうだな。ナヴァールに頼たのんで、前回出てきたアジサイに調査をしてもらっていた結果を教えてもらう形でどうか。

ＧＭ：ではそれで。場所はエンジェルファイヤー部室。ドランとギィが出て行った直後、アジサイがやって来ます。

ギィ：ここで部屋に入ってきたアジサイはこう言うんだよ。「今日の相手はアキナか、マルセルはモテるな」（一同笑）

アキナ：はて、なんのことだろー？（笑）

ギィ：（アジサイになって）「下宿の可愛い娘は、ヤキモチを焼かないのか？」

マルセル：……お前が何を言っているのか、さっぱり分からない（一同笑）。

アキナ：ねえねえ、マルセルさん。下宿の子ってラピスさんのことですよね？（笑）

マルセル：…………アキナ、その話は今は関係ないことだ（笑）。とにかくアジサイ、余よ計けいなことは言わず、仕事に必要なことだけ言え！

ＧＭ：「戯たわむれがすぎたな。グリンダに関して、ちょっと気になる情報を手に入れてな」

マルセル：気になる情報？

ＧＭ：「メルトランド国内、おもにノルウィッチ周辺の村や街で、けっこう良い金きん額がくを払はらって傭よう兵へいたちやならず者をかき集めている女がいるらしい」

マルセル：ほほう。

ＧＭ：「で、その集めている女は〝謎の美人令れい嬢じよう〟というそうだ……」

アキナ：な、謎の美人令嬢ぅっ!?

ギィ：（笑いをかみ殺し）ぶふっ……ご、ごめん。続けてくれ、アキナ。

アキナ：（シリアスに）ここが肝かん心じんなところなんですが…………。その人は、自分で自分を美人令嬢と呼ばせているんですね？

ＧＭ：（シリアスに）「うむ……そのとおりだ」

一同：…………。

ＧＭ：…………。

一同：自分で言うなぁ――――っ!?（一同爆笑）

ギィ：マジかよ！（笑）

ＧＭ：毎度のツッコミ、ありがとうございます（笑）。

ドラン：なんでそんな自らバレるような真ま似ねをするナリか？（笑）

マルセル：こっちを挑ちよう発はつしているのかもな。

アキナ：ここまであからさまだと、確たしかにムッとしますね（笑）。けど……怒いかりを覚えちゃいけない。こういう時は冷静に……、突つっ走ぱしっちゃいけない……。
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ドラン：アキナさんが学んでいるナリ。

ＧＭ：「それと、これは確かくたる情報ではないのだが、その美人令嬢は神しん出しゆつ鬼き没ぼつ、かかとを鳴らして姿すがたをくらますという……」

アキナ：見つけたぁ――っ!!　今すぐ探しに行きま……（ぐっとこらえて）せん（笑）。こ……これってどう考えても罠わなですよね！（一同爆笑）

マルセル：そうだ。明らかにこっちを釣つり出そうとしているな（笑）。

ＧＭ：…………（ち）。

アキナ：なに悔くやしそうな顔してるんですか！（笑）　ですよね。行っちゃダメですよね！

マルセル：で、その美人令嬢が集めた連中というのはいったいどこで何をしている？

ＧＭ：「それ現げん在ざい追つい跡せき調査中だ。少なくとも、どこかの街に留とどまっている様子はなく、どこかへ移い動どう中であるらしい。その足取りは摑めていない」

ギィ：つまり、こちらからその傭兵たちに接せつ触しよくはできないわけだ。

ＧＭ：現状はそのとおりです。

マルセル：周囲の街や村を巡めぐり歩あるいてその美人令嬢を探すという手はあるが……。まあ、現状罠にかかりに行く意味はないな。

アキナ：そうですね。危あぶない危ない。グリンダは強いから、慎しん重ちように行かないと。

ドラン：ゲオルグさんと互ご角かくにやり合えるぐらいナリ。

マルセル：とりあえず、アジサイには、このままならず者たちの足取りを調査してもらおう。

ＧＭ：では、それはそういうことで。「心得た」と言って、この場から立ち去ります。

マルセル：あ、あとネットワークの構築を判定するぞ。（ダイスを振る）……17で失敗。

ＧＭ：調査との両立ではかどらなかったようですね。では、こんなところでシーンを終了しましょう。







◆Middle 04◆見みえ隠かくれする影かげ




　調査の結果、それぞれ収しゆう穫かくをあげたエンジェルファイヤー。

　それらを統とう合ごうし、今後の方ほう針しんを決めるべく、一同は〝部室〟に集まることにした。




ＧＭ：さて、次のシーンは……。

ギィ：ちょっと待ってくれ。それぞれ情報を得たことだし、みんなでそれらを共有するシーンを設もうけたいんだが、どうだろうＧＭ？

アキナ：賛さん成せいです。じゃあ部室に集まってお茶でも飲みながらという感じで！

ＧＭ：了解しました。ここはエンジェルファイヤーが部室で情報交こう換かんをするシーンとします。

ドラン：では、ワタシたちが得た情報によると……。




　そうして、各人は以下のような情報を交換しあった。

・ブルックス商会から盗まれたロッドは類似のものが合わせて四本あるらしい。それは大陸各所で奪われたものである。

・ロッドには古代兵器をコントロールする機き能のうを持っている、という説もある。

・謎の美人令嬢がならず者をかき集めている。

・謎の美人令嬢がかかとをならして、転てん移いする様子を見た者がいるという。これは〝仮面〟のグリンダの特徴である。




アキナ：出てきましたね。古代兵器。これまで、出るたびに大きな騒さわぎになっていたような。

ギィ：ＧＭ、その古代兵器が何であるかわからないんだよな？

ＧＭ：ええ、わかりません。

アキナ：大陸各所でロッドが奪われたというのが、心配ですね。

マルセル：念のため、ネットワークの構築を急がなければな。

ドラン：うーん、マルセルの打った手が、ハマりそうで心配ナリ。

マルセル：ん……。どういうことだ？

ドラン：ほら、マルセルの策はとても有ゆう効こうだが、そういう時ほど何な故ぜか裏うら目めるナリ。

ギィ：実じつ績せきあるしな！（笑）

アキナ：あ、あはははは。

マルセル：う……うるさい！（一同爆笑）
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ＧＭ：…………。

アキナ：それにしても、グリンダは派は手でに動いてみえますけど、挑発とか陽動でしょうか？

マルセル：重要なのは、グリンダの狙いが何なのか？　だな。それが分からないうちは、陽動と決めつけることも危険だ。十中八九罠だとは思うが……な。

ギィ：ようするにもっと情報を得ないとダメってことか。

ＧＭ：さて、次のシーンはピアニィの戴冠式のお祭りとなります。

ギィ：もうピアニィは戴たい冠かん式しきか！

ＧＭ：先ほどまでの調査に数日を要したとお考えください。

ドラン：まあ、ピアニィたちは転送石で出発したし。『無印』でもシェルドニアン学園を訪ほう問もんするイベントなどを挟はさみつつ、ものの数日で戴冠式の日を迎むかえるナリ。

ＧＭ：ゲーム的というより、ストーリー的な演出が目的のシーンだったりします。

マルセル：そうだ。ネットワークの構築を判定だ。

ＧＭ：どうぞ。

マルセル：（ダイスを振る）……なっ、14で失敗。またか……。だが、フェイトを温おん存ぞんしたいから、ここは振り直しは我が慢まん。ＧＭ、次が演出のシーンなら、その裏で作業したい。

ＧＭ：なるほど。……では、そういうことで。シーンを終了します。







◆Middle 05◆祝祭の夜に




　バルムンク・ノヴァに対する調ちよう査さと日々の任にん務むをこなしていくエンジェルファイヤー。

　やがて訪おとずれたピアニィの統一帝戴冠の儀式。これに合わせて催もよおされる盛せい大だいなお祭り。

　アキナとドランは、ひとまず調査を中止し、人のごった返す街を警けい備びしていた。




ＧＭ：さて、次のシーンですが、ピアニィが統一帝になる戴冠式のお祭りのシーンになります。なんだかんだと調査をしたので時間が経たち、ついにこの日を迎えたわけです。

ドラン：で、シーンプレイヤーは誰だれナリか？

ＧＭ：シーンプレイヤーはアキナさん。ドランも登場です。ほかのＰＣも登場可かですが。

ギィ：オレは出ない。

マルセル：私わたしはさっきのとおり、ネットワークの構こう築ちくに忙しく、出られない。

アキナ：わかりました。ピアニィさんが統一帝になるお祝いのお祭りなら、この街全体で盛もり上あがるんでしょうね！

ＧＭ：その分警備の手も必要で、アキナはドランたちを手伝っているという状じよう況きようです。

アキナ：なるほど、分かりました！

ＧＭ：広場には巨きよ大だいなスクリーンが設せつ置ちされ、ピアニィの戴冠式の様子が流れています。

ドラン：放送されるなら〝四し宝ほうの試み〟の後のピアニィの演えん説ぜつシーンだろうな。……儀式を終え、竜りゆう輝き石せきを埋うめ込こんだ宝ほう冠かん、宝ほう剣けん、王おう笏しやく、王おう杖じようの四宝をまとったピアニィが、アルたちと六王国の国王を引き連れて神しん殿でんから出てくるんだ。

マルセル：（実じつ況きようになって）「今、ピアニィ陛へい下かが歩いて参りました！　そのうしろには、各国の王が付つき従したがっております。儀式は無事に成功したようです！」

ドラン：で、次のような感じで演説が行なわれた――と。




ピアニィ：え、えっと……じゃあ……（声を作って）―――今、大陸の心がひとつになる時が来ました。あたしはまだ、非ひ力りきなひとりの人間です。ですから、無む益えきな争いを起こさず、平和な世の中とするため……みなさんの力を貸かしてください！

アル：お、けっこーいいじゃん（笑）。

ピアニィ：実は心しん臓ぞうがばくばくです。

ＧＭ：ではその言葉に、民みん衆しゆうはなにも言葉を返さず場は静まり返ったままだ。

ピアニィ：えっ、あたしまずいこと言った……？

ＧＭ：―――が。次の瞬しゆん間かん、堰せきを切ったような大だい歓かん声せいが巻まき起おこった。ピアニィを祝う声が一いつ斉せいにこの空に響ひびく。その拍はく手しゆ喝かつ采さいは、大地を揺ゆらすほどだ。


『アリアンロッド・サガ・リプレイ⑦　終末のエンプレス』より抜ばつ粋すい






ＧＭ：そして、ノルウィッチの方でもスクリーンを見ていた人たちが、「ピアニィ様ばんざい！」と心の底から喜び、歓かん声せいをあげている。

アキナ：……すごいなあ、ピアニィ様。とか思って、アキナも見ています。

ＧＭ：「あー、アキナお姉ちゃんだ！」と、そんなアキナさんに呼よびかける声が。

アキナ：えっと、誰でしょう？

ＧＭ：笑え顔がおの男の子がいます。覚えているでしょうか、一巻の時に助けたディルくんです。

アキナ：読み返したばかりなんで、ちゃんと覚えてますよ！




ディル

『デスマーチ』第一巻に登場した少年。ゴルダ砦とりでを巡めぐる戦いに巻まき込こまれ逃にげ遅おくれた彼かれの父親を、アキナたちが救出した。
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ＧＭ：「アキナお姉ちゃんもこの街にいたんだね。僕ぼくたちもお父さんの仕事で、一家そろってこの街に引ひっ越こしてきたんだ」

アキナ：そっかー、家族でノルウィッチに来たんだね。お父さんのお仕事は？

ＧＭ：「お父さん、大工なんだ。今、いっぱい仕事あるからって」

ドラン：まあ、それはそうナリね。

アキナ：今どんどん大きくなっている街ですしね。

マルセル：おまけに、二回ほど壊こわれているしなぁ（一同笑）。

ＧＭ：「あのね、僕、街の剣けん術じゆつ道場に通い始めたんだ。大きくなったら、僕もアキナお姉ちゃんみたいな騎き士しになりたいんだ！」

アキナ：えぇ!?　あたし!?


ドラン：たぶん、きらきらした目でアキナさんのことを見ているナリよ。「アキナお姉ちゃんみたいに、誰かを守れる人になりたいんだ！」って。

ギィ：そこで回想シーンが入るんだよ。ちっちゃいアキナが「私もアル兄様みたいに強くなるー！」みたいなシーンがさ。

アキナ：……そういうのを思い出してちょっと感かん慨がいにふけります。失敗したばかりだから、一いち概がいにいいとは言い切れない複ふく雑ざつさもあって。……でも！　笑顔で言います。そっか。強くなって、お父さんとお母さんを守れるようになってね！　って。

ＧＭ：「うん！　僕、頑がん張ばるよ！」と笑顔で返して、彼はこの場から去って行きました。

アキナ：ばいばーい、がんばってね！

ドラン：立りつ派ぱな騎士になるナリよー。

ＧＭ：さて、予告しますと、あと二組ほど懐なつかしい顔が出てきます。

アキナ：おおっ！　読み返してて、正せい解かい！（一同笑）

ドラン：ちょうど良かったナリね（笑）。

ＧＭ：お次は、ローズマリーとアランです。ふたりは屋台で買い物しています。




ローズマリーとアラン

『デスマーチ』第二巻に登場。国こつ境きようの街、へクスフォードで起きた連合王国とレイウォールの人々のいさかいに巻き込まれたカップル。アキナは幼おさななじみのローズマリーのために、問題解かい決けつに奮ふん闘とうした。
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ドラン：来たナリ。リア充爆ばく発はつしろチームが（笑）。

ギィ：そろそろ子こ供どもが出来てる頃ころじゃないか？。

マルセル：ああ、あの事じ件けんからもう一年か。出来ていても不思議じゃないな。

ＧＭ：じゃあ、ローズマリーのお腹なかが大きくなってるってことで。

アキナ：ふたりの姿すがたを見つけて、マリーちゃーん！　って声をかけるんだけど、大きくなったお腹を見てびっくりします。

ＧＭ：ローズマリーは「アキナちゃんじゃなーい！」とアランと笑って近づいてきます

マルセル：そういやアランとローズマリーは今どこに住んでるんだ？　ノルウィッチ？

ギィ：いや、ヘクスフォードじゃないか？　ローズマリーはお腹が大きくなったから、子供を産むために実家に戻もどって、アランは感謝祭のお休みを使って様子を見に来たんだよ。

ドラン：経けい験けん者しやは語るですな（笑）。

ギィ：超ちようリアルだろ？（笑）

ＧＭ：じゃあ、それで（笑）。

アキナ：あ、アランやるなぁ（笑）。マリーちゃん、もしかして？　って尋たずねます。

ＧＭ：「うん……」と幸せそうにはにかむマリー。アランはうしろで照れくさそうにしてる。

アキナ：そっかあ……おめでとう、ふたりとも！

ドラン：おめでとうナリ！

ＧＭ：マリーは「この子が無事に生まれてくるとしたら、アキナちゃんがあのとき頑張ってくれたおかげよ」と言います。

アキナ：なんか……褒ほめすぎだよ～！　でも、幸せな人を見てると守らなきゃって気分が高まります。脳のう裏りにグリンダに対する不安がちらつくこともあって……。

ＧＭ：今見えてますからね。グリンダの影かげがちらちらと。

アキナ：だから、あたしが絶ぜつ対たいに守るから、マリーちゃんは元気な赤ちゃんを産んでね。アランさんはマリーちゃんを助けてあげてください！　と言う。

ＧＭ：マリーは少し驚おどろいた表ひよう情じようを見せつつも「うん、ありがとうね」と。アランは真しん剣けんな顔で「必ずマリーと娘むすめを守ります」とそれぞれ言って、去っていきます。

アキナ：またねー！

ＧＭ：さて、お次はジャスミンです。ローズマリーたちが去ったあと、歩いてくるジャスミンを発見します。




ジャスミン

『デスマーチ』第四巻に登場。温おん泉せんの精せい霊れいの声を聞く能のう力りよくを持つ。バルムンク・ノヴァによりドランを父の仇と思おもい込こまされ、復ふく讐しゆうの念を燃もやしていた。アキナたちの活かつ躍やくにより誤ご解かいもとけ、普ふ通つうの少女として暮くらしている。
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アキナ：あっ、ジャスミーン！

ＧＭ：声をかけられたジャスミンは「アキナ！　それにドランさん。こんなところで会えるなんて！」と近づいてきます。

アキナ：うん、すっごい偶ぐう然ぜんだね！　ジャスミンはお祭りを見に？

ＧＭ：「そう。仕事の都合で近くまで来てたし、ちょうどいいから立たち寄よってみたの」

アキナ：お仕事？　お仕事って何をしてるの？

ＧＭ：「相変わらず色々な街で温泉を掘ほり当あてる仕事。依い頼らいがあったから、現げん場ばまでの旅の途と中ちゆうだったの」（一同笑）

アキナ：やっぱり温泉なんだ（笑）。

ドラン：んじゃ、ここはワタシもひと言言わせて欲ほしいナリ。アキナさんの陰かげから感かん極きわまった顔で出てきて、うんうん、立派にやっているナリね～、と。

ＧＭ：ドランの手を両手で取るジャスミン。「ドランさんには本当に迷めい惑わくをお掛かけしました。いくら謝あやまっても足りないくらいです……」

ドラン：気にしないナリよ。それより、立派な生き方をしているのが嬉うれしいナリ。きっと、ローレンスも誇ほこらしく思ってるナリ！　と、ボロボロ涙なみだを流しながら言う。

ＧＭ：「ドランさん……そういえば、ドランさんもご出世されたようで」

ドラン：出世？　ああ、鋼こう鉄てつ騎き士し団だんの件けんナリね。そうだ、昔の部下だった連中だから、ローレンスのことを知っているはず。今度ジャスミンにも紹しよう介かいしようナリ。

ＧＭ：「本当ですか!?　お父様の昔のことをたくさん教えてもらいたいです」そんな感じで、ひとしきり喋しやべってから、ジャスミンは「また会おうね」と言って、去っていきます。

アキナ：うん、またねー！

ＧＭ：はい、というような感じで、アキナさんは色んな人と再さい会かいしました。




　祭りの夜は更ふけていき、街は人々の喜びの声で満たされる。

　空には美しい花火が輝かがやき、お祭の夜の歓かん喜きは増ますばかりであった。
















アキナ：綺き麗れいな花火！　（感かん慨がい深ぶかそうに）……みんなこの街に来てるんですね。

ドラン：……これが、アキナさんの今まで守ってきたものナリよ。

アキナ：……わたしが、ですか？

ドラン：そうナリ。統とう一いつ帝ていピアニィ陛下でもなく、第一の騎士アル・イーズデイルでもない、アキナ・ブルックスが守ったものナリ！

アキナ：いやその……いや、そんなまだまだですよ!!（←超照れている）

ギィ：謙けん遜そんしなくてもいいのに（笑）。

アキナ：すぐ騙だまされるし、まだまだ未み熟じゆくです……（一同笑）。

ドラン：未熟なのはみんな同じナリよ。失敗から学んでいけばいいナリ。

アキナ：はいっ！

ドラン：と言ったあと、私はとても感慨深くこの街の風景を見ます。「本当に、平和になったナリ……。ティナ様、ピアニィ様の求めていたものがここに……」

アキナ：ドランさんと同じように街の様子を見て思います。この街を、みんなの笑顔を守りたい。ううん、絶対に守り抜ぬく……。みんなと久ひさしぶりに話して改めて確かく信しんしました。自分のなかの世界が広がったんだって。アル兄様だけじゃなく……




　今は、あたしが感じたり、触ふれてきたりした、世界すべてを守りたいんだって――。




ギィ：へぇ、大きくでたねぇ（笑）。

アキナ：あ、やっぱり大げさですかね（笑）。

マルセル：いいんじゃないかな。目標は大きいほうが。

アキナ：そうですよね！

ＧＭ：では、アキナが決意を新たにしたところで、このシーンは終しゆう了りよういたします。次はギィやマルセルのシーンの前にＧＭシーンを入れますね。

一同：了解。







◆Middle 06◆災わざわいは密ひそやかに――




　ピアニィ戴冠の祝祭に、人々が歓喜の時を過ごしている頃。

　城壁の向こう側で、人知れず陰謀を進める何者かが蠢うごめいていた。




ＧＭ：では、ＧＭシーンを始めます。

一同：はーい。

ＧＭ：ノルウィッチ郊外のとある小屋。その粗末な室内に似つかわしくない美しき令嬢がたたずんでいます。そして、彼女はどこかへ通信でもするように会話を始めるのです。

アキナ：美人令嬢！

ドラン：恐らくは闇に潜んでいるグリンダの描写ナリ




　その美しい女性はおもむろに虚空を見上げ、言葉を紡ぐ――。

「作戦は順調に進行中です。傭兵・ならず者たちは着々と増大。遠からず、ノルウィッチの守備隊もこの軍団を無視できなくなるはず――」




マルセル：会話の相手は誰なんだ？

ＧＭ：それはわかりません。そして、大きく頷いた美人令嬢は報告を続けます。




「各地に散った配下も順調に計画を進めております」




アキナ：各地？　敵が狙っているのは、このノルウィッチだけじゃないってこと？

ギィ：うーむ。ピアニィの行っているエストネル以外の場所も敵のターゲットになっていそうだが……。

ＧＭ：はてさて、それはなんとも言えませんねぇ。

ドラン：くっ、とぼけおってぇ！（笑）




「作戦を成功させ、殿下に勝利の栄光を捧げさせていただきます」

　と、令嬢が呟いたかと思うと、この場から人がいた気配は消え去ってしまうのだった。




アキナ：あたしたちがこうしている間にもグリンダは陰謀を進めているんでしょうね！

ギィ：たぶんな。にしても、……〝殿下〟か。

ドラン：…………。

ＧＭ：では、このシーンを終了します。







◆Middle 07◆備そなえあれば憂うれいなし!?




　祭りの喧けん噪そうを遠くに聞きながら、マルセルは執しつ務む室しつで作業を続けていた。

　合がつ衆しゆう国こくの主要都市間での、緊きん急きゆう連れん絡らくシステムを構築することがその目的だった。




ＧＭ：次はピアニィ戴冠の祝祭の裏で、緊急連絡システムを構築するマルセルのシーンです。

マルセル：私は城しろの執務室に残り、書類を用意したり、連絡用の伝心の人形や緊急移い動どう用ようの転送石を確かく保ほしたり、といった手配を続けるぞ。何人か文官にも手伝わせている。

ドラン：祭りの日にご苦労さんナリ。と、警備やってるワタシが言えた話でもないけど（笑）。

ＧＭ：では、早さつ速そく判はん定ていをお願いします。

マルセル：今度こそ……（ダイスを振ふる）よし、達成値は20。成功した！

アキナ：おめでとうございます！

ギィ：ようやく――だな（笑）。

マルセル：まさか、７が出ればいい判定に成功するのにここまで引っ張るとはな！（笑）




　合衆国主要都市を結ぶ、緊急連絡システムが、ついに完成した。

　このマルセルの仕事が果たす意外な役やく割わりは後に語ることとしよう。




マルセル：とにかくこれで、何かあった時にお互たがい連絡できて、すぐに支し援えんを送れる態たい勢せいが整った。これで安心だ。

アキナ：あ　マルセルさんが安心とか言っちゃた！（笑）

ドラン：おや、天気が崩くずれてきたようナリ（笑）。

ギィ：おや、靴くつのひもが切れた（笑）。

マルセル：お……お前ら――っ!?（一同爆笑）
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ＧＭ：これで有事の際は、ベルクシーレ、ノルドグラム、ウォリックフォード、フェリストルといった都市に連絡が取れるようになります。

ギィ：ベルクシーレは居い残のこっているアンソンが出るとして、バーランドはネルソンあたりだろう。なあ、ノルドグラムは誰が対たい応おうするんだ？

ＧＭ：……リディルが対応するということにしましょう。

アキナ：リディルさんって？




リディル

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』（次のコラム参照）に登場したレイウォールの少女騎士。ピアニィ、ベルフト、リシャールなどの英えい雄ゆうたちが倒たおれた架か空くうのアルディオンで、レイウォールを守るため奮ふん戦せんした。『ゲッタウェイ』ではＰＣたちの援助者という、『サガ・イフ』とは異なる立場で登場した。
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マルセル：私が執しつ筆ぴつした『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』のキャラクターです。
















ドラン：有ゆう能のうな聖騎士だし、留る守す番ばん役としては適てき任にんナリね。

アキナ：なるほど。レイウォールにはそんな人がいたんですね。

ＧＭ：ゴルフォードは……せっかくだし読者投とう稿こうを探さがしてみますね。




　そして、ＧＭは投稿の束のなかからひとりの人物を選んだ。




アーチェ・マスケード（22歳／女／ネヴァーフ　投稿者：千葉県　さしみとんかつさん）

　錬金騎士団の中でも腕うで利ききの射しや撃げき手の女ネヴァーフ。多くの功こう績せきをあげ、錬金騎士たちに信しん頼らいされている存そん在ざいだ。ベネットの戦い方に感化され、あまり防ぼう具ぐをつけていない。
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ＧＭ：ゴルフォードの警備責せき任にん者しやということで、いざという時は彼かの女じよが対応してくれます。

ドラン：腕利きっぽい設せつ定ていだけど、ベネットに感化されたというあたりが、不安ナリ（笑）。

ＧＭ：かもしれません（笑）。では警けい戒かい態勢が整ったところで、このシーンを終了します。







◆Middle 08◆〝蛇へび〟からの伝言





　表通りが賑にぎわいを見せていても、街の影がなくなりはしない。

　だからこそギィは、いつものように影の中で遊ぶ。

　その中にある情じよう報ほうをすくい上げるために。




ＧＭ：ということで、次のシーンはギィのシーンになります。やはり感謝祭のシーンの裏で進んでいたイメージです。

ギィ：じゃあ、ギィはいつもの夜遊びルートを回ってる。

ＧＭ：そのシチュエーションで問題ないので、それで行きましょう。

ドラン：遊んでいるナリか？

ギィ：いや、違ちがう。ギィって、エンジェルファイヤーの裏社会担たん当とうなんだよ。だから、オープニングのマムの店みたいな情じよう報ほう屋やみたいなのをいくつも持ってるんだよ。

マルセル：いかがわしい酒場や、カジノ、チンピラや怪しげな露天商人とかだな。

ギィ：そうそう。オレの夜遊びは、この情じよう報ほう網もうの維い持じも兼かねてるんだ。んで、今回はそれを回って、謎なぞの美人令れい嬢じようの情報を集めてる。

アキナ：「人生は楽しく享きよう楽らく的てきに生きる、がモットー」とか言ってたのに、実は真面目に仕事してるんですね！

ギィ：フ、もっと褒ほめてくれ！（笑）

ＧＭ：では、難なん易い度ど13の【幸運】判定をしてください。情報収しゆう集しゆう判定です。そろそろ頼たのんでいたマムの情報が来るかどうかを判定します。

ギィ：わかった。前回、今回とオレの《ストリートワイズ》が大だい活かつ躍やくだな（笑）。（ダイスを振る）……16で成功だぜ。

ＧＭ：では、あちこちの店やたまり場に顔を出している途と上じようのあなたの前に、アニマルメッセンジャーが届とどきます。えー……マムっぽい動物って、何かな？（←考えてなかった）

ギィ：だったら蛇だろ。決まってんじゃんかよ（笑）。

マルセル：王蛇会だからな。

ＧＭ：じゃあ……アナコンダがやってきました。

ギィ：…………はぁ!?

一同：なんでだよ――っ!?（一同爆笑）

アキナ：アナコンダってすっごく大きいですよね!?（笑）

マルセル：怖こわいって!?（笑）

ドラン：そんなものが街中にいたら、駆く除じよされそうナリ（笑）。

ギィ：しょうがねぇなあ（笑）。裏うら通どおりに蛇使いの芸人が、芸を見せてるんだよ。で、オレが声をかけると壺つぼの中からアナコンダが口に手紙をくわえて出てくる。
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ドラン：えらくでかい壺ナリ（笑）。

ギィ：オレはそれを受け取って、早々に立ち去るぜ。

ＧＭ：では、そういうことで。

ギィ：……自分でやっといてなんだが。シュールだな、これ（笑）。

アキナ：ですよねー（笑）。

ＧＭ：さて、そうして受け取ったマムの手紙の内ない容ようは非ひ情じように簡かん潔けつで。ファイブフィンガーズ＝エクスマキナ、とだけ書かれています。

ギィ：そうか、分かった。種族のことを教えてくれって頼みを律りち儀ぎにこなしてくれたんだな……。んじゃ、いつもどおり、手紙は燃やす。

ＧＭ：では、ギィが情報を得たところでこのシーンは終了です。







◆Middle 09◆急きゆう報ほう届く




　ピアニィ統一帝戴たい冠かん式の翌よく朝あさ、ノルウィッチ城じよう内ないに割わり当あてられた部屋、通つう称しよう〝部室〟にエンジェルファイヤーは集合した。

　ドランの部下が何か情報をもたらすというのだ。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーはドランで、さらにＰＣは全員登場。鋼鉄騎士団のパトロールの結果がドランにもたらされるというシーンです。

ドラン：ほう、部下たちもなかなかやるナリ。時間はいつごろ？

ＧＭ：戴冠式の翌朝ということで。

ドラン：じゃあ、部下から報ほう告こくが来るというのを聞いてエンジェルファイヤーに緊急招しよう集しゆうをかけるナリ。

アキナ：じゃあ急いで行きます。

マルセル：徹てつ夜や明けでツライんだが……仕事なので行くぞ。

ギィ：オレも。……昨日は遅おそかったから、超ちよう眠ねむいんだけど？（笑）

マルセル：お、お前たち………（笑）。

ＧＭ：と、そんな部室に、ジェシィ、パティ、ケイティの新人三人組が顔を出します。「伝令です！　ドラン隊長に報告をお持ちしました！」

ドラン：何が起きたナリ？

ＧＭ：「ノルウィッチ近きん郊こうの茨いばらヶが原はらに、武ぶ装そうした一いち団だんが展てん開かいしているのを確かく認にんしたでゴワス」一番でっかいケイティが言います。

ドラン：……ふむ、それってならず者ナリか？

ＧＭ：中ぐらいのジェシィが「はい。隊長の仰おつしやるとおりです。中心となっているのは、傭よう兵へい、ならず者の類たぐいです」と答え、小サイズのパティが「この武装集しゆう団だんの指し揮き官かんは、謎の美人令嬢を名乗る女だと確認されているモン」と補ほ足そくします。

ドラン：「分かったナリ。鋼鉄騎士団は即そく時じ出しゆつ撃げきできるよう準じゆん備びを整えろ、と伝達するナリよ。詳くわしい作戦は追って伝えるナリ」と言って、新人三人を下がらせる。




　新人三人組はドランの命令を伝えるため、部屋から退たい出しゆつしていく。その後、エンジェルファイヤーはさらに踏ふみ込こんだ話し合いを始めた。




ドラン：というわけで、一いち応おう、鋼鉄騎士団の出撃準備をさせたが……。罠わなナリよね？

マルセル：そうだな。

ギィ：お、そうだ。ここで種族の話をするぜ。ファイブフィンガーズはエクスマキナだ。

ドラン：わ……、ワタシじゃないナリよ？（←エクスマキナ）

ギィ：そりゃわかってるっつーの!?（笑）　そういうボケはおいといて。いいから整理するぞ？　まず、グリンダらしき人物が集めた傭兵たちが茨ヶ原に結集している。

マルセル：あとはファイブフィンガーズというバルムンク・ノヴァの工作員がノルウィッチに潜せん入にゆうした。ファイブフィンガーズはエクスマキナである。

アキナ：ブルックス商会から盗ぬすまれたロッドがほかでも盗まれていて、全部で四本なくなってる。そのロッドはグリンダが集めているらしくて、古代兵器を動かす部品らしい。

ギィ：ＧＭ、茨ヶ原ってどういうところか分かるか？

ＧＭ：ノルウィッチから20キロぐらい離はなれた草原ですね。人は住んでいません。

ドラン：そんなところに集まって何をするつもりナリか。やっぱり、罠？

マルセル：普通に考えて、罠の可か能のう性せいが高いだろうな。

アキナ：すごーく行きたくないんですけど、グリンダらしき謎の美人令嬢もそこにいるんですよね？　無む視ししづらい情報ですよね。

マルセル：……そもそも、それはグリンダなのか？
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アキナ：どういう意味ですか？

マルセル：グリンダの得とく意い技わざはなんだ？

ギィ：変へん装そう、だな。

マルセル：そうだ。それ故ゆえ、奴やつは秘ひ密みつ裏りに行動できる。しかし、今回はわざわざ自分の存在を誇こ示じしているかのようだ。その美人令嬢はやはり囮おとりと考えた方が自然だろう。

ＧＭ：………。

ギィ：たださ、これはありえるよな。各地で集めたロッドで動かす古代兵器が茨ヶ原に眠ねむってる。オレたちが囮だと考える裏をついてくるわけだ。

ドラン：でもそれって、バカ正直に我われ々われが茨ヶ原に向かったら逆ぎやく効こう果かな手じゃないか？　今のところ否ひ定ていする理由もないナリが。

アキナ：ああーっ、もう！　とりあえず、行ってみるのはダメですか!?

ドラン：ノルウィッチから20キロだと、戦せん闘とうが生じる可能性もあるから、往おう復ふくで二日は見るべきナリ。

ギィ：ノルウィッチへの転送石を持って馬で行けば、半日ぐらいで戻れるな。

ドラン：ただ、鋼鉄騎士団を率ひきいるとなると、もっと時間が掛かるナリ。

アキナ：別行動だとどうでしょう？

ドラン：グリンダ相手に分ぶん割かつ行動は自殺行こう為いな気がするナリ。各かつ個こ撃げき破はされると、どうしようもない。……決め手にかけるナリね。

アキナ：せめてグリンダがどこにいるか分かれば、ある程てい度ど相手の狙ねらいを予よ測そくできますよね。

ギィ：なあ、ＧＭ。グリンダが《偽ぎ装そう情報》を使ってるなら、判定できないか？

ＧＭ：………そうですね。判定できますよ。難易度22の【感知】判定です。

ドラン：22!?　めっちゃ高いナリ!!

ギィ：【感知】で22は難むずかしいな。オレは９しかない。

ドラン：ワタシは９ナリ。

マルセル：……それなら、私が《トリビアリスト》を使って【知力】で判定するのが一番確かく率りつが高いな。10で判定できる。

ギィ：そうだな……それでもフェイトを使わないと成功しないだろう。

ドラン：マルセルには役割的に、あんまり中ちゆう盤ばんでフェイトを使わせたくないナリよ。

アキナ：そんなときこそ《結束》です！

マルセル：それがあったな。それじゃ、自分でフェイトを１点使うから……。

ドラン：《結束》を使って、全員１点ずつ使うナリよ！

ギィ：これで６Ｄ振れる。失敗しねえだろ。

マルセル：失敗したらネタになるな（笑）。……よし、成功だ。達成値33。

ＧＭ：…………。謎の美人令嬢の情報はフェイクです。グリンダは茨ヶ原にはいません。

アキナ：やっぱりぃ――っ!?　囮だったんだ！

マルセル：じゃあ演えん出しゆつはこんな感じ。軍ぐん師しとは先の先を読んで行動するものだ。と、別ルートで入手していたアジサイからの情報と比ひ較かくして矛む盾じゆんを発見したとしよう。
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アキナ：マルセルさん、カッコいいです！（笑）
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ドラン：そうと分かった以上、茨ヶ原の方には監かん視しを送って警戒するぐらいにとどめておくナリ。

ギィ：そうだな、それじゃ報告をしてくれた新人エクスマキナを呼んでくれ。

ドラン：了りよう解かいナリ。それじゃ、ぱんぱん、と手を叩たたくナリよ。

ＧＭ：……では、ここで一いつ旦たんシーンを区切りましょう。シーンを終了します。







◆Middle 10◆虚きよ飾しよくの果てに





　部室の扉とびらが勢いきおいよく開かれ、新人のひとりであるパティが飛とび込こんできた。

　血相を変えてやってきた彼かの女じよは、事じ態たいがさらなる危き機きに進むことを告げるのであった。




ＧＭ：次は前のシーンから続くシーンです。シーンプレイヤーはマルセルで、全員登場。

ドラン：どういうシーンナリか？

ＧＭ：シーンの場所は〝部室〟のまま。ドランが手を叩たたいた直後、勢いよくドアが開かれて、新人のひとり、パティが駆かけ込こんできます。

ドラン：どうしたナリか？

ＧＭ：「情じよう報ほうが入ったモン！　茨ヶ原のならず者たちが、近くの村を襲おそい始めた模も様よう！　急いで、救きゆう援えんを出ださないと、どんな被ひ害がいが起こるか分かりませんモン！」

ギィ：……ほう。

アキナ：む！

ドラン：展てん開かいが急ナリね。どっから、その情報が来たナリか？

ＧＭ：「被害のあった村の方からの早馬が来たんだモン」だそうです。

マルセル：ちょっとパティには聞こえないように相談しよう。

ドラン：（ひそひそ）そうナリね。……救援は間に合わないと思うナリよ。本当の話なら。

アキナ：（ひそひそ）だけど、本当に村が襲われているなら、救援を出さないと！　グリンダは茨ヶ原にいなくても、ならず者が悪さをすることはありますし。

ギィ：そうだな。……いずれにせよ。間に合うか間に合わないかは別として、手は打たなきゃならねえだろ。本来なら。

マルセル：ふむ。ところで、ファイブフィンガーズの種族はエクスマキナだったな。

ギィ：ああ。マムからの情報によれば、な。

アキナ：でしたね。

一同：…………………。

ギィ：みんな、考えてるのは一いつ緒しよか。

ドラン：そりゃそうナリよ。これは条じよう件けんがそろいすぎているナリ。

マルセル：今から裏うらを取るのは悠ゆう長ちように過すぎる。もし万が一本当に村が襲われているなら被害が大きくなる。……ＧＭ。こいつがファイブフィンガーズかどうか、見み破やぶる判はん定ていをしたい。

ＧＭ：……分かりました。【感知】で目もく標ひよう値ち22で判定してください。

マルセル：先ほどと同じだな……。なら私わたしが《トリビアリスト》で判定しよう。フェイトを１点使用する。

アキナ：じゃあ、あたしも《結束》で支し援えんします！

マルセル：……（ダイスを振ふる）……よし、28で成功だ！

ＧＭ：うーん。　……このパティはファイブフィンガーズです。

一同：よぉーしっ！

ＧＭ：くっ、バレるのが想定よりも早いなぁ～！




　こうして、敵てきのエージェントのひとりの正体が露ろ見けんしてしまった。

　打てるべき手をきちんと打った結果、茨ヶ原にグリンダがいないことなど、ＧＭの想定以上に、この段だん階かいでＰＣが情報を入手していたことが原げん因いんと言えるだろう。

　とはいえ、グリンダ側からすればＰＣが獲かく得とくした情報を把は握あくできるはずもない。パティは作戦のとおりＰＣたちを茨ヶ原に誘ゆう導どうするために、わざわざ虎こ穴けつに踏み込んだ形になった。

　しかし、ある事じ情じようにより、この時のＧＭにはまだ余よ裕ゆうがあった。




ドラン：さて、パティ。君はファイブフィンガーズだったナリね。

アキナ：どうしてそんな噓うそをついたんですか、パティさん!?

ＧＭ：「アキナさん、噓じゃないモン。私の目を見てほしいモン！」

アキナ：じぃー。

ＧＭ：目からビィ――――ムッ!!


アキナ：えぇっ!?（爆ばく笑しよう）
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一同：なにぃ――――っ!?（一同爆笑）

ドラン：そんなことするなんて、最低ナリよ！

一同：お、お前が言うなぁぁぁぁーっ！（笑）

ＧＭ：ドランの〝目からビーム〟の犠牲者のひとり、ドワリムさんも、あの世で「お前が言うな」と言ってます（笑）。

ドラン：私がやるのは正せい義ぎのビームナリ。

一同：…………。

アキナ：あ、あの～!?　これあたるんですか？（笑）

ＧＭ：彼女が正体を明かす演えん出しゆつです。特に判定もなく避よけたということでＯＫです。

アキナ：ほっ。じゃあ、とっさに避けたあたしは尋たずねます！　何をするんですか！

ＧＭ：彼女はこれまでとうって変わって不気味な声で答えます。「キシシシッ……バレちまっちゃあ仕方がないジャア――ッ!!」

マルセル：が……ガラが悪くなったな（笑）。

アキナ：〝モン〟って語尾でちょっと可愛かったのに!?（笑）

ＧＭ：（禍々しい調子で）「キシシシシッ！　パティというのは仮かりの姿すがた、ワシの真の名はファイブフィンガーズが一、小指のキルスティン。てめぇらを茨ヶ原に誘導できなかった以上、討うち果はたして、グリンダ様の命に応こたえるんジャアッ!!」と。

ドラン：ううっ、パティ、あんなにいい子だったのにグレちゃって～。うぉうおうおう。

一同：…………。

ギィ：ところでさ。……いい子だったって演出はあったっけ？（笑）

ドラン：いや、ワタシの心の中だけで演出されていたナリ（笑）。

マルセル：ただの妄想かいっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ま……まあいいです。戦せん闘とうを始めますよ！




●第一ラウンド

ＧＭ：では、第一ラウンドセットアッププロセス。敵はパティこと小指のキルスティンがひとりのみです。キルスティンの【行動値】は17で、みなさんのエンゲージから10メートル離はなれた位置にいます。




行動値：

ギィ　　　　　　：21

ドラン　　　　　：17

キルスティン　　：17

アキナ　　　　　：14

マルセル　　　　：14
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ＧＭ：ギィから宣せん言げんですね。

ギィ：セットアップなし。このタイミングで《陣じん形けい》使っちゃうか？

アキナ：そうですね、使っちゃいましょう！　アキナはキルスティンにエンゲージ。

ギィ：あとはオレがほかのふたりのエンゲージから離れておこう。いざとなれば、ギィも《カバームーブ》を使えるし。

ドラン：ワタシはいざという時のために、マルセルと同じエンゲージにいるナリ。

ＧＭ：ではドランのセットアッププロセス。

ドラン：私は特にないナリ。

ＧＭ：次、キルスティンが17で宣言。《召しよう喚かん：ピンキービット》というスキルを使用。背せ中なかから小型の浮ふ遊ゆうメカを出します。「キシシシ、ワシを侮あなどると後悔するジャア――ッ！」同一エンゲージにピンキービット１体を未行動状じよう態たいで登場させました。行動値は16。

ギィ：じゃあ続けて、ピンキービットのセットアップ？

ＧＭ：ピンキービットはセットアップがありませんので、次はアキナ。

アキナ：ないですね。

ＧＭ：最後はマルセル。

マルセル：アキナに対して《ヘイスト》を使う。（ダイスを振る）魔まじ術ゆつ判定は成功。アキナの【行動値】を＋７だ。

アキナ：これで21になります。




行動値（セットアップ終しゆう了りよう時点）

ギィ　　　　　　　：21

アキナ　　　　　　：14→21

ドラン　　　　　　：17

キルスティン　　　：17

ピンキービット　　：14

マルセル　　　　　：14




[image: ]




ＧＭ：セットアップは終わり。イニシアチブプロセスに移うつります。21のギィとアキナから。

ギィ：じゃあ、ギィが先に行動させてくれ。ムーブで《ホークアイ》。マイナー《ブルズアイ》。メジャーが《ワイドアタック》で、敵二体を攻こう撃げき。命中の前に《デュアルアロー》を使って、リンメルの矢を二本使う。（ダイスを振る）三個こクリティカル！
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一同：おおーっ！

マルセル：ではそのダメージに《シーリィ》。

ＧＭ：こちらの回かい避ひ判定。基き本ほん２Ｄですが、ピンキービットが《援えん護ご》を持っているため、エンゲージしているキルスティンは３Ｄで回避します。

ギィ：避けるなよぉ～！

ＧＭ：キルスティンの回避（ダイスを振る）４、５、２で回避は失敗。ピンキービットの回避（ダイスを振る）。２、２で回避失敗。

ギィ：よし！　ダメージロール直前に《ピアシングストライク》。装甲の隙間を狙ったのさ。

ＧＭ：キルスティンが《ビットガード》。ピンキービットに自身をカバーさせます。「ビット、ワシを守るんジャアッ！」と言うと、小さな浮遊体が身を挺して矢の軌道に飛び込んできます。

ギィ：ＯＫ。じゃあ、ダメージいきます。ダメージはもろもろ合わせて９Ｄ＋[image: 123]点。（ダイスを振る）……えー、[image: 155]点物理。

ＧＭ：さすがに耐たえられない。ぶすぶすっと矢が刺さり、一瞬後にビットが爆散します。「ジャッ!?　ビットがやられたァ!?」

ギィ：よし。あとはよろしく。

ＧＭ：次はアキナさんの番ですね。目の前にはキルスティンがいます。

アキナ：はーい。じゃあ、ぶっとばしまーす。ムーブアクション《ファストセット》＋《スマッシュ》。マイナーで《フルスイング》。メジャーで《ストラグルクラッシュ》。一回目が（ダイスを振る）えーと、12だから25。

ドラン：ちょっとしょぼいか。一いち撃げき目だし、振り直してもいいかも。

アキナ：ですね。《バトルコンプリート》で振り直しまーす。（ダイスを振る）あ、クリティカル！　敵のど真ん中にあたりましたね！（笑）

マルセル：では《シーリィ》を使います。

ＧＭ：これは避けられないな。一撃でぶっ飛ばされそうな一撃に対して、キルスティンは拳こぶしを固めます。「ただでやられるつもりはないんジャアッ!!」リアクションで《キルスティンカウンター》。その攻撃の勢いを利用したカウンターパンチを繰り出します。




《キルスティンカウンター》

　オリジナルエネミースキル。白兵攻撃に対するリアクションを、装そう備びしている武ぶ器きの命中判定で行なうことができる。この対決に勝利した場合、ダメージロールを行ない、対象にもダメージを与あたえる。ただし、対象の攻撃は使用者に自動的に命中する。対象のダメージロールは通つう常じようどおりに行なうこと。




ドラン：回避よりは目があるって感じナリね。

ＧＭ：敵も必死ですから最善の手を打ちますよ。（ダイスを振る）よしっ！　クリティカル！

アキナ：えぇー!?


ギィ：やるなぁ、かわたな！

マルセル：《パリペイティア》。クリティカル出したのはさすがだが、振り直してくれ。

ＧＭ：当てたのにー！　仕方ない。（ダイスを振り直して）――クリティカル！「キシシシシシッ！」（←勝ち誇って笑うキルスティン）

ドラン：ちょ、ええ～っ!?


ＧＭ：ふっ、マルセルの裏うら目め力が導いたクリティカルです！（笑）

マルセル：ＧＭっ！　自分の出目の良さを、私の裏目と言い張るんじゃないっ!?（笑）

ドラン：ふ……不毛ナリ（笑）。

アキナ：とにかくアキナのダメージを計算しますね（笑）。ダメージ前に《スラッシュブロウ》を使って……。（計算中）16Ｄ＋[image: 143]点！

マルセル：そこに《チェックメイト》も乗せよう。

アキナ：じゃ、こっち振っちゃいますね（ダイスを振る）えーっと、[image: 143]＋67。

マルセル：さらに《チェックメイト》で＋30。

アキナ：全部合わせて、[image: 240]点。防ぼう御ぎよ力りよく無む視しです！

一同：[image: 240]!?

ドラン：ワタシも[image: 240]点は耐えられないナリよ（笑）。

ＧＭ：くおぉー、そのまま[image: 240]点来ました。フレームが歪まんばかりの衝撃がキルスティンに走る。「よくもやってくれたなぁっ！　反撃ジャアッ!!」《キルスティンカウンター》で反はん撃げき。６Ｄにクリティカル分２Ｄを足して（ダイスを振る）物理ダメージ97点。

アキナ：《ウェポンガード》を使います。【物理防御力】22と、《ウェポンガード》で13点軽けい減げんして62。

マルセル：さらに《プロテクション》。（ダイスを振る）ちょっと低いな。45点。

アキナ：じゃあ、17点ダメージを受けました。

ＧＭ：97が17点か。固い……。では《ストラグルクラッシュ》二回目ください。

アキナ：はい。命中判定からですね。（ダイスを振る）13＋18だから31！

ＧＭ：さっきと同じ《キルスティンカウンター》を使います。

ギィ：またやってくるのか!?

ドラン：使用制せい限げんないナリね……。

ＧＭ：（ダイスを振る）しかし、29で届とどかず。得え物もののリーチの差で届かなかった！

アキナ：じゃ、ダメージ。二回目なんで＋２Ｄになって。（ダイスを振る）[image: 150]点ジャスト。

ＧＭ：まあ、半分は突とつ破ぱされましたけど、まだ生きてます。

ドラン：相手もなかなかやるナリ。さて、次はワタシの番。「ワタシを裏うら切ぎったナリね、パティ！」と滂ぼう沱だの涙なみだを流しながら、ムーブで《ランニングセット》＋《バリアクラッシュ》。マイナーで《ブーストマジック》。
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ＧＭ：「キシシシッ！　騙だまされた方が悪いんジャアッ!?」

ドラン：うぉうぉうぉう～！　メジャーで《エアリアルスラッシュ》！　命中前に《マテリアルコンポーネント》でエメラルド一個消費。

ＧＭ：相変わらず、ドランは宝ほう石せきが好物ですね。

ドラン：バリバリバリッと！　（ダイスを振る）クリティカルした！　《シーリィ》をお願いするナリ！

マルセル：《シーリィ》をドランに。【ＭＰ】がいっぱい使えて嬉うれしい。

ギィ：これで全員、クリティカル１回か。やべー、ミドルが盛もり上あがりすぎて、クライマックスがシーンとなったらどうしよう（一同爆笑）。

マルセル：ま、その時はその時だ（笑）。

ＧＭ：では回避しまーす。（ダイスを振る）６、２で回避失敗。

ドラン：じゃあ、行くナリよ。クリティカルしたから《マーダースキル》で＋５Ｄ。（ダイスを振る）[image: 140]点。《クラッシュバリア》なので【魔ま法ほう防御力】無視！

ＧＭ：[image: 140]点。もうへろへろだなぁ。次はこちらの番。アキナさんに対して、《連続攻撃》。「キシシシッ！　キルスティンダブルパンチ！」と武器攻撃を二回行ないます。一発目。

ギィ：ふっふっふ。二回攻撃が強いとか思っているな、貴様。『ＡＲ２Ｅ』のプリーストは複ふく数すう回かい攻撃にも《プロテクション》を掛かけられるんだぞ！

ＧＭ：「百も承知ジャアッ!!」　まずは右ストレートぉ！（ダイスを振る）うわ、ひどい。４Ｄ振って10。14足して達成値が24。

アキナ：（ダイスを振る）それでも回避は無理です。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目低いなあ……84点の物理。

マルセル：《プロテクション》だ。（ダイスを振る）えっと、50点止める。

アキナ：《ウェポンガード》！　13点止めて防御力で22引くのでダメージ０！

ＧＭ：なんとっ！　ならば返しの左ひだり腕うで。（ダイスを振る）13＋14で達成値27。

アキナ：２Ｄで（ダイスを振る）出目６で達成値が９。駄だ目めでーす。

マルセル：《バリア》があるので、２回目の《プロテクション》。

ＧＭ：（ダイスを振る）げぇ!?　６Ｄ振って、出目11　!?　ダメージは81点……。

マルセル：《プロテクション》で……（ダイスを振る）45点軽減。

アキナ：22点軽減して……14点ダメージ来ました。

ドラン：おぉ～。マルセルの防御能のう力りよくがすごい上がっているナリ！

ＧＭ：次はマルセルのメインプロセス。

マルセル：ここは《ヒール》をアキナに。（ダイスを振る）発動成功。３Ｄ＋57点回かい復ふくだ。

アキナ：全ぜん快かいです。ありがとう、マルセルさん！

ＧＭ：では、これで全員行動したので次のラウンドへ。




●第二ラウンド

行動値：

ギィ　　　　　　　：21

ドラン　　　　　　：17

キルスティン　　　：17

アキナ　　　　　　：14

マルセル　　　　　：14




ＧＭ：さて、第二ラウンドのセットアッププロセス。ギィとドランは？

ギィ：なし。

ドラン：同じく何もしないナリ。

ＧＭ：えーとこっちもなし。

アキナ：特にやれることはありません！（笑）

マルセル：《ヘイスト》をアキナに。（ダイスを振る）魔術判定は成功。（ダイスを振る）行動値に＋９。

アキナ：23で一番になりました！




行動値（セットアップ終了時点）

アキナ　　　　　　：14→23

ギィ　　　　　　　：21

ドラン　　　　　　：17

キルスティン　　　：17

マルセル　　　　　：14




ＧＭ：キルスティンはカウンター狙ねらいで、拳をシュッシュッと繰くり出だします。

ドラン：降こう伏ふく勧かん告こくするナリ。もう、止めるナリよ、パティ～。

ＧＭ：「バルムンク・ノヴァに降伏の二文字はないんジャアッ！」

ドラン：あんなにいい子だったパティが裏切るなんて～。うぅ～。

ギィ：……どんな幻げん覚かくを見てたんだ（一同笑）。

ＧＭ：じゃあ「頑がん張ばるモン！」とか「ドラン隊長はあこがれですモン！」とかいうパティの姿がドランの脳のう裏りを走る（笑）。

ドラン：もう、お前の体力じゃ、アキナさんの一撃には耐えられないナリよ！

ＧＭ：「ええい、うるさいジャアッ！」

アキナ：なら、仕方ありません！　さっきと同じスキルで攻撃。まずは一撃目。（ダイスを振る）クリティカル！　どうだ！
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ドラン：アキナさんを怒おこらせてはいけないということが、ワタシたちの脳のう内ないにすり込こまれましたナリ（一同笑）。

マルセル：とりあえず《シーリィ》するから、思う存ぞん分ぶんやってくれ（笑）。

ＧＭ：《キルスティンカウンター》……（ダイスを振る）クリティカルは起こらなかったので失敗。

マルセル：《チェックメイト》使います。（ダイスを振る）＋29点だ。

アキナ：（ダイスを振る）出目がいい。[image: 181]点！

ギィ：えーっと……平へい均きんの出目が４か。確たしかにいい。

アキナ：全部合わせて[image: 210]点！

ＧＭ：それで倒たおれた。アキナの巨きよ大だいな剣がキルスティン斬り伏せます。一瞬踏ん張ろうと試みますが、「ジャアァァァァーッ！」と声をあげ、ゆっくりと倒れゆくキルスティン。

アキナ：ごめんね！

ギィ：ま、あとで治ち療りようしてやろうや。色々聞きたいこともある。

ＧＭ：しかし。キルスティンはにやりと笑えみを浮うかべる。

アキナ：…………え。

ＧＭ：「キシシシシッ！　かかった！」とキルスティンが呟つぶやくと……。




　キルスティンのボディが激はげしく輝かがやき、遅おくれて響ひびいた炸さく裂れつ音おんがあたりを満たした。




ＧＭ：彼女の戦闘不ふ能のうと同時に発動する自じ爆ばくシステム［キルスティンボム］です。対象は場面（選せん択たく）、射しや程ていは視し界かい。ようするにＰＣ全員に４Ｄ＋[image: 120]点の〈火〉属ぞく性せい魔法ダメージ。命中判定なしでリアクション不ふ可か。
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一同：なんだってぇ――っ!?

マルセル：ちっ、自爆か！

ドラン：そのダメージだと、ワタシは倒れるナリ！

ギィ：オレもだ。問題はここで戦闘不能になるとどうなるか……。

ＧＭ：ここで戦闘不能になっても、特に何もありません。戦闘終わりますし。

ドラン：戦闘が終わったら【ＨＰ】１で立ち上がるからね。

ギィ：じゃ、まあ倒れてもいっか。念のため、ドランをカバーしておこう。倒れるなら、ドランよりオレの方がいい。《カバームーブ》＋《カバーリング》。

ＧＭ：てなわけで、［キルスティンボム］のダメージは（ダイスを振る）、うおっ！　６、６、５、３、[image: 140]点。〈火〉属性魔法ダメージ。

アキナ：あたしは《ヒール》してもらったから、立っています！

ギィ：マルセルは自分に《プロテクション》掛けて、立っていればいいと思うよ。

マルセル：じゃあ、自分に《プロテクション》（ダイスを振る）。うわ、出目がいい。何という、自じ己こ防御能力。50点止めて、倒れない。

ギィ：オレは到とう底てい耐えられないので、戦闘不能で倒れる。

ＧＭ：えーと、マルセル健けん在ざい、アキナ健在、ドランはカバーされて無む傷きず。ギィが倒れてる、と。てわけで、大だい爆ばく発はつが起こり、エンジェルファイヤーの部室が黒こげ状態ですね。部屋名を書いた札が、からからーんと落ちる。

アキナ：皆さん、大だい丈じよう夫ぶですかー!?

ドラン：ギィに吹っ飛ばされて無傷のワタシは、ロッカーの陰かげから出てくる。ギィのおかげで助かったナリ。で、パティ改めキルスティンは？

ＧＭ：破は片へんがごろごろと、転がってます。

ギィ：こりゃ、尋じん問もんもできねぇか。と、髪かみの毛けをチリチリっと焦こがしたギィがふぅ～っと、立ち上がってくる。よく死んだぜ～。

アキナ：（真面目な顔になって）証拠隠滅のためとはいえ自爆するなんて……。

マルセル：気持ちは分かるが、今は感傷にひたっている時間はないぞ。

アキナ：……ですね。まず、バルムンク・ノヴァの悪巧みをなんとかしないと。

ＧＭ：では戦闘が終わったところで、シーンを切きり替かえましょう。







◆Middle 11◆グリンダの企たくらみ




　鋼こう鉄てつ騎き士し団だんには錬れん金きん術じゆつ師しソラリス・セプターの工こう房ぼうが併へい設せつされている。

　エンジェルファイヤーはそんな彼女のもとへとやってきた。

　グリンダの思おも惑わくを暴あばく可か能のう性せいは、彼女の技ぎ術じゆつにかかっていたのだ。




マルセル：けっこう、消しよう耗もうしたな。【ＭＰ】を60点以上使った。

ギィ：ドラン以外はそれなりにダメージ食くらってるからな。回復しておきたいが……ＧＭ、時間とれるか？

ＧＭ：やれるだけやっていいですよ。




《ヒール》やポーションを使い、全快近くまで回復するＰＣたち。




ギィ：ふう、とりあえずこれで終わりか。意外と消耗したな。

ＧＭ：本当なら、この戦闘はこのタイミングで起きる予定ではなかったんですけどね。

ドラン：ばれちまっちゃぁ、しょうがねえ……ってことナリね。

マルセル：さて、裏うら切ぎり者ものが判はん明めいした。奴やつのロッカーなりを調べて、情報をあさろうか。

アキナ：どっかに情報を残している可か能のう性はありますよね

ＧＭ：先に言いますが、ロッカーからは何も出ませんよ。

ドラン：むう……。

マルセル：まあ、さっきの自爆も攻撃の意味もあるだろうが、余よ計けいな情報を渡わたさないための保ほ険けんなのだろう。

アキナ：うーん。さすがグリンダ。用心深いですね。

ギィ：ＧＭ。なにか、パティ……キルスティンを調べる方法ないか？　グリンダの意図が知りたいんだが。

ＧＭ：うーん。特には。《偽ぎ装そう情報》で隠かくしているわけではないので、特に判定してもわからないことです。

ドラン：……となると。

アキナ：（様々なシートを見つめている）………あ！　今回とったギルドサポートの………《天てん啓けい》って使えるんじゃないですか!?


ＧＭ：っ！

マルセル：ふむ。使い所だな。

ギィ：行けそうじゃねぇか！（笑）

ＧＭ：うおおおおっ！　それがあったか!?




　今回ギルドレベルが成長した際さいにひとつだけ取得した《天啓》。

　シナリオにつき一回、ＧＭに質しつ問もんができる能力がある。

　恥はずかしながら、ＧＭはこの存そん在ざいを失念していたため、うろたえてしまったのだが。

　現げん状じよう、このギルドサポートを使えば、グリンダの陰いん謀ぼうをＰＣが知ることも可能なのだった。




アキナ：じゃあ、《天啓》を使って、グリンダがノルウィッチで古代兵器を使って何を企んでるのかを教えてください。

ＧＭ：（ぐっ、想定外だ！　ここでこの情報を出すことになるとは!!）………………その質問の仕方なら回答しないわけにはいきませんね。で、どんな演出にしますか？

ドラン：……そういえば、鋼鉄騎士団のメカニック、ソラリス・セプターさんがいるナリ。彼女にキルスティンの思考回路の残ざん骸がいから、情報を引き出してもらったというのは？

アキナ：いいですね。

ＧＭ：では、ソラリスにキルスティンの残骸を調べてもらうことになりました。場所は鋼鉄騎士団詰つめ所しよに併設された彼女の工房です。

ドラン：ワタシはとても暗い顔をしてやって来る。そ～ら～り～す～さぁ～ん。

ＧＭ：「どうした、ドラン？」

ドラン：かくかくしかじかナリ～。うぅ～。新人が死んでしまったナリ～。

ＧＭ：ああ、分かった。しかし、裏切り者だったのに、何を泣いているんだ？

ドラン：裏切り者でも、部下が亡くなるのは悲しいことナリ～。昔を思い出して、つい。

ＧＭ：「優しすぎる男だな。まあいい。とにかく記き憶おくメモリーを探さぐればいいんだろう？」

ドラン：……じゃあ、やって欲しいナリ。

ＧＭ：ソラリスは「破は損そんが激しいなぁ」と、ぼやきながら作業を始めます。で、しばらくすると、キルスティン、ひいてはグリンダが何を考えていたのかが分かります。

アキナ：やりましたね！
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ドラン：さすが、ソラリスさんナリ！

ＧＭ：まず、ロッド――これは、古代遺い跡せきをコントロールするための鍵かぎであること。さらに、ノルウィッチ城じようは巨大ロボットに変形できることが分かります。ま、ロボット変形は『無印』第六巻かんでやってましたが。

ドラン：ああ、やったなあ（←『無印』のＧＭ）。

マルセル：何度聞いてもトンチキな城しろだな。

ドラン：何を言う！　格好いいだろう？（笑）

ＧＭ：で、そのロッドというのが、この実は古代遺跡であったノルウィッチ城をコントロールし、真の力を引き出すことのできる、本来のアイテムなのです。

ドラン：って、この城って古代遺跡だったナリか!?

アキナ：修しゆう復ふくして使ってるけど、力のすべては使えていない――って感じですか？

ＧＭ：そういうことです。

ドラン：……適てき当とうに出したノルウィッチ城ロボがこんなことになるなんて（笑）。

ＧＭ：適当な設定だったんかいっ!?（笑）　と、とにかく。恐おそろしいことに、これに類する遺跡が、ベルクシーレ、ノルドグラム、ウォリックフォード、つまり合がつ衆しゆう国こくの主要な都市にもあるという。まあもともと、そういう遺跡をベースに建たて増ましていったという方が正せい確かくですけど。

ドラン：四つの都市か……もしかして、キルスティンは……？

ＧＭ：はい、ご想そう像ぞうのとおり、キルスティンは全部で五体。先ほど倒した者を除のぞく、残りの四人がそれぞれの城に投入されています。
















マルセル：ノルウィッチにはふたり来ているってことか？

ＧＭ：そのとおりです。エンジェルファイヤーをおびき出す役が先ほどの小指のキルスティン。古代遺跡のコントロールを奪うばうもうひとりも存在します。

ギィ：じゃあ、ジェシィやケイティはファイブフィンガーズじゃないのか？

ＧＭ：はいそうです。

アキナ：とにかく、ロボを動かすロッドを持っているヤツが、この街にあとひとりいるんですね！

ドラン：そいつを探さがし出ださなきゃならないナリ。

ギィ：ほかには何か情報があるか？

ＧＭ：ノルウィッチ城のコントロールルームに入らないと、ロッドは使えないと分かります。

ギィ：なるほど、遠えん隔かく操そう作さじゃないのか。

マルセル：遠隔操作だったら、もうとっくに動き出していたな。

ＧＭ：で、この古代兵器を起動させる作戦は、あとわずかで始まるところでした。




　実のところ、『無印』第七巻の進行との兼ね合いもあり、もう少しグリンダの陰謀を隠しおおせていれば、ＧＭ側に有利に進むところだったのだが……。




ギィ：オレたちを茨ヶ原におびき出して、その間に、コントロールルームの占拠をやるつもりだったんだろうな。

ＧＭ：グリンダは、何度も計画をエンジェルファイヤーに妨ぼう害がいされてますからね。特に手を打つ必要があると、キルスティンのうちひとりを配置したのでしょう。

アキナ：そう何度も騙されませんよ！（笑）

ＧＭ：いやぁ、ここまで警けい戒かいされるとは（笑）。

ドラン：逆に警戒しなかったらやばかった。前回の裏目が破滅を招く読みちがいになるとこだったナリ。グリンダ……第九話の裏でこんなおおがかりな計画を進めてたとは……。

アキナ：ええ、本当に危ないところでしたよね！（←悔しさが思い出されたらしい）　……それで、分かるのはこれだけですか？

ＧＭ：はい。以上です。

マルセル：そうだ、ひとつだけ確かく認にんしてくれ。ファイブフィンガーズは、誰だれかが倒れたことを、他のヤツらに連れん絡らくできるのか？

ＧＭ：ああ、そういう無線みたいな能力はないと、ソラリスは断だん言げんします。

ドラン：きっと、定期報ほう告こくとかしているんでしょうね。

アキナ：グリンダは気づいていますかね？

ギィ：それは、分からねえな。どうやって連絡を取っていたかにもよるし。

アキナ：そっか……。

マルセル：いずれにせよ、時間がない。やれることをやりたいので、次は私がネットワークを使って各国に連絡するシーンにしたい。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、このシーンは終わります。







◆Middle 12◆不ふ穏おんな影かげ




　緊きん急きゆう用ネットワークの通信室で、マルセルは愕がく然ぜんとしていた。

　エストネルにいるはずのナヴァールと一いつ切さい連絡が取れないのだ。

　いったい、エストネルで何が起こっている？




ＧＭ：次はマルセルのシーンです。場所はノルウィッチ城の緊急用ネットワークの通信室ですね。全員登場可能です。

マルセル：了解。まずは各国の警けい備び責せき任にん者しやに連絡する。〝四宝の試み〟の裏でテロを企むファイブフィンガーズの情報を与えて警戒を強めてもらうのだ。

ＧＭ：なるほど。

マルセル：そのあと、エストネルにいるナヴァールに連絡を取りたいんだが……。

ＧＭ：ナヴァールたちとうまく連絡が取れません。

マルセル：なんだとっ!?
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アキナ：エストネルの方で何かあったんですか!?

ドラン：ええ。実は『無印』第七巻ではピアニィの戴たい冠かん式しきの後に、話が動き出しまして（←『無印』のＧＭ）。

ギィ：その後にピアニィ一行が大ピンチになるんだよね（←『無印』でプレイヤーを担当）。




『無印』第七巻で、ピアニィたちは統一帝になる儀式の後、エストネル王エル・ウォーデンにある真実を打ち明けられる。

　ピアニィは魔族の首魁〝邪神の御子〟を倒すための鍵ともいうべき存在だったのだ。

　エル・ウォーデンの要請を受けたピアニィは、危険を恐れず〝邪神の御子〟を倒すための戦いに身を投じることを決断する。

　しかし、その後に始まった戦いの末、さらなる異変がピアニィを襲うのだが……。




アキナ：エストネルで、大変なことで起きているというわけですね。

ＧＭ：そういうことです。

アキナ：とにかく、ピアニィ様やアル兄様に連絡がつかないんですね。うーん。ちょっと……いや、かなり心配です。でも、様子がわからないんじゃあ、どうすればいいのかなぁ。

ドラン：……ふっ。プレイヤー的には面白くなってきたぁ～っ！　て感じだ（笑）。ＧＭめ。このシナリオで第七巻以降の時系列を扱えないことを逆手にとってきたか！

アキナ：えっ？　どういう……？

ドラン：今回のシナリオはは、『無印』第七巻以降の事件を『デスマーチ』第五巻では扱えないという制限があったんだが。ＧＭめ、双方のクライマックスのタイミングを重ねることで、『無印』と『デスマーチ』パーティの連絡を分断しやがった！

アキナ：……（少し考えて）ようするに、あたしたちはアル兄様がピンチになっても、転送石を使ったりして救援に行けないってことなんですね。

マルセル：ああ。情報がない以上、うかつに動けん。

ドラン：この街の治安を任されている以上、この状況を放置できないナリ。

アキナ：うう。

ＧＭ：今回のシナリオを作る際に相談した『ゲッタウェイ』の藤井さんの言葉がヒントになりまして。『無印』第七巻の大ピンチのタイミングで事件を起こせば、『無印』の側も『デスマーチ』の側も、お互いピンチを背負いながら救援に行けない。そういう焦燥感をあおるような状況を作れるかな、と思ったしだいです。

ギィ：確かに、『無印』と『デスマーチ』。それぞれのギルドが負けられない大問題を抱えてるって状況はシビレるな！（笑）

ドラン：大陸をまたぐ同時進行の大ピンチか！　ずいぶんグローバルだな、オイ！（笑）

ＧＭ：『無印』に負けないくらいのピンチを作りたかったもので（笑）。

マルセル：まあ。ナリを潜ひそめていたバルムンク・ノヴァは、こういった大陸規模での陰謀を影で進めていたのだろう。

アキナ：…………でも、アキナ的にはアル兄様が心配です。

ドラン：気持ちは分かるナリ。

マルセル：ああ。情報がないので心配なのは分かる。だが我われ々われの任にん務むはこの街を守ることだ。そして、ピアニィ陛下やアル殿の強さは知っているだろう。

アキナ：ですね。アル兄様の強さは、すごく分かります。

ギィ：なら、みんなの無事を信じて、オレたちはオレたちの戦いをすりゃいいんじゃいないか？

アキナ：はい！　アル兄様が帰る場所を守らなきゃ！
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ドラン：いい返事ナリ！（笑）

ギィ：わはは（笑）。

マルセル：それじゃ、エストネルで何か起きているらしいということも各国に追加で連絡する。それぞれの国のことはそれぞれの指し導どう者しやたちに任せよう。

ドラン：なるほど。でもこの情報を教えると「えぇーっ!?僕んところの城って古代兵器なのー!?」ってなるよね（笑）。

ギィ：今のリアクション、ただのアンソンじゃねぇか！（笑）

ドラン：だって、ベルクシーレに残ってる指導者って言えばアンソンって話じゃん！（笑）

アキナ：でしたよね（笑）。

ＧＭ：一方、レイウォールのリディルは「マルセル先輩、ありがとうございます！」と感謝の通信を送ってきます。

ドラン：ああ、そう言えば、『サガ・イフ』のリディルはマルセルの後輩にあたるナリね。

マルセル：あとは、そちらで上手くやってくれと、リディルに返事をする。

ＧＭ：「念のために聞きますが、裏目は大丈夫ですよね？」（笑）

マルセル：余計な心配をするな――っ!?（笑）

アキナ：後輩にまで裏目を心配されてるんですね（笑）。

マルセル：くっ！　以上で通信を終えるぞ（笑）。

ドラン：……これで、こちらがイニシアチブがとれた形になるナリね。

ギィ：そうだな。やっとグリンダ相手に優ゆう勢せいに立った感じだな。

アキナ：でも！　グリンダは強いから、まだ油ゆ断だんはしちゃダメですよ！（一同笑）。

ドラン：わかったナリ、ギルドマスター！（笑）

ＧＭ：とまあ（笑）。こんなところでこのシーンは終了しましょう。







◆Middle 13◆逆ぎやく襲しゆうの一手




　ついにグリンダの機先を制せいするチャンスを手にしたエンジェルファイヤー。

　既に述べたように、ここまでの展開は、ＧＭの想定外であった。

　正直困っていたが、それと同時に面白い展開となってきたことも事実。

　ならばより面白くするには――と、考えたすえにＧＭはある提案をおこなった。




ＧＭ：さて、次のシーンです。しかし、想定より早くグリンダの意図がばれてしまいました。そして、ここから先の展開もシナリオどおりとはいかなくなりました。

一同：ふむふむ。

ＧＭ：ぶっちゃけると、現状の展開ではそちらが主しゆ導どう権けんがあります。ですので、みなさんの出方に応おうじて進めます。なのでみなさんの方から相談して行動方ほう針しんを提案してくださいね！

ドラン：ＧＭぶっちゃけたぁ――っ!?（一同爆笑）

マルセル：とにかく、作戦を相談して決めればいいんだな（笑）。

ＧＭ：ですね。一いち応おう、シーンプレイヤーはギィとしておきましょう。

ギィ：了解。で、どうする？

アキナ：うぅ～ん……古代兵器であるノルウィッチ城は起動させたくないですよね。それを防げば、あたしたちの勝利ですよね？

ギィ：そうだな。グリンダも倒せれば、なおいい。

ドラン：コントロールルームの前とかで張はり込こみしていれば、城は動かせないと思うナリが……たぶん、それだとグリンダは姿を現わさないナリよ。

マルセル：そういえば、我々はコントロールルームの場所を知らないが、誰に聞けばいい？

ＧＭ：ノルウィッチ城のコントロールルームはイザベラかルルイエに聞けば分かります。

アキナ：じゃあ、イザベラさんに話をつければ、コントロールルームで待ち受けることは出来るんですね……来るかどうかは微び妙みようですけど。

マルセル：相手の意図を挫くじくだけであれば、それで十分だな。

アキナ：そもそも、いっぺんに色んなところの城を動かして、グリンダは何をしたかったんでしょう？

マルセル：正直なんとも言えないな。バルムンク・ノヴァの戦力として見なしているのか。単たん純じゆんに破は壊かいと混こん乱らんを引き起こして、エストネルで進めているであろう作戦の援護とするのか。

ギィ：だとすると、グリンダはノルウィッチ城だけにこだわる必要はないのかもな？

ドラン：もしかして、ワタシたちが張はり込こみを続けたら、別のところに行くナリか？

マルセル：そうだな、その可能性は高い。そして、他の都市へグリンダが行った場合、その都市の我々の味方が出だし抜ぬかれる可能性はもっと高い。

アキナ：変へん装そうしますもんね。グリンダのことをよく知らないと、知ってる人に化けられただけでスルーしちゃうかも。

ギィ：そーだよねー。

ＧＭ：……………。

マルセル：だから、グリンダの行動をコントロールして、ノルウィッチに引きつけておかねばならない。あわよくば、おびき出して倒したい。そうすれば、他の都市の防ぼう衛えいもやりやすくなるはず。

ドラン：なるほど……。

マルセル：で、そのための方法なんだが……。

アキナ：なんか考えがありますか？

ギィ：……ああ、ひとつあるぜ。

マルセル：ふむ、ギィも気がついたか。

ギィ：まあな。相手はまだこっちが相手の作戦を見み抜ぬいていることを知らない。そのイニシアチブを利用すれば……。

アキナ：えっと、なんとなく分かりましたけど、具体的にはどうするんですか……。

マルセル：それはだな……。
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　というわけで、作戦を語るマルセル。




アキナ：……なるほど。面白そうです！

ギィ：良い作戦に思えるが、うまくいくか自信はない（笑）。

ドラン：成功の鍵はマルセルの裏目パワーが発動しないことナリ！

マルセル：なんだ、その裏目パワーってのは!?（一同爆笑）

アキナ：あっ!?　せっかくだから、こうしません!?

ギィ：……ふむふむ。




　このように、とマルセルの策を一同で、あーだこーだと揉もんだ後。

　逆襲の作戦が決定したのであった。




ＧＭ：――な、なるほど。了解しました。それでは、ひとつマスターシーンを入れて、クライマックスへ参りましょう！







◆Middle 14◆動き出すグリンダ




　ノルウィッチ郊こう外がいに、茨ヶ原方面へ向かう一いち団だんがあった。

　武ぶ装そうしたエクスマキナの部隊、鋼鉄騎士団だ。

　その先頭には、鮮あざやかな朱しゆ色いろの戦いくさ装しよう束ぞくに身を包つつんだ少女と、彼女に続く軍ぐん師し、弓兵、それと歩くドラム缶かんの姿が見える。

　詳くわしい者が見れば、彼らが数々の功こう績せきをあげてきたエンジェルファイヤーと呼よばれる部隊だと想像がつくはずだ。




　そんな鋼鉄騎士団の行軍を遠くから見つめる影がひとつ。

　影は先頭を歩くエンジェルファイヤーを確認し、くすりと笑えみをこぼす。

　そして、まるで勝利宣言のようにかかとを打ち鳴らすと、唐とう突とつに姿を消した。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　鋼鉄騎士団が出しゆつ撃げきした後、ノルウィッチ城を移い動どうするふたつの影があった。

　アキナ・ブルックスとドラン・ベレレン――。

　城の警備を担たん当とうする衛えい兵へいたちに笑え顔がおで挨あい拶さつしながら、さきほど茨ヶ原に向かったはずのふたりはとある場所を目指す。




　やがてたどり着いたのはノルウィッチ城じよう内ないにあるコントロールルーム前。

　複ふく数すう人の衛兵による厳げん重じゆうな警備態たい勢せいが敷しかれており、強ごう引いんにコントロールルームへ入るのは無理だろう。

　しかし……。

「警備の都合で入らせていただきます」

　と、アキナが告げると、衛兵たちは互たがいに顔を見合わせてから頷うなずきあい、扉を開け放つ。




　こうして、アキナとドランはコントロールルームの中へと消えていく。

　一いつ瞬しゆん、アキナの口元に嘲あざけりの笑みがわずかに浮かんだのだが、それを見み咎とがめる者は誰もいなかった。











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆チェックメイト




　ノルウィッチ城じようのコントロールルームに入はいり込こんだアキナとドラン。

　ギィとマルセルの姿すがたはどこにもない。

　それが意味することは……。




ＧＭ：では、ここからクライマックスに移うつります。場所は、ノルウィッチ城じようのコントロールルームです。

マルセル：コントロールルームは、どんな感じの部屋なんだ？

ＧＭ：円形の大きな部屋になっていて、周囲の壁かべは外の様子が見えるモニターになっています。ロボットとして動き出す時には、それで外の様子をうかがいつつ操そう縦じゆうするようです。

ドラン：全周囲モニターかよ！　錬れん金きん術じゆつスゲーナリ！（笑）

ギィ：イザベラの趣しゆ味みもここまでくれば、たいしたもんだ！（笑）

ＧＭ：この城、元は超古代兵器なのでかなり高度な機能がありまして（笑）。で、部屋の中央部には操縦を行なう玉ぎよく座ざがあり、その周辺には計器類とオペレーター用の席があります。

マルセル：宇う宙ちゆう戦せん艦かんのブリッジみたいな部屋だな。

ＧＭ：で、前のシーンで演えん出しゆつしたとおり、アキナとドランが部屋に入ってきます。ふたりは部屋に入るなり、魔法で扉とびらに鍵かぎをかけて外から突とつ入にゆうできないようにします。

ギィ：なかなか念の入ったことで。

ＧＭ：で、アキナは懐ふところから一本のロッドを取り出します。




　鈍い光を放つ短い魔導杖――。

　彼女が取り出したそれは、間違いくブルックス商会の倉庫から盗ぬすまれた魔導具であった。

「このコントロールロッドを玉座に差さし込こめば、古代兵器ノルウィッチ城は我々の思いのまま……」




アキナ：むむ。あたしの家から盗んだアイテムでぇ～っ！




「この街に炎を！　大陸に災厄を！　我らの新世界のために！」

　勝利を確信した高揚感に歪んだ笑みを浮かべ、アキナは玉座へ歩を進める。




アキナ：そこであたしが登場します！　「お久ひさしぶりです。グリンダさん」と、部屋の柱の陰かげから飛び出して、ロッドを持ったアキナの前に立ちふさがる。

一同：おおおぉ――っ!?　カッコいぃ――！（笑）




　自らが姿を写し取った少女との思いも寄よらぬ邂かい逅こう。

　常つねに冷静に振ふる舞まうグリンダも、さすがに狼ろう狽ばいの色を隠かくせない――。
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ＧＭ：「馬ば鹿かなっ!?　アキナ・ブルックスだとぉ!?　なぜ、ここに……」と、アキナに扮ふんしたグリンダは、驚おどろきの声をあげます。
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ギィ：じゃあ、オレもすちゃっと登場。いつの間にか玉座の横に立ってる。（わざとらしく）あれえ!?　アキナがふたりいる!?（一同爆ばく笑しよう）

ドラン：ワタシもアキナ同様に柱から姿を現あらわして登場。（超ちようわざとらしく）あっ、ワタシもふたりいるナリよ！　といまさら気がついたかのように。

ＧＭ：「ギィにドラン……そんなっ!?　エンジェルファイヤーは小指のキルスティンに誘導されて、茨ヶ原に向かったはず!?」とグリンダは信じられないといった表情で呻うめきます。

マルセル：お前が自分の居い場ば所しよを偽ぎ装そうしたように、我われ々われも居場所を偽装した。ただそれだけだ――。と、私も登場して言おう。

ＧＭ：「くっ！」

ギィ：ようはオレたちも《偽装情じよう報ほう》を使ったってことさ。

アキナ：取っておいてよかったです！

ＧＭ：「お、おのれぇぇぇぇぇ――っ!?」自分が騙された事実を理解して、グリンダは逆上の叫びをあげます。




　解かい説せつしよう。

　マルセルの作戦とは《偽装情報》で、エンジェルファイヤーが茨いばらヶが原はらに向かったと偽装しておき、コントロールルームにグリンダをおびき寄せるという内ない容ようであった。

　思いどおりにことが進んでいる状じよう況きようで、疑ぎ念ねんを持つことは難むずかしい。さすがのグリンダも、エンジェルファイヤーが待まち構かまえる部屋に自ら飛とび込こむ形になってしまった。

　なお、繰り返しになるが、この状況はＧＭのまったくの想定外のことであった。そのため、データなどの再さい調ちよう整せいの必要があり、少々休きゆう憩けいを挟はさんだ後にシーンを開始していた。




ＧＭ：「あなたたちがここにいるということは、小指のキルスティンは……」

ドラン：お前に殉じゆんじて死んでいったナリ！

アキナ：あなたの計画は失敗です。この街はあたしたちが絶ぜつ対たいに守ります！

ＧＭ：「勝利宣せん言げんには早すぎますよ？　ここであなた方を倒たおし、城のコントロールを奪うばえばすむ話でございます」さすがにコントロールルームは堅けん牢ろうで、一いつ旦たん鍵をかけると外部から侵しん入にゆうするのは極きわめて困こん難なんです。

ドラン：素す直なおに捕つかまる気はないようだな。なら、ここで今までの決着をつけるナリ!!

ＧＭ：「異い論ろんはございません」グリンダは変身をとき、仮か面めんの魔ま女じよの姿に戻ります。

マルセル：ふむ。この状況でグリンダが逃にげないのか……。

ＧＭ：実は、このノルウィッチのコントロールルーム。ベルクシーレ城と同じく転てん移いを封ふうじる結界がありまして。さしものグリンダもいつものようにはいきません。

アキナ：これは、チャンスですね！

ドラン：グリンダは手て強ごわいだろうがやってやるナリ！

ＧＭ：グリンダと一いつ緒しよにいたドランに扮していた人物も正体を現わします。小指のキルスティンと同型かつ、より戦せん闘とう的てきなフォルムのエクスマキナへ変形しました。

ギィ：キルスティンと同型……お前もファイブフィンガーズか。

ＧＭ：「殺キル殺キル殺キル」と笑った後「親指のキルスティンだ。グリンダ様の敵――死すべし！」皆さんを睨みます。

ドラン：あぁ～もしかして「殺キル殺キル殺キル」って笑うからキルスティンって名前ナリ？

ＧＭ：いかにも！

一同：…………。

ＧＭ：…………。

ドラン：もうちょっとひねろうよ！（一同爆笑）

アキナ：とにかく！（笑）アル兄様の教えを受けたあたしは、ひと味ちがいます！

ＧＭ：（嘲るように）「殺キル殺キル殺キル……汝の兄も無駄な努力をしたものだ」

アキナ：むっ！　今すっごく頭に来ました！（笑）　あなたたちには、絶対に負けません!!


ドラン：おおっ、アキナさんが燃えてるナリ！

ＧＭ：では、戦せん闘とうを開始しましょう。




●第一ラウンド

ＧＭ：では、第一ラウンドのセットアッププロセス。敵てきはふたりで、親指のキルスティンがみなさんから10メートル、グリンダが15メートル先にいます。

ギィ：キルスティンを回まわり込こんで、グリンダにエンゲージできたりする？

ＧＭ：そうですね……20メートル移い動どうできれば、キルスティンを迂う回かいしてグリンダにエンゲージできるとしましょう。

ギィ：分かった。それと、もうひとつ。グリンダの持ってるロッドを奪えないか？

マルセル：いい手だ。ロッドを奪うばい返かえせば、この城をコントロールできないだろう。

ＧＭ：そうですね。エンゲージして【器用】の対決判はん定ていに勝てば、グリンダの手からロッドを叩たたき落おとすことができるとします。メジャーアクションで判定してください。

ギィ：その役はオレが適てき任にんのようだな。

アキナ：ギィさん、頼たのみます！




行動値

ギィ　　　　　　　　：21

グリンダ　　　　　　：21

ドラン　　　　　　　：17

親指のキルスティン　：17

アキナ　　　　　　　：14

マルセル　　　　　　：14
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マルセル：まず、ギィのタイミングで《陣じん形けい》と《限げん界かい突とつ破ぱ》をしよう。

アキナ：はい、両方とも承しよう認にんです！　で、私はキルスティンにエンゲージ。

ドラン：そこはアキナに任まかせたい。この配置からするとキルスティンは接せつ近きん戦せんタイプナリ。

マルセル：アキナ以外は接近戦では脆もろいしな。

ギィ：オレはキルスティンを迂回するように移動。これでグリンダまであと11メートルだ。

ドラン：ここでワタシは玉座まで下がるナリよ。

ギィ：何をするつもりだ？

ドラン：万が一の時は、自じ爆ばくしてコントロールを行なう玉座を吹ふっ飛とばすナリ。それでこの城は動かなくなるに違いない……たぶん（笑）。

ギィ：〝たぶん〟かよ！（笑）

ＧＭ：では、玉座までは５メートル。[image: 500]ダメージを与あたえれば吹き飛ばせるとしましょう。

ドラン：《リゼントメント》を使えばギリギリ行けそうナリ。では、玉座へ移動。

ＧＭ：了りよう解かいしました。

ドラン：では、ワタシは玉座に立ち上がり、近づくと自爆するナリ！　と言う（笑）。

アキナ：いつでも自爆してやる！　みたいな（笑）。

ギィ：で、ギィ自身はセットアップなし。

ＧＭ：次は21でグリンダ。「その程てい度どの力でわたくしの前に立つ勇気は褒ほめさしあげます」

ギィ：それはハッタリだな。実力で押おし通れるんなら、おびき出すなんてまどろっこしいことをするわけがねえ。勝てるかどうか微び妙みようなセンってことだ。

ＧＭ：「ハッタリかどうか、とくとごろうじろ」ということで、《幻げん惑わくの調べ》というオリジナルエネミースキルを使用。グリンダは竪たて琴ごとを取り出し、怪あやしい音色をかき鳴らします。




《幻惑の調べ》

　オリジナルエネミースキル。対象は「場面（選せん択たく）」。メジャーアクションの判定の際さい、出目に１がふたつ以上出たら、その瞬しゆん間かんファンブルになる。このスキルの効こう果かを回かい避ひ・抵てい抗こうすることはできない。シーン終了まで持続し、１シナリオに１回使し用よう可か能のう。




ギィ：なんっ……だっ……てぇ～っ!?

アキナ：６がふたつと１がふたつ同時に出たらどうなるんですか？

ＧＭ：その時はファンブル優ゆう先せんです。

ドラン：ファンブル優先かよ!?

ギィ：それは《インタラプト》だ!!

マルセル：そうだな。通すとこちらの「何回も振ふり直してクリティカルを目指す」という戦せん術じゆつが崩くずれる。絶対に通せん！

ギィ：なので、《インタラプト》で消す。

ＧＭ：みなさんの心に迷まよいを引き起こすような、怪しい音色が響ひびきますが……。

ギィ：わーわーわー、聞こえないー。そんな音色は聞こえないぞー！（笑）

一同：おーいっ！（爆笑）

マルセル：それが《インタラプト》の演出なのか!?（笑）

アキナ：じゃあ、みんなで合唱しましょう（笑）。

ドラン：お……面白いナリ！（笑）

マルセル：わ、私もか!?

アキナ：当然です！（笑）　さんはいっ！

一同：「「「「わーわーわー、聞こえないぁ――いっ!!」」」」（一同爆笑）




　ひどい演出もあったものである。




ＧＭ：「こんな子こ供どもじみた手で、わたくしの技わざを破やぶるなんて……屈くつ辱じよくでございます！」

ドラン：次はワタシの番ナリ。だが、使用するスキルがないのでなし。

ＧＭ：続いて17のキルスティン。小指と同様のことをやるんですが、親指だから少々強いですよ。《召しよう喚かん：サムビット》を使用。《特とく殊しゆ召喚》を同時に使用して、同一エンゲージに浮ふ遊ゆうする小型機械、サムビットを２体登場させます。

ギィ：なるほど。小指だからピンキーで、親指だからサムなのね。

ＧＭ：そのとおり、英語の指の名前から取りました。このサムビットの【行動値】は16。セットアップはありません。次は……アキナ。

アキナ：特にすることはありません。

マルセル：次は私だ。《ヘイスト》をアキナに。（ダイスを振る）判定成功で【行動値】に＋９。

アキナ：えーと23で、あたしが最初に動きます！




行動値（セットアップ終しゆう了りよう時点）

アキナ　　　　　　　：14→23

ギィ　　　　　　　　：21

グリンダ　　　　　　：21

ドラン　　　　　　　：17

親指のキルスティン　：17

サムビットＡＢ　　　：16

マルセル　　　　　　：14
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ギィ：アキナが最初に行動か。できればオレが先の方がよかったんだが……仕方がない。

ドラン：ギィなら範はん囲いでサムビットを一いつ掃そうできるかもしれないからな～。

ＧＭ：ダイス目は調整できませんから仕方がないですね。

ギィ：しょうがない。ってわけで行け、アキナ！

アキナ：はい！　ムーブアクションで《ファストセット》＋《スマッシュ》、マイナーアクションで《フルスイング》、メジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》で攻こう撃げきします。一いち撃げき目は……《限界突破》で１Ｄ増ふえて５Ｄ。（ダイスを振る）35！

ＧＭ：この一撃目を避よければ二撃目はない。回避します。サムビットも《援えん護ご》を持っているので３Ｄ。（ダイスを振る）くっ。６、５、１で回避失敗！

マルセル：あ、危あぶない……。

ギィ：さすがかわたな。６を出してくる。一いつ瞬しゆんクリティカルされたかと思った！（笑）

ＧＭ：しょうがない。ここはキルスティンが《ビットガード》を使用。サムビットＡに自分をカバーさせる。

アキナ：ダメージは（ダイスを振る）[image: 153]点物理ダメージです。

ＧＭ：[image: 153]点、えーっと……それなら生きてる！

アキナ：強いなあ。

ドラン：[image: 153]点で生きているナリかあ……。

アキナ：では、二発目。いっきまーす（ダイスを振る）クリティカルしない。34。
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ＧＭ：達成値34ですね？　けっこう難しいけど……殴なぐり返かえします。《キルスティンカウンター》。（ダイスを振る）６、５、３、３、３。えっと……34。同どう値ちなんで当たった！




　アキナの剣けんがうなりをあげて、キルスティンを切きり裂さく。

　だが、キルスティンもさるもの。その身を裂さかれながらも、驚きよう異い的てきな体術で反はん撃げきの拳こぶしを打うち込こんできた――。




ギィ：なんと!?

アキナ：でも、こっちの攻撃は当たってるんですよね。じゃ、ダメージいきます。（ダイスを振る）うわ、低い？　[image: 152]点。今度は【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が有ゆう効こうです。

ＧＭ：けっこう痛いたいですよ、それ……。では、こちらの反撃いきますよ。なお、《ギルドシンボル》のおかげで小指よりも４Ｄほどダメージが高い。

マルセル：こいつら、グリンダをギルドマスターとするギルドを組んでるのか。

ドラン：それで《偽装情報》も使えたナリね……。

ＧＭ：（不気味な声音で）「殺キル殺キル殺キル――！　グリンダ様に逆さからう者、死すべし！」と、10Ｄ＋70。よっし（ダイスを振る）……ジャスト[image: 100]点の物理ダメージ。

アキナ：怖っ!?　危ないから《ウェポンガード》します。防御力と合わせて35点止める。

マルセル：《プロテクション》（ダイスを振る）49点止めました。

アキナ：それだと、16点ダメージ！　マルセルさん、ありがとーっ！　いつも攻撃消してくれる♪

マルセル：む、私は私の役目を果たしているだけだ。

ＧＭ：にしても、これじゃあアキナに物理ダメージが通る気がしません。

ギィ：ほんと、プリーストは防御の要かなめって感じがする。ウォーリアの防御能のう力りよくと合わせると、ほとんど通らない（笑）。

ＧＭ：次は【行動値】21で、まずはギィから。

ギィ：……うーん、迷うところだがムーブアクションは《ホークアイ》だな。マイナー《ブルズアイ》、メジャーは《アローシャワー》＋《アローレイン》。対象は敵全員。ちょっとグリンダに挨あい拶さつしてやるぜ。

ドラン：アキナさんの攻撃を受けたビットはこれで落ちるナリね。

ギィ：当たればな。《デュアルアロー》でリンメルの矢を２本使い、さらにフェイトを３点使って、うりゃあ！（ダイスを振る）だが、出目は悪い……。

ドラン：振り直しするナリか？

ギィ：そうだな……フェイトを使って振り直そう。よいしょ！（ダイスを振る）出た！　よっしクリティカル！
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　文字どおり矢や継つぎ早ばやに放たれたギィの攻撃――。

　そのすべてが致ち死しの威い力りよくをもって目標へ飛来する。




ＧＭ：ぐわー!?


マルセル：では《シーリィ》。

ＧＭ：じゃあ、サムビットのＡから。えい！（ダイスを振る）クリティカル！

一同：うぉっ!?

マルセル：《パリペイティア》……いや、フェイトがもったいないからここは我が慢まん。

ＧＭ：（ダイスを振る）サムビットＢとキルスティンは回避失敗。グリンダは３Ｄ振って（ダイスを振る）やっぱりクリティカルせず。ダメージください。

マルセル：ここで《チェックメイト》。

ギィ：オレは自分に《ピアシングストライク》。

ＧＭ：それじゃ、キルスティンがサムビットＢに《ビットカバー》を使用。自分をカバーさせる……いや、止やめておこう。カバーはしない。

ギィ：耐たえられるかもってか。ま、討うちもらしたら次はドランだし、任せるぜ。（ダイスを

振る）フツー、出目30で[image: 153]点。

マルセル：《チェックメイト》の分が……。（ダイスを振る）えーと、＋32。

ギィ：合わせて[image: 185]点の物理ダメージ、どうだ？

ＧＭ：サムビットＢが戦闘不能！　これならカバーしておけばよかった。キルスティンは「我が下僕ビツトを……！　汝ら殺すべし！」と逆ギレ状態。グリンダにもダメージが来てます。

ギィ：よし、グリンダに一撃当てた！　コレが初ダメージか？

ドラン：今まで実じつ際さいに戦うシーンはなかったから、グリンダに初ダメージナリ。

ギィ：やったー！　……ダメージで仮面が割われない？（一同爆笑）

ドラン：割れると実はワタシの姉だった、という意外な事実が!?（笑）

ＧＭ：割れませんし、ドランの姉さんでもありませんよ！（笑）　さて、次はグリンダです。ムーブアクション、マイナーアクションなしで、メジャーアクションはオリジナルエネミースキル《魔ま力りよくの羽は衣ごろも》を使用します。これで味方全体を強化！




《魔力の羽衣》

　オリジナルエネミースキル。「対象：場面（選択）」で、対象の与えるダメージに＋10、【物理防御力】と【魔法防御力】を＋５するスキル。なお、この効果は《魔力の羽衣》を使うごとに累るい積せきしていく。




ドラン：そのスキル、全体強化か……やっかいナリ。

ギィ：しかも効果が累積するんで面めん倒どうだ。ま、《インタラプト》もないし、通すしかない。

ドラン：さて次はワタシナリ。ムーブアクションで《ランニングセット》＋《ファストドロウ》。マイナーで《クラッシュバリア》を使用。 メジャーアクションで《ダブルキャスト》で、残った三体に２回攻撃するナリよ！

ギィ：そういや、ドランも複ふく数すう体攻撃できるんだな。

ドラン：そうナリ。ギィが討ちもらしたサムビットはここで倒す。まずは一回目。《マテリアルコンポーネント》でエメラルドをバリボリ食べつつ、《エアリアルスラッシュ》。魔ま術じゆつ判定にはフェイトを１点使用するナリ。

マルセル：《結束》で私も１点使おう。

ドラン：助かるナリよ。これで８Ｄ振れる。これならクリティカルするナリ！　（ダイスを振る）う、全然ダメ。これはフェイトで振り直す。（ダイスを振る）お、クリティカル！

マルセル：では《シーリィ》だ。

ドラン：ありがとーナリ！




　ドランが巻まき起おこした魔法の風が、コントロールルームで渦うずを巻まく。

　音よりも早いその烈れつ風ぷうは、敵てき対たいする者を誰だれひとり逃のがさない死の刃やいばであった。




ＧＭ：こちらは……（ダイスを振る）全員喰くらった。キルスティンは《ビットガード》を使用して、サムビットＡに自分をカバーさせます。

ドラン：ダメージは……（ダイスを振る）《シーリィ》含ふくめて[image: 144]点、〈風〉属ぞく性せい魔法ダメージ。防御力無む視しナリ！
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ＧＭ：さすがにサムビットＡは戦闘不ふ能のうです。グリンダは[image: 144]点もらっても全然平気。

ドラン：グリンダは効きいているそぶりがないナリね。これは【ＨＰ】が一〇〇〇以上ありそうナリ。では本命の二撃目。再ふたたび《マテリアルコンポーネント》でエメラルドを使いつつ、《エアリアルスラッシュ》。魔術判定にフェイト１点使う。（ダイスを振る）うあ、まただ。６が一個こも出てない！

ＧＭ：振り直しますか？

ドラン：うん、フェイト使って振り直す。（ダイスを振る）おっし、クリティカル！

マルセル：それに《シーリィ》だ。

ＧＭ：キルスティン回避（ダイスを振る）は失敗。グリンダの回避は……（ダイスを振る）おっし、クリティカル！

ドラン：うおぉーっ!?


マルセル：だがそれは《パリペイティア》で振り直し。グリンダにダメージを与えられる機会を捨すてられん。

ＧＭ：では。（ダイスを振る）。う、６、５……２！

アキナ：あぶない！

ギィ：かわたな怖こわいぞ！

ドラン：６が見えるとついクリティカルを疑うナリ（笑）。ともかくダメージ……（ダイスを振る）《シーリィ》もあって[image: 155]点の【魔法防御力】無視！

ＧＭ：[image: 155]点直抜ぬけか。痛い……。キルスティンは累るい計けいダメージ[image: 400]点越こえましたよ。

ドラン：キルスティンはもう一いち巡じゆんすれば、倒せそうナリね。ではドラン終了ナリ！

ＧＭ：次はキルスティン。《連続攻撃》をアキナに。必殺の右拳が迫る！（ダイスを振る）……達成値31！　「殺キル殺キル殺キル！　汝を倒すまで、打つべし！　打つべし！」
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アキナ：はい、回避します！　（ダイスを振る）クリティカルせず。命中です。
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　軽かろやかなフットワークで、キルスティンがアキナに攻撃をヒットさせる。

　だがアキナは固い。鎧よろいや武ぶ器きを上う手まく利用した少女騎士はそのダメージを巧みに減げん殺さいした。




ＧＭ：うーん。《連続攻撃》を二回当てて、合計71点ダメージか……。物足りない結果だ。

ドラン：アキナさんの【ＨＰ】は残り半分ぐらいナリか？

アキナ：はい！　残り[image: 100]点ちょっと切ったくらいです！

ＧＭ：まだまだ元気ですね。……ここで《アデンダム》をグリンダが使います。

ドラン：おおっ!?

ＧＭ：ムーブでは迂回しつつ10メートル移動。不本意だけど、ギィに近づく。アキナはキルスティンに任せて、こちらはロッドを挿さしに行きます。

ギィ：これでオレとグリンダの間かん隔かく１メートルだな。

ＧＭ：マイナーはなし。メジャーアクションで《ジョイフルジョイフル》を使用。キルスティンを［未行動］にします。

ギィ：……（少し考えて）なるほどねぇ。この状況で、直接攻撃にこないのか。城を乗っ取ればなんとかなるのか、それともよほど、どこかへ転移したいのか？（ニヤリ）

ＧＭ：…………。

アキナ：どういうことですか？

マルセル：戦ってみてわかったが、キルスティンは強いと言ってもそこそこのレベルだ。正直、この行動でもっと積極的にグリンダが攻撃をしかけるものと私も思っていた。

ギィ：だが、グリンダは城のコントロールを優先しているように見える。ってことはこの城をコントロールすれば逆転できるか、先ほどミドルのシーンでも話題に出たが……。

ドラン：……他の都市に転移して、他のキルスティンを応援に行きたいか、ということナリね。城をコントーロールすれば、転移封じを解除できそうだし。

ＧＭ：…………。




　このプレイヤーたちの予想は、グリンダ側の事情をほぼ正しく言い当てていた。




アキナ：なら、あたしたちは、まずはロッドを奪おうという作戦を継続すべきなんですね！

マルセル：その通りだ。

ＧＭ：（くっそぉぉぉぉぉっ！　それが一番イヤなんだよぉぉぉっ!?）………「そう思い通りにいきますか？」とグリンダは冷静に言い「キルスティン！」と部下に攻撃を促うながします。

マルセル：ああ、私の前にキルスティンの行動が発生したんだったな。

ＧＭ：です。《連続攻撃》で、もう一度アキナを攻撃！　「殺キル殺キル殺キル！　グリンダ様の命で汝らを倒すべし！」と、言いつつ殴なぐりかかる。（ダイスを振る）……達成値は28。

アキナ：回避します！（ダイスを振る）くっ、惜おしい。６、一個は出ているのに～。命中です。

ＧＭ：ダメージの出目が悪い。さっきからどんどん下がってる。[image: 105]点物理ダメージ。

アキナ：《ウェポンガード》しまーす。

マルセル：《プロテクション》（ダイスを振る）お、51点止めた！

アキナ：22点ダメージを受けた。全然、大だい丈じよう夫ぶ！

ＧＭ：くっ、二撃目……（ダイスを振る）６が三つのクリティカル！

一同：おぉっ!?

マルセル：《パリペイティア》……いや、使わない。アキナの攻撃をクリティカルで回避される方が嫌いやだ。

アキナ：そうですね。耐えてみせます！

ＧＭ：では、ダメージいきます。（ダイスを振る）[image: 116]点。

マルセル：《プロテクション》（ダイスを振る）低いな、今度は。えーと、46点。

アキナ：48点抜けた。あと残り【ＨＰ】20点くらい。結構ダメージ来ましたぁ～！

ＧＭ：これでキルスティンの行動は終わりです。

ギィ：……ここだな。次のイニシアチブでオレも《アデンダム》だ。
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ＧＭ：む、割わり込こむものは何もないのでどうぞ。

ギィ：ムーブアクションで全力移動。グリンダに接敵。メジャーアクションでロッドを叩き落とす！　判定のダイスは《限界突破》中で４Ｄ。さらにフェイトも１点使う。

ドラン：《結束》で、ワタシも１点使うナリよ！

アキナ：あたしも１点使います！

マルセル：私はちょっと厳きびしい。パスさせてくれ。

ドラン：確かに。マルセルは《パリペイティア》や《プロテクション》のためにフェイトを温おん存ぞんしておきたいナリ。

ギィ：これで７Ｄ振れる。ロッドを落としやがれ！　（ダイスを振る）よしクリティカル！

ドラン：……今回、ワタシたち、ひたすらクリティカルを振り続けているナリ（笑）。

マルセル：さて、私は《パリペイティア》の構かまえ（笑）。

ＧＭ：なら、二回クリティカルを振るまで！（ダイスを振る）５、４。ぐあっ抵抗失敗！

ギィ：弓をロッドに引っかけて吹き飛ばす！

ＧＭ：「はっ!?」と短く叫さけびを上げるグリンダ。




　ほんの一ひと呼こ吸きゆうで間合いをつめたギィはグリンダの眼がん前ぜんに立つ。虚きよを突つかれたグリンダはギィが何を仕掛けてきたのか、目で追うことすらできなかった。
















　次の瞬間、彼かの女じよの手にあったロッドは乾かわいた音を立てながら、部屋の隅すみへ転がって行く。
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ドラン：おっし！

ＧＭ：一いち応おう、ロッドとの距きよ離りを２Ｄメートルで決めましょう。（ダイスを振る）10メートル。ムーブアクションで近づき、メジャーアクションを使用すれば拾えるとします。

ギィ：オレの仕事は終わった。次はマルセルだ。

マルセル：ここは《ヒール》をアキナに。（ダイスを振る）発動して70点回復だ。

アキナ：ありがとう、マルセルさん！

ＧＭ：これで全員行動済ずみと。

ドラン：アキナさん！　いつものアレを！

アキナ：はい、ここで一気にいっちゃいましょう！　《再さい行こう動どう》です！

ギィ：これで、こちらが全員未行動になった。このスキにたたんじまおう！

ＧＭ：同じタイミングでグリンダが《魂こん魄ぱく充じゆう塡てん》を使用。対象が場面でみなさんにも効果があります。「小賢しい！　同様の技がこちらにないとでも？」




《魂魄充塡》

　オリジナルエネミースキル。「対象：場面」。対象となる者を［未行動］にするスキル。ただし、この効果で未行動になった者がメインプロセスを行なうと、【ＨＰ】が40点減げん少しようする。




ギィ：（説明を聞いて）ということは、オレたちには何もない？

ＧＭ：そうなりますね、《再行動》で［未行動］になってますから。今回はキルスティンとグリンダが【ＨＰ】ロス40点受けてもう一度行動するってだけです。

ギィ：なるほど。命を削けずってさらに行動するって、ことか。

ＧＭ：グリンダの歌声が響きます。その声を聞いた者に妖しい力がみなぎります。

ドラン：みなぎりたくないナリ～（笑）。

ＧＭ：この場の全員が［未行動］になったので【行動値】順にメインプロセスとなります。

アキナ：まずあたしですね。では《ファストセット》、《スマッシュ》、《フルスイング》、《ストラグルクラッシュ》。グリンダを攻撃したいけど、ここはキルスティンを攻撃します！

ギィ：キルスティンをフリーにすると、マルセルとドランが危ないからな。

アキナ：そうですね。あたしはみんなを守ります！　とにかくクリティカル狙ねらいです。命中判定にフェイトを２点使って。（ダイスを振る）クリティカル……せず。

ドラン：惜しいナリ！

アキナ：えーっとそれなら《バトルコンプリート》！（ダイスを振る）……あ、出なーい！　でも、まだまだぁっ!!　フェイトを使って振り直し!!


ドラン：いけ、いっけぇー、アキナさーん！

アキナ：（ダイスを振る）よーしっ！　クリティカルぅ!!


一同：おおおぉぉ――っ！（拍はく手しゆ）

アキナ：（満面の笑えみで）粘ねばって三回も判定した甲斐がありました！
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　――アキナ、執しゆう念ねんのクリティカルであった。




マルセル：よくやったアキナ！　それに《シーリィ》だ。

ＧＭ：うーん……ここは一発目を回避。（ダイスを振る）……失敗。ダメージをどうぞ。

アキナ：ダメージを振る前に《スラッシュブロウ》！　これで18Ｄ振れます!!（ダイスを振る）……[image: 206]点、【物理防御力】無視!!　ぶんっと横から思いっきり斬りつけます。

ＧＭ：痛いが……まだまだです。「やるな！」アキナの一撃にぐらつきながらも、持ちこたえるキルスティン。

アキナ：それじゃ二撃目。当てますよー。（ダイスを振る）低いなぁ、出目が10。これはフェイトで振り直します。（ダイスを振る）クリティカル！　出た！

ギィ：おぉっ!?　すごいっ！

ドラン：酒さか井いさん、調子いいですねえ。

アキナ：今までで、一番クリティカルが出てますよね。このダイス、ちょっと相あい性しようがいい。ありがとう、菊きく池ちさん！（←ダイスを借りていた）

ギィ：でも菊池さんがこれ使うと、不思議とぐっちゃぐちゃな目になるんだよなぁ（笑）。

ドラン：余よ計けいなこと言わないでぇ――っ！（一同爆笑）

マルセル：まあまあ。ともかく《シーリィ》。

ＧＭ：ここは《キルスティンカウンター》を宣言。反撃のチャンスはクリティカルのみ……（ダイスを振る）６、５、２、２。刹那に放った拳はアキナの頰をかするだけ。カウンター失敗。

ドラン：セーフ！　ふぅ、６が出たんでまたクリティカルかと！（笑）

アキナ：ダメージ！（ダイスを振る）[image: 187]点、【物理防御力】無視。




　アキナの二閃目が、敵をとらえる。

　あまりの素早さに、さしものキルスティンも回避することもできない。

　しかし、そのタフネスぶりは恐るべきものがあった。




ＧＭ：まだ立っています。「その程度の攻撃しかできぬなら、おとなしく死すべし！」

アキナ：む、やっぱりキルスティンも、手強い相手ですよね。早くグリンダを攻撃したいのに！

ギィ：ち、簡単なザコなら無視して、グリンダに集中したいぐらいだが……。

ＧＭ：ふっふっふ。にしても！　今日はみなさんクリティカル出だし過すぎですよ!?


アキナ：こっちだって必死なんですよ!?（笑）

ギィ：リビルドしてそういう戦術のギルドになったんだから、クリティカルしなけりゃ、シャレにならんだろうが！（笑）

マルセル：なんのために《シーリィ》を取ったと思ってる！（笑）

ドラン：血ち反へ吐ど吐はきながら、無む理り矢や理りクリティカルにしているナリよ！（笑）




　――恐おそろしいまでのクリティカルへのこだわりであった。




ギィ：ていうか、クリティカルの恐ろしさをオレたちに教えたのは、ＧＭだからな！（笑）




　――す、すみません（笑）。




ギィ：さて、アキナが終わったら次はギィ。オレはキルスティンには本気出しておくことにするぜ！　アキナの決め技は、グリンダ戦にとっておきたい！

アキナ：わかりました！　頼みますギィさん。

ギィ：ムーブで《ホークアイ》、マイナーで《ホロウショット》、メジャーで《ダブルショット》。《デュアルアロー》で、リンメルの矢を２本使いつつ、キルスティンを攻撃！

ＧＭ：はいな。

ギィ：命中にフェイトを１点。えい！（ダイスを振る）お、クリティカル！

ＧＭ：マジでぇっ!?

ドラン：本当に今日はみんな好調！

マルセル：では《シーリィ》を。

ＧＭ：（ダイスを振る）達成値19で回避失敗。

ギィ：《ピアシングストライク》を使う。（ダイスを振る）[image: 143]点の【物理防御力】無視。

ＧＭ：……まだ立ってます。「グリンダ様のために、敵を倒す……べし！」

ドラン：耐えるナリねー。

ギィ：二発目。リンメルの矢を使用。フェイトは使わず。よいしょ！（ダイスを振る）６が一個出たが、クリティカルはしなかった。が、ここは《ハードラック》で一個６にしてクリティカルにする。

マルセル：ならば、ダメージの前に《シーリィ》だ。

ＧＭ：（ダイスを振る）惜しい。６、２。回避失敗。

マルセル：そしてダメージロール前に《ディバインフォース》。




　そこまでやりますか！




ギィ：おう。（ダイスを振る）おお？　出目が爆ばく発はつしてる。オレ死ぬかもっ！

ドラン：うわぁ、ダイスの半分、６が出てるナリよ！

アキナ：すごーいっ！（笑）

ギィ：（計算中）……13Ｄ振って、51出たぞ。

マルセル：それはでかい！

ギィ：……合わせて[image: 231]点。【物理防御力】無視。




　矢の達人のギィであっても、一生に二度とは放てぬかもしれぬ、会心の一射であった。

　それをまともに受けたキルスティンだったが……。




ＧＭ：まだ立ってます。さすがに、キルスティンの足腰もふらついてますね。

ドラン：し～つ～こ～いナリ！

ＧＭ：さて、次はグリンダ。どうするか……。

ギィ：攻撃してくる？

ＧＭ：いや、グリンダはあえて攻撃しません。ロッドも10メートル先だし、ムーブで離り脱だつして向かうと、逆ぎやくにギィに取られそう……。《魔力の羽衣》で、キルスティンを強化しておく。

マルセル：む、ロッドの回収をしないのか！　どうするつもりだ？

ドラン：ここまで静かだと逆に不気味ナリ。ともあれ、次はワタシナリ。《ファストドロウ》はもう使えないので、キルスティンにトドメをさす。《ランニングセット》《クラッシュバリア》《ブーストマジック》《ダブルキャスト》の《エアリアルスラッシュ》！　エメラルドを使って一回目……（ダイスを振る）惜しいが、クリティカルはしない。

アキナ：フェイトで振り直します？

ドラン：いや、まずは《シークレットアーツ》を使うナリよ。（ダイスを振る）これでもクリティカルしない。仕方ないのでフェイトを使う（ダイスを振る）これでもクリティカルしないナリか！　達成値39。

ＧＭ：キルスティンの回避。（ダイスを振る）達成値15で回避失敗！

ドラン：当たったのはいいけど、ワタシはクリティカルしないとダメージでないナリ。（ダイスを振る）93の【魔法防御力】無視。

ＧＭ：93の防御無視なら、キルスティンはまだ健けん在ざいです。

ドラン：うーん……《リゼントメント》かな？

ギィ：想像以上にキルスティンが手強い。グリンダと本格的に戦うためにも、ドランの切り札で、こいつを倒しちまおうぜ。

マルセル：そうだな。キルスティンの【ＨＰ】、まだだいぶ残ってると思う。

ドラン：了解。グリンダ用に残しておきたかったけど、キルスティンを仕し留とめるのが先ナリ。《リゼントメント》を宣言。エメラルドを使って《エアリアルスラッシュ》をキルスティンに。（ダイスを振る）６が一個も出ない（笑）。

ギィ：一個でも６が出ると、だいぶ違ちがうんだけどね。

ドラン：《シークレットアーツ》で振り直します。（ダイスを振る）クリティカルせず。ただ出目自体はいい。魔術判定40です。




[image: ]




ＧＭ：キルスティンが回避できるなら、６ゾロのみ。（ダイスを振る）……６、１。回避失敗。

ドラン：（ダイスを振る）でかい。[image: 250]点【魔法防御力】無視。これで落ちるナリか？




　先ほどのものを遙はるかに上回る魔法の嵐あらしがキルスティンを包つつむ。

　だが。それでも。機械の身体のキルスティンは驚くべき粘りで、倒れようとはしなかった。




ＧＭ：「殺キル……殺キル……殺キル……」もうろうと繰り返しつつも、まだ倒れません。

ドラン：まだ生きてるのか！　ここまでやっても生きているとは!?

アキナ：相当ですよね。一五〇〇点ぐらいはダメージ与えた？

ＧＭ：累計一五〇〇点はもう越えてます。ということで、次はキルスティンの《連続攻撃》です。「殺キル殺キル殺キル……！」アキナを狙って一撃目。（ダイスを振る）……31点。

アキナ：（ダイスを振る）11。達成値19で、命中です。

ＧＭ：ダメージは……（ダイスを振る）えーと、[image: 110]点。

マルセル：では《プロテクション》……。

アキナ：待ってください。さっき《ヒール》してもらったので、《プロテクション》なしでもギリギリ立っていられます。ならここは《ソウルバスター》の使いどころだと思います!!


ギィ：……なるほど、いい手だ。

マルセル：なら、《プロテクション》使わない？

アキナ：はい！　今がチャンスです！　というか、グリンダがおとなしいのが不気味なんで、少しでも早くキルスティンを倒さないと！

ドラン：なるほど。アキナさんは前のめりナリね。

アキナ：はい、倒れる時は前に！　88点ダメージで。《ソウルバスター》でお返しです！

ＧＭ：すると88点の【ＨＰ】ロスか……。それでアウトだ。アキナの放った捨すて身みのカウンターが直ちよく撃げき、キルスティンは膝ひざをつく。「バカな！　我がカウンターをくらった!?」

アキナ：やったぁ！

ギィ：へ、自分の得とく意い技わざをくらった気分はどうよ？

ＧＭ：一撃目で倒れたので二撃目はなし。「アキナ・ブルックス、恐るべし……」と、呻く親指のキルスティン。と、ここで……ここで演出が入ります。

ギィ：ん、なんだ？

ＧＭ：最初に言ったとおり、部屋の壁は大きな魔導モニターになってまして。そこに三つ映えい像ぞうが映ります。ひとつはベルクシーレ。中指のキルスティンがアンソンとカテナによって倒される映像。

ドラン：（突とつ然ぜんアンソンになって）ははは、僕ぼくの勝ちだー！

ギィ：……そのリアクションは駄だ目めだぁーっ！（笑）　王国軍ぐん師しのアンソンが、カテナに「お前は子供か」と突つっ込こまれるところまで目に浮かぶわっ！（笑）

マルセル：き、緊きん張ちよう感がないっ!?（笑）

ＧＭ：ふたつ目はノルドグラム。リディルが率ひきいる、四人組のギルドが人差し指のキルスティンを撃げき退たいします。「マルセル先輩の情報がなければ危なかった……」と安堵するリディル。

アキナ：レイウォールの『イフ』パーティの皆さんですね！

ＧＭ：はい、そのとおりです。で、ウォリックフォードも、スナイパーである錬金騎き士しアーチェが薬指のキルスティンを狙そ撃げきしている映像が浮かびます。




　こうして、古代兵器を起動するべく暗躍していたキルスティンたちは全滅した。




ドラン：これで、ノルウィッチ以外の敵の作戦は全部失敗したナリね。

マルセル：ほう。無理してネットワークを構こう築ちくしただけのことはあったということか？

ＧＭ：それもありますが……映像を確かく認にんしたグリンダは言います。「こんなところで足止めされていなければ……」

ギィ：なるほどね。やはりグリンダは他の都市へ転移して支援をするつもりだったのか。

ＧＭ：そうです。ネットワークのおかげで他の都市のキルスティンは苦戦する結果となりました。ですが、グリンダがフリーだったら、ここまで一方的にやられはしなかったでしょう。

アキナ：なら、あなたの計画もここまでです！　投降しなさい、グリンダ！

ＧＭ：「確かに計画もここまで。あなた方が邪じや魔まをしなければ……」アキナを睨むグリンダ。そして、ダメージにより戦闘不能が確かく定ていした親指のキルスティンが叫びます。「グリンダ様！　あなただけでも落おち延のびるべし！」そして閃光が生まれ始めます。

ギィ：……はっ、そうか！　こいつ小指と同じように自爆能力を持っているのか!?


ＧＭ：はい。［キルスティンボム］が作動。さらに《ラストアクション》も使用。「殺キル殺キル殺キル殺キル殺キル殺キル殺キル殺キル――っ!!」

ドラン：《ラストアクション》!?　何をするナリ！

ＧＭ：それで発生したメジャーアクションで、ギルドサポート《破は砕さい突破》を宣言します。爆ばく風ふうで、このコントロールルームの壁を破は壊かいするのです。

アキナ：え？

ＧＭ：目的は壁を壊し、転移封じの結界を破ることです。

マルセル：く、なるほど。それなら城を奪わなくても、グリンダは瞬間移動を使える！

アキナ：ここで逃がしちゃダメ――っ!!

ドラン：そうだ！　ギィ、《インタラプト》で《ラストアクション》を潰すナリ！

ギィ：…………使用済みだ。

ドラン：そうでした――――っ!?


ＧＭ：では、自爆の処理をします。かなりシャレにならないダメージですからご注意を。
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一同：なんっ……だってぇ――――っ!?


ギィ：……誰かが倒れる可能性が高いな。ＧＭ、《カバーリング》を使っていい？

ＧＭ：ＯＫですよ。

マルセル：なら、まずアキナに誰が《カバーリング》してもらうかを決めよう。アキナには私が《アフェクション》をかけるから、少なくともその誰かとアキナは生き残る。

アキナ：だったらマルセルさんでしょうか？　防御役のマルセルさんが倒れると大変ですし。

ギィ：だな。で、オレがドランをカバーする。これなら、倒れるのがオレだけですむ。残ったメンツでグリンダを相手にする可能性がある以上、なるべく生き残る工夫をしないとな。

ドラン：どうやら、それがよさそうナリね。

マルセル：ともあれ、戦闘不能がひとりだけなら、次の私の行動で《ファーストエイド》を使って立ち上がらせることも可能だ。あとは、状況を見つつ考えよう。

ＧＭ：では、宣言をお願いします。

アキナ：《カバーリング》＋《カバームーブ》でマルセルさんをかばいます！

ギィ：《カバーリング》＋《カバームーブ》でドランをカバーする。

ＧＭ：では、ダメージ……の前に、みなさん、様子をどうぞ。

ギィ：おう。「危ないドラーン！」と言って、矢でドランを吹き飛ばす。

ドラン：ころころころーっと、ちょうど爆風の届とどかないところに転がっていく。あわわ～！

ギィ：一シナリオに二回死ぬなんて～！　ばたり（一同笑）。

アキナ：そ、そうでした!?

ギィ：まあ、今回だけじゃなくて、ギィはなんだかんだと戦闘不能が多いからな（笑）。

アキナ：じゃ、あたしはマルセルさんの前に移動して盾たてになります。

マルセル：《アフェクション》。そんなアキナの前に魔法の壁が生じ、爆発を受け止める。

アキナ：これでダメージ０！　だけど、みんなだいぶ消しよう耗もうしましたね。

ＧＭ：こうして、キルスティンは倒れ、彼女の行動は終わり。さて、次は……。

マルセル：私だな。

ＧＭ：いえ、イニシアチブでグリンダが動きます。《転移の靴くつ》というスキルを使用。目的を達成できないと判はん断だんし、先ほどの爆発で出来た壁の亀き裂れつからグリンダは撤てつ退たいします。

アキナ：逃げるんですか!?


ドラン：むう……これは……。

アキナ：……な、なにか止める方法は？

ギィ：《インタラプト》はもう使っちまったしな。

マルセル：（憮然とした声で）計画が失敗した以上、グリンダにここにとどまる理由がない。

アキナ：（必死な声で）そんなぁ。せっかくのチャンスが……。なんとか………じゃあ……。待てぇ――っ！　ここまで来て、逃にげ出だすのっ!?　って叫びます！




　アキナの叫びがグリンダの耳を打つ。

　刹せつ那な、仮面の魔女は動きを止め、アキナを見み据すえる。




アキナ：ここで、決着をつけましょう！　あたしはあなたを倒してみせる！

ＧＭ：（からかうように）「アキナ・ブルックス。そう死に急ぐことはありません。決着はいずれ……。わたくしにはやるべきことがございます……」と一旦言葉を区切って続けます。




　――ヒューバード様のために。
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一同：ヒューバードぉ――っ!?

アキナ：……ってピアニィさんのお兄さんが？　なんで？

ドラン：実は、エストネルで起きた事件にはヒューバードが深く関わっているナリ（←『無印』のＧＭ）。

マルセル：ＧＭシーンの〝殿下〟とは、ヒューバードのことをさしていたのか。

ドラン：あ、言ってたなぁ〝殿下〟って。

マルセル：（少し考え）……バルムンク・ノヴァを仕切っていたグリンダがヒューバードの部下？　すると、ヒューバードはバルムンク・ノヴァを乗っ取っている可能性もあるぞ……。

ドラン：っておいっ！　そのあたりは決めてなかったんだが！（笑）

ＧＭ：まあ、実際その設定のすりあわせはあとでやりましょう（笑）。この場でグリンダを問い詰めるわけにもいきませんし。

ドラン：ま、まあわかった。よく話し合おう（笑）。

アキナ：はっ、で……そのグリンダはっ!?


ＧＭ：「――では、ごきげんよう」……カンカンッとかかとをならしたグリンダは、髪かみをふわっと舞まい上あがらせて、虚こ空くうに消えていきます。
















アキナ：…………。

ギィ：行ったか……。

マルセル：アキナ……。

アキナ：次に会ったら……次会った時には…………




　――絶対にあなたを倒しますっ!!





　アキナの叫びが、ノルウィッチの空に響いて消えた――。




ＧＭ：といった感じでこの戦闘は終了となります。

ドラン：それにしても、珍めずらしいナリ。アキナさんが叫ぶなんて。

アキナ：それだけ悔しかったんですよ！（←素す）

ＧＭ：では、ちょっと一休みして、熱くなっている空気をさましてから、エンディングと参りましょう。

一同：はーい！











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆終わりの始まり




　キルスティンは力ちから尽つき、グリンダは転移の靴で逃にげ去さった。

　エンジェルファイヤーは、敵の企たくらみを完全に打うち砕くだいたのだ。

　しかし、その勝利もむなしく――。

　アルディオンの歴史は新たな激げき動どう期を迎むかえようとしていたのである。




ＧＭ：さて、エンディングに移りましょう。それにしても想定外の形で、陰謀を見事に防ふせがれてしまいました。前回はＧＭ側の勝利に近かったですが、今回はプレイヤー側の圧あつ勝しよう劇げきで、見事な好対照でしたね。

ドラン：そんな感じだな（笑）。実際ＧＭ側の想定どおりだと、どんな感じだったナリ？

ギィ：本来なら動き出したノルウィッチ城と戦ってぶっ壊すみたいなのを考えていたんだろ？　古代兵器大好きだしな（笑）。

ＧＭ：そんなところです（笑）。




　実際のところＧＭは、プレイヤーの行動によって次のような二種類のクライマックスを用意していた。

・茨ヶ原に誘さそい出だされた場合：キルスティンが操あやつるノルウィッチ城との戦闘。

・茨ヶ原のグリンダをフェイクと見み破やぶった場合：城が完全に起動しきる前に、フォーカス判定で防御システムをＰＣが突破し、コントロールルーム内でキルスティンと戦闘。

　いずれもグリンダとの直ちよく接せつ対決が生じる予定はなかったのだ。




ＧＭ：ところが、シナリオ作成時には想定していなかった《天てん啓けい》をみなさんが取得したために、グリンダの狙いが詳しよう細さいにわかってしまい……。

マルセル：コントロールルームで、グリンダとキルスティンを待まち伏ぶせできた、と。

アキナ：なるほど～。

ドラン：しかし、グリンダがヒューバードの配下だったとはなぁ。さっきも言ったとおり、『無印』で、この関係をどう扱うかはあとで相談しよう。ともあれ、なんでそうしたの？

ＧＭ：そりゃ菊池さんが「『無印』第七巻かんで以降のエピソードは決まっていないから好きにやれ！」と言ったからですよ。真の黒くろ幕まくであるヒューバードと、『デスマーチ』の敵役のグリンダが連携したほうが、よりグローバルな大ピンチを作り出せるじゃないですか！

ドラン：た、確たしかに！　そのほうが、俺好みだし、面白いことは否定できん！（笑）

ＧＭ：ついでに言えば、『デスマーチ』のほうからヒューバードに絡めるようにしておけば、『無印』のストーリーが明後日の方にいったとしても、クロスオーバーとして最低限の関連づけは維持できるだろう、という読みもありました。

ドラン：かわたな……。

ＧＭ：はい？

ドラン：お前……苦労性だなぁ？

ＧＭ：誰のせいだと思ってるんですか！（一同爆笑）

ドラン：す、すまん！（笑）

ＧＭ：で、用意したのが古代兵器。想定ではＰＣがどうがんばっても、倒せるのは古代兵器ノルウィッチ城まで。

ギィ：残りの古代兵器がある都市はずいぶん遠いからな。

ＧＭ：はい。なので、エンディングでは残り三つの古代兵器が、エストネルのヒューバードのもとに援えん軍ぐんとして進軍する計画でした。

ドラン：な……。

ＧＭ：な？

ドラン：なんてことするつもりだったんだよっ!?（笑）

ＧＭ：フッ、何をいまさら。我々は一いち蓮れん托たく生しようじゃないですか！（笑）　ま、それも……。

アキナ：グリンダをコントロールルームに誘い込んだことと、マルセルさんの緊きん急きゆう連れん絡らくシステムのおかげで防げましたけど！（笑）

ＧＭ：うわぁぁぁぁんっ!?　《天啓》なんて、大っ嫌いだぁぁぁぁぁっ!!（一同爆笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ま、種明かしはこれぐらいにして、セッションを締しめるため、エンディングと参りましょう。

ギィ：どんな感じのシーン？

ＧＭ：まあ、『無印』第八巻がどんな話になるか分からないと、あまり先のことは語れませんから（笑）。とりあえず、戦闘終了直後のシーンといたしましょう。

アキナ：というと、アキナが壁の穴あなの近くで叫んだ直後？

ＧＭ：はい、そのタイミングです。

ギィ：んじゃ、あっちこっちがちりちりに焦こげてて、ズタボロのギィがアキナの横に立ってポンと肩かたを叩たたく。お前はよくやったぜ、アキナ。オレたちは勝ったんだ。

ドラン：では、ギィとは反対側のアキナの隣となりに立って言う。そうナリ。アキナさんはもっと胸むねを張はっていいナリ。

マルセル：じゃあ、私も言っておこう。そこから見るといい。今回、お前が守った風景だ。と、ノルウィッチの街を指して言う。




　通りには色とりどりの店舗が建ち並び、轍わだちを作る荷馬車の姿も見える。

　下町には、最近この街にやってきた者が建てたのであろう真新しい家もあれば、戦火を免れた歴史を感じさせる古い館の姿も点在していた。

　そこに広がっていたのは、いつもと変わらぬノルウィッチの街まち並なみだった。




アキナ：じゃあ、アキナはグリンダを逃がした残念さもあるんですが、それを押さえて言います。そうですね……街のみんなの笑え顔がおを守れたのが一番です！

マルセル：じゃあ、マルセルはふと、エストネル方面を見る。連絡が取れなかったから気になってたんだよ。

ＧＭ：するとですね、エストネルの上空が血のような色に染そまっており、さらにその空へ昇のぼっていく光の柱が見えます。

ドラン：ああ、『無印』第七巻のクライマックスか。それじゃ、ドランは「なんナリか？　アレは……」、と言っておこう。

ギィ：不ふ吉きつな予感がするぜ……。

マルセル：私はその様子を見ながら、これは、始まりの終わりか、終わりの始まりか……、と呟つぶやく。

ＧＭ：思わせぶりなセリフを（笑）。

アキナ：じゃあ、マルセルさんの言葉を聞いて不安になったアキナは、空を見ながら心の中で思います――。




　アル兄様、みんなと一緒に無事に帰ってきてくださいね……。




[image: ]




　そのアキナのささやかな願いがかなうかどうか――。

　答えることができる者は、この大陸にはひとりもいなかった。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

第一〇話「城じよう塞さい都市の守しゆ護ご者しや」

―ＦＩＮ―













あとがき






　〝予想もつかない面白さ〟という言葉があります。

　映えい画がや小説のうたい文もん句くでよく聞きますね。

　本書『デスマーチ』第五巻かんのＧＭをやって、つくづくその面白さを再さい認にん識しきしました。

　今回、本文中で、しばしばＧＭが「…………」と黙だまり込こむ様子が記されていますが、そんなときはたいてい――




（なんだってぇ――っ!?）

（マ……マジですか――っ!?）

（それはかなり困こまるんですけどぉ――っ!?）




　――と内心でＧＭが叫さけび声ごえを上げつづけていたと思っていただければ、間ま違ちがいありません。

　実じつ際さい表ひよう情じようを押おし隠かくすのに、苦労してばかりでした。

　でも、ほんとうにそう記き述じゆつすると、かなりウザいので見合わせましたが（笑）。




　ともあれ、何回かセッションを経けい験けんした方なら分かると思いますが、この予想もしていなかった展てん開かい。これこそが複ふく数すうの人間でコミュニケートしながら、物語を作り上げていくＴＲＰＧの魅み力りよくと言っても過か言ごんではないでしょう。




「その面白さが少しでも伝われば！」と頑がん張ばりましたので、ぜひお楽しみください。




　以い降こうは本書の具体的な内ない容ようを振ふり返かえっていこうと思います。

　ネタバレに類する記述もありますので、本ほん編ぺんを未読の方はご注意ください。




●第九話　愛こそすべて!?

　アキナの実家、ブルックス商会を狙ねらう盗とう賊ぞく団だんの存そん在ざい。その対たい策さくのためにエンジェルファイヤーが奔ほん走そうする、というのがこのシナリオの導どう入にゆう部ぶのプロットとなります。

　一見日にち常じよう的てきなスケールの問題が、実は大きな事じ件けんにつながっていく。そういうタイプの広がっていくタイプのお話が個こ人じん的てきには好みでして。今回はそれを二話ほどかけて、展開していくという組み立てでした。

　本編でも触ふれたとおり、第九話はその仕し込こみの回という位置づけになります。

　そこで演えんじられたアキナたちと〝仮面マスク〟のグリンダとの攻こう防ぼうが醸かもし出だした妙みよう味みは、実際にご覧らんになっていただくのが早いでしょう。

　やや無ぶ粋すいを承しよう知ちで言わせていただくと、その結果消えてしまったシーンもありました。ミドルフェイズでエルゼリエ扮ふんしたグリンダがアキナから、キーワードを聞き出すシーンがそれです。

　ＧＭとしても、ミドルフェイズでの盛もり上あげどころと設せつ定ていしていました。

　偽にせエルゼリエは「予定外の早い帰き還かん」という名目で館に潜もぐり込こんできます。加えてあえて「キーワードを覚えているか」をわざわざ確かく認にんする、ということに違い和わ感かんをもたれるかもしれない。

　そのあたりを頼たよりに、ＰＣたちが陰いん謀ぼうが気づくかどうかの知ち恵え比くらべを想定していました。




　しかし、現げん実じつに起きたのはよりドラマチックな展開でした。

　騎き士しを目指すアキナという少女が、起こしてしまった大失敗。

　その事実を正面から受け止め、改めて自分を見つめ直していくきっかけとする――。

　結けつ果か論ろんではありますが、アキナの成長物語として『デスマーチ』をとらえた場合、このエピソードは後々重要な意味をもってくるはずです。

　次じ巻かん以降、どんなアキナが見られるのかＧＭとしても楽しみです。

　もっとも、彼かの女じよの根っからの前向きさが変わることもないだろう、とは思っています（笑）。

　なお、ＰＣたちが偽エルゼリエの正体を見み破やぶった場合、第一〇話では他の三都市の古代兵器がバルムンク・ノヴァに奪うばわれるのをエンジェルファイヤーが守る。もしくは起動してしまった三都市の古代兵器がピアニィの戴たい冠かん式しきに沸わくノルウィッチに進軍してくる、というエピソードを考えていました。

　一いち応おう、ここで言っておきますね（笑）。




●第一〇話　城じよう塞さい都市の守しゆ護ご者しや

　…………。

　このエピソードについては話したくありません。




　――というわけにもいかないので、多少触ふれておきます。（笑）

「ＧＭのひどい負け試合」とでも言うのがふさわしい、ＰＣ側大勝利のセッションでした。

　その原げん因いんとなったのはＰＣたちが新たに取ったギルドサポート――《天てん啓けい》。

　後々振ふり返って思うのですが、シナリオを進めるうえで、便利な能のう力りよくなので、ついつい使ってしまいそうなポイントが所々あるのですが。

　ＰＣたちは実に適てき切せつなタイミングに適切な形で、この《天啓》を使用しています。

　正直、脱だつ帽ぼうという感じです。

　加えて、どのくらい意図したか分かりませんが「グリンダをコントロールルームにおびき寄よせる」という作戦もＧＭにとっては痛いたかったところです。

　お話を『無印』に負けぬほど盛り上げようと、ＧＭが用意したバルムンク・ノヴァの大だい破は壊かい作戦。

　その各都市間で同時並へい行こうで進む作戦の進行・連れん絡らくの要になる〝仮面〟のグリンダを最も重要な時間帯に機き能のう不全に追おい込こまれたわけです。

　グリンダの特とく殊しゆ能力の強さに頼たよって計画を立ててしまったＧＭが掘ほった、墓ぼ穴けつ以外のなにものでもありません。




　はっはっは。

　加えて、ＰＣたちの強さも想定以上でした。クリティカルを連発されるイヤらしさを、お返しに思い知らされた――そんな気分です。ともあれ、かろうじてグリンダは撤てつ退たいに成功。

　次回以降のバルムンク・ノヴァ（とＧＭ）の反はん撃げきにご期待ください。




●その他

　今回もたくさんの投とう稿こうをいただきました。

　毎回痛つう感かんするのですが、『デスマーチ』魅力はみなさんの投稿があればこそ。

　その象しよう徴ちようとも言えるキャラクターが〝仮面〟のグリンダでしょう。第三巻で登場して以来、なかなかのキャラ立ちぶりを見せていたので、しばしば敵かたき役やくとして起用しておりましたが。今回、ついにカバーに登場する運びとなりました。彼女のセッションでの活かつ躍やくをご覧になっていただければ、それも納なつ得とくいただけるのではないでしょうか？

　もちろん旧きゆう来らいのキャラだけでなく、今回採さい用ようしたルルイエさんやソラリスさんもお話の中でなにげに重要な役やく割わりを果たしたりします。

　こういった投稿キャラクターたちが、ＧＭが想定した以上にいい仕事をしてくれると、正直嬉うれしく思えてなりません。それが『サガ』の世界観に魅力と深みを与あたえてくれるのですから、なおさらです。

　投とう稿こう者しやのみなさん、本当にどうもありがとうございます！

　今後も『デスマーチ』を含ふくめた『サガ』シリーズは波は乱らんぶくみの展開が待っています。まだまだ投稿をお待ちしていますので、ぜひよろしくお願いします！




　また、この『デスマーチ』第五巻と同じタイミングで、発売されている本があります。

　タイトルは『アリアンロッド・サガ・ノベル・デスマーチ②　あたしは決してあきらめない！』。この『デスマーチ』シリーズのノベライズです。

　著ちよ者しやは市川丈夫いちかわ・たけお先生。ＳＬＧやＴＲＰＧに造ぞう詣けいの深い方ですので、ゲーマーのみなさんが読んでもきっと共感できる部分は多いはず。ぜひお楽しみください。

　なお、第九話で登場するラピスという少女は、小説で誕たん生じようしたキャラだったりします。小説の第一巻を読んで気に入ったこともあり、登場させていただきました。

　なにはともあれ、小説版ばんも合わせてお楽しみください。




　今回も素す晴ばらしいプレイをしてくれた、プレイヤーの皆みな様さまに感かん謝しやを。

　特にアキナ役の酒井香奈子さかい・かなこさんには、ある意味試練の回になったかと存ぞんじます。ですが、それを見事に跳はね返かえすパフォーマンスを見せていただき、感謝の言葉もありません。

　また、毎回、躍やく動どう感溢あふれるイラストをつけていただいている猫猫 猫ねこびよう・ねこさま。どうもありがとうございます。




　アルディオン大陸は新たな動どう乱らん期きを迎むかえます。

『無印』『ゲッタウェイ』ともども、物語は大きく動いていきます。

　どうか読者のみなさま、『サガ』シリーズの今後をお楽しみください。





二〇一一年一〇月二五日

田中信二
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